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例言

１　本書は、平成 29・30 年度に策定作業を実施した福岡市歴史文化基本構想です。

２　本書は、市内に所在する文化財の詳細調査をもとに、本市の歴史文化の特徴を明らかに
したうえ、本市の文化財の保存活用に関する基本方針としてまとめたものです。

３　市内に所在する文化財の詳細調査として、平成 22 ～ 23 年度に「市内文化財悉皆調査」
を実施しました。

４　事業の推進体制は次のとおりです。
　　指導・助言
　　　文化庁地域文化創生本部広域文化観光・まちづくりグループ
　　　福岡県教育庁文化財保護課
　　　福岡市歴史文化基本構想検討委員会
　　　福岡市歴史文化基本構想検討ワーキンググループ

　　事務局
　　　福岡市経済観光文化局文化財活用部文化財活用課

５　協力機関
　　　( 公財 ) 福岡観光コンベンションビューロー

６　本方針の策定にあたっては、文化庁より平成 29 年度「文化遺産総合
活用推進事業（歴史文化基本構想策定支援事業）」および平成 30 年度「文
化遺産総合活用推進事業（地域の文化財の総合的な保存活用に係る基
本計画（仮称）等策定支援事業）」の補助を得ました。

歴史文化基本構想とは

　　地域に存在する文化財を、指定・未指定に関わらず幅広く捉えて、的確
に把握し、文化財をその周辺環境まで含めて、総合的に保存・活用するため
の構想であり、地方公共団体が文化財保護行政を進めるための基本的な構想
となるものです。
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【背景と目的】
（1）背景
●恵まれた自然と豊かな歴史に育まれた福岡

本市は、九州北部に位置し、糸
いとしま

島半島と海
うみ

の中
なかみち

道に抱かれた博多湾に面し、背後には
緑の山々が連なっています。有史以前から豊かな自然が人々をひきつけ、都市として発
展してきました。本市が位置するこの地は、玄

げんかいなだ

界灘をはさみ大陸と向き合うことから、
古来、大陸に対する玄関口の役割を果たし、対外交流の拠点となってきました。海に育
まれた歴史と文化を今に伝える様々な文化財が市内各地に残されています。

●海に育まれた歴史と文化の魅力が人をひきつける都市をめざして

本市は、昭和 62（1987）年に市が長期的にめざす都市像を示すために策定した『福
岡市基本構想』において、「海」と「アジア」を都市像として掲げ、他都市に先駆けて
アジアに開かれたまちづくりを進めてきました。平成 24（2012）年 12 月に改定した同
基本構想では、都市像「住みたい、行きたい、働きたい。アジアの交流拠点都市・福岡」
の下に「海に育まれた歴史と文化の魅力が人をひきつける都市」を掲げています。本市
固有の歴史や文化と融合した都市の魅力と多様な交流が、新たな価値を創造し、世界の
人々をひきつけるまちづくりに取り組んでいます。

住みたい、行きたい、働きたい。
アジアの交流拠点都市・福岡

都市の成長
・人をひきつける魅力
・企業の立地
・スタートアップ
・アジアと共に成長

生活の質の向上
・一人ひとりの元気
・支え合い、つながり
・安全、安心
・コンパクトシティ

・教育　　・人材育成　　・人材の集積

質の高い生活が人と経済活動を呼び込む

都市の活力が生活の質を高める

人材の多様性、交流・対話、創造力

都市像と都市経営の基本戦略（福岡市基本構想　第 9 次福岡市基本計画）
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●本市の文化財行政

本市の文化財行政が本格的に始まったのは、教育委員会に文化課が置かれた昭和 44
（1969）年からです。その後、昭和 48（1973）年に「福岡市文化財保護条例」を制定、
文化財専門委員会（現在の文化財保護審議会）を設置し、文化財指定を開始しています。
条例制定から約 45 年、国や県との連携を図りながら、個々の文化財の保存活用を推進し、
様々な成果を上げてきたところです。

さらに、観光立国や地方創生の推進が求められる現代社会においては、一つ一つの文
化財を大切に守り将来に伝えていくことに加えて、文化財を群として捉え総合的に観光
やまちづくり等に積極的に活用していく取組への関心が全国的に高まっています。本市
でも平成 24（2012）年度に文化、文化財所管部署を、「経済観光文化局」に組織編成し、
時代の要請に応えた積極的な文化財の保存活用を図ることとしています。

●文化財を取り巻く状況

本市は、人口減少・少子高齢化の時代にありながら、人口が増加している稀有な都市
です。人口増加に伴い、建造物などの構造物が次々と更新されています。このような社
会の変化は、地域コミュニティの変容（希薄化）を助長し、地域の文化財の価値が認識
されないまま失われてしまう恐れがあります。さらに、地震などの大規模な自然災害は、
人命はもちろん、これまで市民が築き上げてきた歴史や文化の存続にも危機をもたらす
ことがあります。文化財を将来にわたって継承していくためには、文化財の価値を地域
全体で共有し、地域の誇りにつなげていくことが求められます。

また、文化財の概念は多様化をみせており、守るべき対象も拡大していることから文
化財保護に関わる主体の拡大も求められています。

（２）目的
本市の歴史や文化を守りつつ、文化財を観光やまちづくり等の資源としても磨きあげ、

人々をひきつける都市にしていくためには、より多くの人々と本市の歴史文化や文化財
の価値を共有し、文化財を守り活かしていく取組を推進することによって、積極的に社
会に還元していくことが求められます。本方針は、地域コミュニティの変容や文化財概
念の多様化などの文化財を取り巻く状況の変化に対応しながら、多くの人が参画し社会
全体で将来にわたって文化財を継承し、都市のさらなる活力と魅力につなげていくため
に、文化財の総合的な保存活用の方向性を示すことを目的とします。
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【文化財保護の定義】
●文化財とは

文化財保護法では、「文化財」を「わが国や地域の歴史、文化等の正しい理解のため
欠くことのできないものであり、且つ、将来の文化の向上発展の基礎をなすもの」とし
ています。「文化財」は、一般的には有形文化財、無形文化財、民俗文化財、記念物、
文化的景観、伝統的建造物群といった類型別に指定された文化財を指すと受け取られが
ちですが、指定などの措置がとられているか否かに関わらず、本市の歴史や文化等の理
解のために必要なすべての文化的所産を、広い意味で「文化財」と捉えることができます。

よって、本方針では、本市の歴史や文化等の理解のために必要なすべての歴史的所産
を「文化財」と定義し、指定や未指定、類型の別を問わず、総合的に幅広く捉えるため、
文化財保護法で規定される「有形文化財」等の類型に加え、複数の文化財類型を貫通する、
あるいは内包される属性である「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」を、本方針における文
化財のカテゴリーとして用います。また、すでに文化財として認識されているものだけ
でなく、時代や社会の変化とともに市民が将来に残し伝えていきたい文化財の範囲が広
がっていくことを想定し、「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」の３カテゴリーを核として様々
な文化的事象を右下の図のように整理します。なお、法や条例にもとづき指定・登録の
措置がとられている文化財は、「指定等文化財」と呼称します。

本方針における文化財とは

　市民が過去から受け継ぎ、次世代に伝えたいと思う「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」

福岡市の
文化財
福岡市の
文化財

ばしょばしょ ものもの

いとなみいとなみ

建物建物

名所名所

跡地跡地

信仰信仰
伝統行事伝統行事

祭り祭り 芸能芸能

伝統技術伝統技術
生業生業

民芸品民芸品

記録記録

美術工芸美術工芸

考古遺物考古遺物

町並み町並み

自然自然

ビルビル

公園公園

地名地名

お参りお参り

スポーツスポーツ

伝承伝承

恒例行事恒例行事

食文化食文化

方言方言

民謡民謡

民話民話

名産名産

映像映像

音声音声

写真写真

現代アート現代アート

モニュメントモニュメント

風景風景

路地路地

町割町割
条里条里

生き物生き物

【文化財保護法上の類型】 【本方針の捉え方】

家宝家宝

指定等
文化財

有形文化財有形文化財伝統的
建造物群
伝統的
建造物群

無形文化財無形文化財文化的景観文化的景観

民俗文化財民俗文化財記念物記念物

本方針における文化財の捉え方
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福岡市基本構想
第９次福岡市基本計画

文化財の保存活用
に関する基本方針

個々の文化財の計画　等

福岡市総合計画

文化芸術振興ビジョン
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

観
光
集
客
戦
略

中
小
企
業
元
気
都
市
プ
ラ
ン

◇福岡市基本構想　第 9 次福岡市基本計画

　（平成 24（2012）年 12 月策定）
・基本構想では、都市像「住みたい、行きたい、働きたい。アジアの交流拠点都市・福岡」を設定し、

「海に育まれた歴史と文化の魅力が人をひきつける都市」として、歴史と文化を通した独自の魅
力と多様な交流が新たな価値を創造し、世界中の人をひきつける都市を目指しています。

・文化財にかかる具体的な施策に関しては、「緑と歴史・文化のにぎわい拠点づくり」として、広
く市民に親しまれている大濠公園・舞鶴公園の一体的な活用を図り、市民の憩いと集客の拠点
づくりを進め、特に舞鶴公園については、歴史文化資源である「鴻臚館跡」と「福岡城跡」を
活用した整備を進めることを明記しています。

◇福岡市文化芸術振興ビジョン

　（平成 20（2008）年 12 月策定）
・基本目標「文化芸術による、元気で、多彩な人々が集う街を目指して」の実現に向けて、「アジ

アを視野に、多彩な人々が集う文化芸術の振興」などを政策目標として掲げています。

・地域に継承される伝統文化や伝統芸能に関する取組についての支援、伝統工芸に関して伝統と
芸術と産業の協働への支援等、「歴史資源、伝統文化や伝統工芸等による新たな魅力創出」を目
指しています。

【位置付け】
本方針は、福岡市基本構想・基本計画等、

市が策定するマスタープラン、さらに「福
岡市文化芸術振興ビジョン」を上位計画
とし、まちづくりや観光、伝統産業の振
興など関連計画等とも相互に整合を図り
ながら、本市の文化財の保存活用に関す
る方向性や取組を整理します。

位置付け

●文化財の保護とは

文化財の「保護」は、一般的には「保存」と捉えられることもありますが、文化財を
保存するだけではなく、その存在を広く市民に知らせて価値を共有するために「活用」
することにより、より一層文化財の保存・継承につなげていくことが必要です。

したがって、本方針では文化財保護の定義を分かりやすく示すため、文化財の「保護」
＝「保存活用」とします。
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◇福岡市都市計画マスタープラン

　( 平成 26（2014）年 5 月策定 )
・基本理念として「交流を育み、都市の成長を図る都市づくり」、「地域の特性を活かし、生活の

質を高める都市づくり」、「自然環境と共生し、安全・安心な暮らしができる都市づくり」を掲
げています。

・景観づくりの基本的な方針において、神社や寺院などを核とし、伝統や歴史を活かした景観形
成を図る歴史・伝統地区を位置付けています。

◇福岡 観光・集客戦略 2013

　（平成 25（2013）年 3 月策定）
・『世界№１のおもてなし都市・福岡』の実現を目指して「誘客」、「MICE 振興」、「魅力づくり」、

「観光の産業化」の 4 つの力点を設定しています。

・「魅力づくり」の戦略として「2000 年に及ぶ歴史資源の観光活用戦略」を掲げ、福岡にしかな
い歴史資源を磨き上げ、それらを巡る観光を提案することを明記しています。

◇みんなで応援！中小企業元気都市プラン

　（平成 29（2017）年 12 月策定）
・地域経済や市民生活を支える伝統産業の持続的発展に資する施策として「伝統産業・技能の振興」

を設定し、後継者の発掘・育成や認知度の向上を図ることを明記しています。
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第1章：福岡市の歴史文化の特徴

・保存活用の取組に関する現状と課題
・保存活用を推進する体制に関する現状と課題

・福岡市の自然、社会、歴史
・福岡市の歴史文化の特徴
・福岡ならではの歴史文化を物語るストーリー

・目指す方向
・基本方針
・文化財の保存活用の取組
・メインストーリーと歴史文化エリアを活かした「都市の魅力」創出

・基本的な考え方
・文化財の保存活用の体制

第２章：文化財の保存活用
　　　　の現状と課題

第３章：文化財の保存活用の取組

第４章：文化財の保存活用の体制

【対象範囲】
本方針では、市全域に所在する文化財の現状を踏まえ、市全域を対象範囲とします。

【構成】
本方針は、４章で構成します。

「第１章　福岡市の歴史文化の特徴」では、本市の自然、社会、歴史環境を踏まえ、
本市の魅力の源にもなっている福岡ならではの歴史文化の特徴を明らかにします。加え
て、福岡ならではの歴史文化を広く多くの人々に伝えるため、その特徴をより具体的に
分かりやすくまとめた「メインストーリー」や、ストーリーを体感できる「歴史文化エ
リア」を設定します。

「第２章　文化財の保存活用の現状と課題」では、文化財の保存活用に関わる本市の
これまでの取組を整理し、文化財の総合的な保存活用に向けた課題を明らかにします。

「第３章　文化財の保存活用の取組」では、本市が目指す文化財の保存活用の方向性
と基本方針を掲げ、文化財の総合的な保存活用に向けた取組を示します。

「第４章　文化財の保存活用の体制」では、文化財の総合的な保存活用に向けて、文
化財保存活用の推進体制について示します。

【基本方針の見直し】
本方針は、第９次福岡市基本計画（計画期間：平成 25 年度から平成 34 年度まで）等

の上位関連計画との整合を図りつつ、適宜見直しを行います。
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【策定に至る経緯】
本市の歴史文化の特徴を的確に把握し、市民に分かりやすく共感できる方針としてと

りまとめるため、次のような作業を経て、策定を行いました。

●検討委員会

学識経験者、事業者、市民代表等で構成される「福岡市歴史文化基本構想検討委員会」
を設置し、検討を行いました。

福岡市歴史文化基本構想検討委員会　名簿（敬称略、五十音順）
氏名 専門 現職名

◎ 有馬　学 歴史学
福岡市博物館　館長
九州大学　名誉教授

伊藤　幸司 歴史学
九州大学大学院比較社会文化研究院

地球社会統合科学府　准教授

〇 重藤　輝行 考古学 佐賀大学芸術地域デザイン学部　教授

箕浦　永子
都市史
建築史

九州大学大学院人間環境学研究院
都市・建築学部門　助教

宮岡　真央子 民俗学 福岡大学人文学部　教授

山田　孝之
情報発信
市民代表

株式会社クラウドナイン　代表取締役

于　　暁琳 観光業 株式会社ミラクル・R　取締役

     　　                      　（◎は委員長、○は副委員長）

【オブザーバー】　福岡県教育庁文化財保護課
【関 係 課】　経済観光文化局　文化振興課、観光産業課、地域観光推進課
　　　　　　　　住宅都市局　都市景観室

　　 　　福岡市歴史文化基本構想検討委員会の開催経緯
開催年月日 検討事項

平成 29 年度第１回 　平成 29 年 12 月 28 日 ・骨子案の検討

平成 29 年度第２回 　平成 30 年 3 月 29 日 ・素案の検討

平成 30 年度第１回 　平成 30 年 6 月 15 日 ・素案の検討

平成 30 年度第２回 　平成 30 年 11 月 1 日 ・原案の検討

平成 30 年度第３回 　平成 31 年１月 31 日 ・原案の検討
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●意識調査

平成 29 年度の「市政に関する意識調査」において、「福岡の歴史や文化財」について
の市民アンケートを実施しました。調査は、市内に居住する満 18 歳以上の男女から無
作為抽出法で抽出された 4,500 人に対して実施しました。文化財への関心度や認知度、
市民活動への参加意向、文化財活用の望ましい方向性等について質問し、2,450 人から
回答が得られました。

●ワークショップ

市内で活動する福岡市観光案内ボランティアガイドを対象に、「未来に伝えたい福岡
の歴史・文化」をテーマとするワークショップを開催しました。

次世代に伝えたい・残したい本市の歴史や文化や、歴史や文化を活かした魅力ある街
とはどんな街か、またどのような街にしていくために取り組むべきことについて、意見
交換を行いました。

●シンポジウム

文化財を地域の活力や魅力につなげる様々な活動の成果と展望を紹介し、文化財の保
存活用の未来を市民と一緒に考えていくため、シンポジウム「都市・古都・市民～文化
財を地域力へ～」を開催しました。当日は、102 名の参加がありました。

シンポジウムでは、福岡市歴史文化基本構想検討委員会委員長の有馬学・福岡市博物
館長による基調講演のほか、歴史ガイドボランティアの活動報告や、市民遺産・まちづ
くり・学校教育の分野での取組の紹介、さらに登壇者によるパネルディスカッションを
行いました。

●アンケート

本方針の策定に対する市民意見聴取の一環として、「福岡市の文化財の保存・活用に
関するアンケート」を実施しました。アンケートは、市内の文化財公開施設に設置する
とともに、ウェブサイトで広く回答を募集しました。

その結果、文化財を確実に次世代に継承していくために、また、地域の歴史や文化の
魅力を広く発信していくために必要な取組について、多くの意見が寄せられました。

●ワーキンググループ

経済観光文化局　文化財活用部文化財活用課・史跡整備活用課・埋蔵文化財課・埋蔵
文化財センター、福岡市博物館学芸課・市史編さん室、福岡市美術館学芸課（部署名は
平成 30 年度）において文化財の保存活用に従事する専門職員 12 名によるワーキンググ
ループを組織し、方針の構成や文案等について検討を重ねました。





第１章　
福岡市の歴史文化の特徴
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１-１　福岡市の自然、社会、歴史
（１）自然環境
１）位置

本市は、福岡県の北西部に位置し、
玄界灘、東シナ海を挟んで、朝鮮半島
やアジア大陸と近接しています。本市
と大韓民国の釜

プ サ ン

山広域市は直線距離で
約 210km に過ぎず、これは本市と広島
市との距離（約 215km）よりも近い距
離です。この地理的な条件は、本市が
大陸との交流拠点として独自の歴史・
文化を形成するに至った大きな要因と
いえます。

本市が市政を開始した明治 22(1889) 年当時の市域は、面積 5.09k㎡でした。その後、
周辺の町村との合併を繰り返し、昭和 50(1975) 年の早

さ わ ら

良町の編入をもっておおむね現
在の市域となりました。さらに、海浜の埋め立てによっても市域は拡張し、現在の総面
積は 343.39k㎡となっています。

政令指定都市である本市は、７つの行政区（東
ひがし

、博
は か た

多、中
ちゅうおう

央、南
みなみ

、城
じょうなん

南、早良、西
にし

）
で構成され、北は玄界灘に面し、南は脊

せ ふ り さ ん

振山を境に佐賀県に接しています。

福岡市とアジアの位置関係

500km

1,000km

1,500km

・
福岡市

東京
・大阪

・広島
・

プサン
・

上海
・

台北
・

ソウル
・

福岡市福岡市

佐賀県佐賀県 大分県大分県

糸島市糸島市

那珂川市那珂川市

春日市春日市

大野城市大野城市

筑紫野市筑紫野市

太宰府市太宰府市

宇美町宇美町

志免町志免町

粕屋町粕屋町

須恵町須恵町

篠栗町篠栗町

久山町久山町

新宮町新宮町

古賀市古賀市

福津市福津市

宗像市宗像市

宮若市宮若市

飯塚市飯塚市

桂川町桂川町

嘉麻市嘉麻市

筑前町筑前町

久留米市久留米市

大刀洗町大刀洗町

小郡市小郡市
朝倉市朝倉市

東峰村東峰村

添田町添田町

みやこ町みやこ町

行橋市行橋市

苅田町苅田町

築上町築上町

豊前市豊前市

赤村赤村
大任町大任町

香春町香春町

糸田町糸田町

福智町福智町
小竹町小竹町

直方市直方市

鞍手町鞍手町

中間市中間市
北九州市北九州市

水巻町水巻町
遠賀町遠賀町

芦屋町芦屋町

川崎町川崎町

田川市田川市

うきは市うきは市

岡垣町岡垣町

山陽
新幹
線

山陽
新幹
線

九州自動車
道

九州自動車
道

福岡都市高速福岡都市高速

玄界灘玄界灘

周防灘周防灘

響灘響灘

西区西区

早良区早良区

城南区城南区

中央区中央区 博多区博多区

東区東区

南区南区

九
州
新
幹
線

九
州
新
幹
線

福岡市の位置
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港を中心とする福岡市の自画像
昭和 11（1936）年ごろの福岡市の鳥

ちょうかん

瞰図
ず

は、
福岡市が博多湾を包み込むようなダイナミック
な構図で描かれています。作者は、大正・昭和
時代に活躍した鳥瞰図画家、吉

よ し だ

田初
はつさぶろう

三郎（1884
～ 1955）。博多港を中心に発展する福岡市を細
部まで丁寧に描いています。海に開けた都市、
それが当時の人々の福岡市のイメージだったの
でしょう。

明治・大正の博多港
明治 16（1883）年、博多港は特別貿易港に

指定され、長崎税関出張所が設置されます。明
治 22（1889）年には特別輸出港に指定され、米、
麦、麦粉、石炭、硫黄の 5 品目を輸出できるよ
うになりました。さらなる発展のため、港湾機
能の拡充が必要でしたが、財政面で困難な状況
でした。そこで、民間の築港会社が市の補助を
受け工事を行いましたが、資金面の困難から一
部の埋め立てにとどまりました。また、福岡市
は博多港の振興策として、補助金を出して博

は く ふ

釜
航路や大

だいれん

連・旅
りょじゅん

順など大陸との航路を開くなど
の振興策を図りましたが、大規模な改修はでき
ませんでした。

昭和初期の修築工事
昭和 2（1927）年、博多港は港湾の経営に国

庫の補助を受けられる第 2 種重要港湾に指定さ
れました。昭和 4（1929）年、国と県の補助を

得て博多港修築第 1 期工事が始まりました。工
事は西公園下への防波堤建設、船舶航路上の海
底の土砂の処分、中央ふ頭と福岡部の埋め立て
を行い、昭和 11（1936）年に完了しました。
最初に紹介した鳥瞰図は、修築工事の完了を記
念して製作されたものです。また、同年 3 月か
ら 5 月まで長浜（現　中央区）一帯で博多築港
記念大博覧会が開催され、160 万人以上の入場
者を集めました。

博多港は大陸向けの貿易額を増やしていき、
昭和 14（1939）年に第 1 種重要港湾に指定さ
れました。

引揚港・博多
第二次世界大戦末期の昭和 20（1945）年 6

月 19 日の福岡大空襲により、福岡市の中心部
は大きな被害を受けました。終戦後、11 月に
博多港には厚生省博多引揚援護局が置かれ、海
外にいた軍人、軍関係者と一般人の帰国の窓口
となりました。昭和 22（1947）年 4 月までに、
軍人・軍関係の復員者約 42 万人、一般人の引
揚者約 97 万人、合計約 139 万人が博多港に帰
国しました。一方で、博多港から朝鮮半島、大
陸への帰国者は約 50 万人に上りました。

博多港国際ターミナル前のイベント広場に
は、博多港引揚記念碑「那

な

の津
つ

往
おうかん

還」がありま
す。平成 8（1996）年に建設された、大きな船
をイメージしたこのモニュメントは、引揚港で
あった博多港の歴史を今日に伝えています。

都市発展の歴史　～博多港と福岡市の発展～
column：01

「博多観光鳥瞰図」（原画）　吉田初三郎筆



14

第
１
章

福
岡
市
の
歴
史
文
化
の
特
徴

２）地勢

●海・島しょ
北に玄界灘と博多湾が広がっており、博多湾は糸島半島や海の中道等に囲まれたおだ

やかな内湾となっています。その地形的条件から古くより海上交通の要所となってきま
した。また、博多湾は比較的水深が浅いため、海浜部は昭和 50 年代以降大規模に埋め
立てられ、新たな港湾施設やシーサイドももち地区やアイランドシティなどの居住域が
形成されています。

沖合には、能
の こ の し ま

古島、玄界島、小
お ろ の し ま

呂島などの島しょがあり、漁業を中心とした生活文
化が形成されています。また、砂

さ す

州である海の中道の先端には本土と陸続きとなった
志
し か の し ま

賀島が位置しています。

●平野
平野部は、東から糟

か す や

屋平野、福岡平野、早良平野、糸島平野と呼ばれ、様々な自然の
作用により複雑な地形を形成しています。

沿岸部は、海面水位の変動や沿岸流、河川作用などにより、砂州と砂丘が形成されて
います。最大の砂州である海の中道や、博多湾南岸の砂丘上では、漁業、製塩など海に
関連する生業のほか、交易品が集積する港が成立しました。

砂丘の後背に広がる低地部には、阿蘇火山の火砕物が堆積した台地や、河川による
氾
はんらんげん

濫原や段丘などが形成されています。低地部では主に農業が営まれましたが、近代以
降は都市化により宅地や商業地へと急速に変化しました。

●山・丘陵
東は立

たちばなやま

花山（367.1m）を頂部とする立花丘陵や四
し お う じ

王寺丘陵、南から西には油
あぶらやま

山（597m）、
脊振山（1,054.8m）、金

かなやま

山（967.2m）、高
た か す や ま

祖山（416.1m）などが連なる脊振山地が位置
しています。林業や狩猟、山間部を利用した農業が営まれるとともに、大規模な山岳寺
院も開かれました。

●河川
河川の多くが、脊振山地等と連なる山と丘陵から、北に広がる玄界灘や博多湾に注い

でいます。比較的流域の広い河川として、糟屋平野を流れる多
た た ら

々良川
がわ

、福岡平野の東側
を流れる御

み か さ が わ

笠川と西側を流れる那
な か

珂川
がわ

、油山を源流とする樋
ひ い

井川
がわ

、および脊振山・金山・
高祖山の山麓から水が集まる室

む ろ み

見川
がわ

が挙げられます。
これらの流域には条里遺構が残されるなど、人々の暮らしと川との歴史的な結びつき

を示しています。一方で、河川の堆積により形成された低地部では、洪水氾濫により大
規模な災害が発生することもありました。
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大
原
川

幸
川

水
崎
川 端
梅
寺
川

周
船
寺
川

川
原
川

江
の
口
川

七
寺
川

十
郎
川

名
柄
川

室
見
川

日
向
川

竜
谷
川

小
笠
木
川

椎
原
川

小
原
川

金
屑
川
汐
入
川油

山
川

樋
井
川

七
隈
川

梅
林
川 四

十
塚
川桧

塚
川

那
珂
川

御
笠
川

放
水
路若

久
川

御
笠
川

諸
岡
川

上
牟
田
川

多
々
良
川

宇
美
川 須

恵
川綿

打
川吉

塚
新
川

久
原
川

猪
野
川

唐
の
原
川

長
谷
川

湊
川

妙見山

玄界島

能古島

大岳
小岳

立花山
三日月山

城越山

森江山

灘山

小田山西岳

天ヶ岳
柑子岳

毘沙門山

浜崎山

今山

高祖山 叶岳

飯盛山

早良平野

糸島平野

福岡平野

糟屋平野

四王寺丘陵部

太宰府地峡帯

長垂山塊

西山

金山

脊振山

油山 片縄山
荒平山

長垂山

蒙古山▲

▲

志賀島▲

▲

▲
▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲ ▲

▲

▲

▲

▲

▲ ▲
▲

▲

小呂島▲

鴻巣山▲

博多湾

海の中道
立花丘陵部

脊振山地

春日原台地

糸島丘陵部

糸島半島

丘陵
山地

主な河川

主な山

福岡市の地形
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３）地質
本市の地質は、三

さんぐん

郡 : 蓮
れんげへんせいがんるい

華変成岩類、白
は く あ き

亜紀：深
しんせいがんるい

成岩類（花
か こ う が ん

崗岩等）のほか、古
こ だ い さ ん き

第三紀（中
期始

し し ん せ い

新世～前期漸
ぜんしんせい

新世）や第四紀（後期更
こうしんせい

新世～完
かんしんせい

新世）の堆積岩類、第四紀の砂丘堆
積物などで構成されています。このような石材は、道具や構築物の材料として用いられ
るほか、姪

めいのはま

浜や西
にしじん

新など古第三紀層の分布域では、昭和 30 年代をピークに炭鉱が営まれ、
本市の産業発展のうえで重要な資源となりました。また、花崗岩が風化して形成される
良質な粘土は、土器や陶器の材料としても利用されます。海岸部には、国指定天然記念
物「長

ながたれやま

垂山の含
が ん べ に う ん も

紅雲母ペグマタイト岩脈」や「名
な じ ま

島の 檣
ほばしら

石
いし

」など、特異な地質を目視で
きる場所があります。

● 志賀島の花こう閃緑岩 と塩基性深成岩類

● 姪の浜の第三紀層

● 能古島の多様な地層

● 長垂山の含紅雲母ペグマタイト岩脈
（国指定天然記念物)

● 海の中道の砂層

● 名島の檣石

● 糸島半島の基盤岩類
      と玄武岩類

159

162

130

145

95

77

12

11

10

１

171

190

後期更新世-完新世：海成又は非海成堆積岩類

後期漸新世-前期中新世：海成又は非海成堆積岩類

後期始新世-前期漸新世：海成又は非海成堆積岩類

中期始新世：海成又は非海成堆積岩類

超苦鉄質岩類

後期更新世-完新世：火山岩類

前-後期白亜紀：珪長質深成岩類

前-後期白亜紀：苦鉄質深成岩類

三郡：蓮華変成岩類

後期更新世-完新世：砂丘堆積物

後期更新世：中位段丘堆積物

人工改変地

地質図　（出典：「HP シームレス地質図：産業技術総合研究所 地質調査総合センター」）
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6.2 
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10.3 

15.1 
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23.5 

27.1 28.2 

25.1 

19.5 

13.9 

8.5 
9.9 

11.9 
14.5 

19.9 

24.3 

27.7 

31.1 
32.6 

28.2 

24.1 

18.2 

12.5 

2.3 3.5 
5.6 

10.3 

15.1 

19.9 

24.0 24.9 

21.5 

15.0 

9.4 

4.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

（℃） 

日平均気温 日最高気温 日最低気温 

52  
78  

105  
129  140  

221  

399  

246  

159  

76  85  82  

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

（ｍｍ） 

月別降水量 

４）気象
本市は、日本海側に面していますが、比較的温暖な太平洋型気候区に属しており、年

間の平均気温は 17.1℃となっています。
夏季は 30℃以上の真夏日が続き、玄界灘を流れる暖流である対

つ し ま

馬海流の影響により、
冬季でも最低気温が氷点下を下回る日は多くありません。

年間降水量は 1,800 ㎜程度で、初夏に到来する梅雨の影響で 7 月がピークとなってい
ます。

月別の気温・降水量（平成 15（2003）年～平成 22（2010）年　（出典：気象庁 HP）
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５）貴重・希少生物
本市には、森林・河川・農地・沿岸など、様々なタイプの自然があり、多種多様な生

態系が存在します。そのような生態系は、本市固有の風土を形成するとともに、市民の
生活に恵みをもたらし、市民の経済活動や社会活動を支えてきました。しかし、近年の
開発行為や、人間活動の変化や縮小、気候変動等により、生態系の存続に危機をもたら
しています。以下に、「市内の貴重・希少生物等のリスト」の概要を示します。

⑤ 鳥類
ウチヤマセンニュウ
カラフトアオアシシギ
クロツラヘラサギ
チュウヒ
ブッポウソウ
ヘラシギ
ヤイロチョウ　等

③ 両生類
カスミサンショウウオ
トノサマガエル
ニホンアカガエル
ヤマアカガエル　　等

② は虫類
ジムグリ
シロマダラ
タカチホヘビ
ニホンイシガメ
ニホンスッポン
ヒバカリ　　等

① ほ乳類
イタチ
カヤネズミ
キツネ
スミスネズミ　等

④ 魚類
アリアケギバチ
カゼトゲタナゴ
シロウオ
スナヤツメ南方種
ニッポンバラタナゴ
ニホンウナギ
ハカタスジシマドジョウ
メダカ（ミナミメダカ）　
　　　　　　　　　　等

⑥ 昆虫類
キバラハキリバチ
コガタノゲンゴロウ
ツヤハマベエンマムシ
ニッポンハナダカバチ
ハマベウスバカゲロウ
　　　　　　　　　等

写真：カヤネズミ

写真：ニホンイシガメ

写真：カスミサンショウウオ

写真：ブッポウソウ

写真：クルマヒラマキ

写真：カブトガニ写真：メダカ（ミナミメダカ）

⑦ 貝類
イチョウシラトリ
イボウミニナ
イリエツボ
オカミミガイ
カワアイ
キヌカツギハマシイノミ
クルマヒラマキ
テリザクラ
ナラビオカミミガイ
マシジミ　等

⑧ 甲殻類その他
アリアケヤワラガニ
カブトガニ
シオマネキ
ハクセンシオマネキ
　　　　　　　　等
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● 雁の巣の海浜植物群落 ● 和白浜の海浜・塩沼地植物群落

● 鴻巣山のマテバシイ林

● 油山のアカマツ林

● 油山観音のスダジイ林

● 脊振山の自然林

● 鬼ヶ鼻のアカガシ林

● 南公園のスダジイ林　　　　　

● 橋本八幡宮のイヌマキ群落　　　　　

● 玄界島のタブ林

● 瑞梅寺川河口の
　 塩沼地植物群落

● 小呂島のハチジョウススキ群落

● 小呂島嶽宮神社の照葉樹林

● 玄界島のハマオモトを
　 含む海浜植物群落

● 香椎宮のスダジイ林

● 立花山の
　クスノキ林

● 志賀島のマテバシイ林

● 志賀島のスダジイ林

4

14

21

27

31

38

33

39

40

43

44

45

46

49

55

56

60

h

g

f

e

a

b

d

k

i

L

m

w

r

19055

271201

300301

400100

410100

410700

420100

450102

450103

460000

470400

470401

470501

470600

540100

540300

550000

560100

560200

570100

570200

570300

570400

570500

580100

580101

580300

580400

580600

580700

イワシデ群落（Ⅳ）

ヤブコウジ－スダジイ群集

ウリノキ－ミズキ群落

シイ・カシ二次林

コナラ群落（Ⅶ）

アカメガシワ－カラスザンショウ群落

アカマツ群落（Ⅶ）

ネザサ－ススキ群集

チガヤ－ススキ群落

伐採跡地群落（Ⅶ）

ヨシクラス

ミゾソバ－ヨシ群落

ツルヨシ群集

ヒルムシロクラス

スギ・ヒノメ・サワラ植林

クロマツ植林

竹林

ゴルフ場・芝地

牧草地

路傍・空地雑草群落

果樹園

畑雑草群落

水田雑草群落

放棄水田雑草群落

市街地

緑の多い住宅地

工場地帯

造成地

開放水域

自然裸地

⑨ クモ形類等
イソタナグモ
キノボリトタテグモ
ゴホントゲザトウムシ
ドウシグモ

⑪植物群落

⑩ 植物
イヌセンブリ
ウスギワニグチソウ
オニコナスビ
ツクシオオガヤツリ
ナギラン
ナンゴクデンジソウ
マヤラン
ミズオオバコ　等

写真：ツクシオオガヤツリ

出典：「福岡市環境配慮指針　改定版（平成 28 年 9 月）」
　　   環境省「生物多様性情報システム＞自然環境保全基礎調査＞ 1/2.5 万現存植生図」より
　　　特定植物群落及び福岡市指定文化財の群落のみ図示
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６）自然災害
近年、想定を超える大規模な自然災害により、全国各地で大きな被害が出ています。

本市においても、平成 11（1999）年に発生した福岡水害や、平成 17（2005）年に発生
した福岡県西方沖地震では、人的被害のほか文化財にも被害が出ました。

また、本市には、玄界灘から福岡平野にかけて活断層帯である警
け ご

固断層帯が走ってい
ます。地震調査研究推進本部が公表している長期評価では、30 年以内の地震発生の確率
は 0.6 ～ 3.0％とされ、地震が発生した際には、市内の大部分で震度 6 強以上の揺れが
予想されています。

震度３以下
震度４
震度５弱
震度５強
震度６弱
震度６強
震度７

警　固　断　層　帯

想定地震地図（警固断層帯南東部）　（出典：J-SHIS　Map）
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（２）社会環境
１）人口

本市の人口は、平成 27（2015）年の国勢調査で約 153 万 9 千人であり、前回調査時
点の平成 22（2010）年と比較して、5.1％増加し、政令指定都市第 5 位の人口となって
います。

特に、15 ～ 64 歳の割合は 64.8％と全国平均の 60.7％を上回っています。さらに本市
では、10 代・20 代の割合が 22.1％と政令指定都市のなかで最も若者の割合が高くなっ
ています。これは、市内に大学及び短期大学が 20 校立地しており、他都市と比べても
学生数が多いためです。20 校という数は中国地方、四国地方、九州地方の各県の大学数
と比較しても最も多く、本市は「学生の街」といえます。

将来推計人口においても、日本全体の人口が減少する中で、本市の人口は 2035 年頃
まで約 20 年の間、増加が見込まれ、2030 年には 160 万人を超える見込みです。一方、
年少人口（０～ 14 歳）は 平成 17（2005）年頃から増加しているものの、2020 年頃をピー

252 231 205 191 188 192 200 204 201 189 176 168

816 886 933 968 984 998 996 996 996 993 975 937

91
113 142 178 213 254 312 367 395 422 454 497

0

200

400
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1400

1600

1800

1985年 1990年 1995年 2000

実績 推計

年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

(千人)

1,160
1,237 1,285 1,341

1,401
1,464

1,539 1,568 1,592 1,604 1,606 1,601

0－14 歳 15－64 歳 65 歳以上 不詳

21.8%

18.8%

16.0%

14.3%

13.6%

13.3%

13.3%

13.0%

12.6%

11.8%

11.0%

10.5%

70.4%

72.0%

72.9%

72.4%

71.0%

69.1%

66.0%

63.5%

62.5%

61.9%

60.7%

58.5%

7.8%

9.2%

11.1%

13.3%

15.4%

17.6%

20.7%

23.4%

24.8%

26.3%

28.3%

31.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1985 年

1990 年
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2005 年

2010 年

2015 年

2020 年

2025 年

2030 年

2035 年

2040 年

実
績
値

推
計
値

0－14 歳 15－64 歳 65 歳以上

福岡市の推計人口と年齢構造の変化（出典：「福岡市の将来推計人口」（2012 年 3 月推計）を加工して作成）
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クに減少に向かう見込みです。さらに、老年人口（65 歳以上）は総人口の 20.7％と全
国平均の 26.6％を下回るものの、前回より 3.1 ポイント上昇しており、高齢化が進んで
います。今後も一貫して老年人口が増加し、2040 年には全体の 31％に達すると予想さ
れています。

本市における人口増加の要因は、主に社会増によるところが大きく、平成 23（2011） 
年以降は毎年 1 万人以上の転入超過となっています。自然増減は出生数が死亡数を上
回っていますが、近年では自然増が減少傾向にあります。

また、転入人口のなかには外国人も増加傾向にあり、平成 24（2012）年から平成 29
（2017）年までの 5 年間で 9,152 人増加しています。

人口動態（自然増減・社会増減）　（出典：住民基本台帳）

在留外国人人口　（出典：法務省在留外国人統計）
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4,5684,568

940940

1,1411,141

626626

836836

209209

646646
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江戸時代の学校
福岡藩では、天

てんめい

明 4（1784）年に東西 2 つの
藩校を設置しました。一つは朱子学を主とする
東学問所「修

しゅうゆうかん

猷館」、もう一つは古文辞学を主
とする西学問所「甘

かんとうかん

棠館」です。寛
かんせい

政 10（1798）
年、「甘棠館」が焼失したため、生徒は「修猷館」
に編入されます。藩校「修猷館」は、曲折を経
て現在、福岡県立修猷館高等学校となっていま
す。幕末には医学をはじめとする西洋の技術
を学ぶ医学館「賛

さんせいかん

生館」も設置されました。医
学館は明治時代に数度の改称を経て、明治 21

（1888）年、県立福岡病院となりました。

帝国大学の誘致
明治 30 年代、帝国大学の医科大学（医学

部）が増設されることになりました。福岡で
は医科大学の誘致運動のため、地元の実業家
渡
わたなべよはちろう

辺與八郎が多額の寄附金を提供しました。県
による県立福岡病院の敷地・建物・設備および
建設費等の寄付が決め手となり、明治 36（1903）
年、筑

ち く し

紫郡千
ち よ

代村（現　博多区）に京都帝国大
学福岡医科大学（現　九州大学医学部）が設置
されました。

明治 40 年代には工科大学（工学部）の新設
が決定します。建設候補地は福岡市近郊の糟屋
郡箱

はこざき

崎町（現　東区）と早良郡西新町（現　早
良区）でしたが、医科大学との近さから箱崎町
が選ばれました。明治 44（1911）年、医科・
工科の 2 科大学からなる九州帝国大学（現　九

州大学）が成立しました。九州帝国大学は大正
時代から昭和初期の間に農学部、法文学部、理
学部を増設します。

九州帝国大学の成立と学部の拡充は、多くの
学生を生み出し、箱崎の市街地化を促しました。
また、学生の娯楽の場は中

な か す

洲や天
てんじん

神といった福
岡市の繁華街でした。

増える学校
明治時代から昭和戦前にかけて、福岡市では

教育機関の設置が相次ぎ、その一部は今日まで
続いています。

明治時代には福岡県立福岡工業学校（現　福
岡工業高等学校）、福岡市商業学校（現　福翔
高等学校）、筑紫高等女学校（現　筑紫女学園
中学校・高等学校）、九州高等女学校（現　福
岡大学附属若葉高等学校）、福岡高等裁縫研究
所（現　精華女子高等学校）が開校しました。

大正時代には福岡県立福岡中学校（現　福岡
高等学校）、西南学院高等部（現　西南学院大
学）、川島裁縫女学校（現　福岡舞鶴誠和中学校・
福岡舞鶴高等学校）、福岡県立女子専門学校（現
　福岡女子大学）、福岡県筑紫中学校（現　筑
紫丘高等学校）が開校しました。この時期には、
市街地から郊外まで、学校の所在地も分散する
ようになりました。

昭和に入ってからは、福岡女子商業学校（現
　福岡双葉高等学校）、福岡高等商業学校（現
　福岡大学）が開校しました。

都市発展の歴史　～教育～
column：02

九州帝国大学工科大学 九州高等女学校
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２）土地利用
本市の土地利用は、都心部を中心に商業用地が集積しており、郊外に向かって住宅用

地が広がっていますが、南側や西側には山林が立地するため、市街地が概ね 10 ｋｍ圏に
コンパクトにまとまっています。

市街化調整区域の大部分は、山林や農林漁業用地となっており、西区の元
もとおか

岡、金
かなたけ

武、
早良区の脇

わきやま

山周辺には農地が集積し、自然景観を保持しています。

土地利用現況図　（出典：平成 24 年度都市計画基礎調査）
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市街中心部を貫通する那珂川・御笠川を始め
として、東の多々良川や宇

う み

美川
がわ

、西の室見川や
十
じゅうろう

郎 川
がわ

、その他多くの大小河川の沖積低地か
ら構成される福岡市内の平野部は、恒常的な
灌
かんがい

漑が不可欠な水稲耕作に適した地形的特質を
もつといえます。そのこととも関連し、朝鮮半
島より稲作が伝来した紀元前 8 世紀以降の弥
生時代には、市内河川中下流域の河成低地に遺
跡が増加する傾向にあることが指摘されていま
す。博多区の板

いたづけ

付遺跡もこの時期を代表する集
落遺跡の一つであり、台地上の環濠集落に日本
列島でも最も早い時期に稲作が行われた低地の
水田が付随しています。また近年の比

ひ え

恵遺跡群
の発掘調査では、弥生時代後期から古墳時代前
期初頭（紀元前後～紀元後 300 年頃）に機能し
た大規模な井

い せ き

堰の遺構が確認されています。
古代から中世にかけて、市域には博多荘・席

むしろ

田
だ

荘・野
の け

芥荘・入
い る べ

部荘・山
や ま と

門荘・怡
い と

土荘、香
か し い

椎
郷・樋

ひ い

井郷・那珂東西郷・戸
へ ぐ り

栗郷・脇山院等々
の荘

しょうえん

園や郡
ぐんごう

郷が成立し、それぞれの村落では農
業を中心とする生活が営まれました。この時期
平野部で水田が経営される一方で、入り組ん
だ丘陵地の谷合や河川上流の山間部にも田地
が開発されます。室見川上流の脇山には、貞

じょうがん

観
年間（９世紀後半）に紀州（現　和歌山県）か
ら来た熊

く ま の

野比
び く に

丘尼の指導で掘削されたと伝わる
「釣

つりみぞ

溝」と呼ばれる用水路が存在し、村内の田
地を潤す重要な水利施設として現在も使用され
ています。また「釣溝」を見下ろす小高い丘に
は比丘尼の墓が設けられ、地域の人々により感

謝の意を込めて祭事が続けられています。
近世に入ると領主権力の確立や社会の安定化

を背景として、平野河口部の低湿地でも大規模
な土木工事を伴う干拓事業が行われました。18
世紀初頭に行われた多々良潟の開拓や、江戸時
代前期から幕末にかけて継続的に行われた今

い ま づ

津
湾の新田開発等がよく知られています。中でも
今津湾に面した女

みょうばる

原村内で実施された新田開発
には、日本初の体系的な農学書として高く評価
される『農業全書』を著述した宮

みやざきやすさだ

崎安貞も関与
していました。近年の区画整理事業で誕生した
西都地区の中に、「宮

みやざき

崎開
びらき

」という字名が残っ
ています。農業指導者としての彼の功績を讃え
て毎年 6 月に顕彰祭が開かれるなど、今でも安
貞の名は地域の人々の記憶に深く刻まれていま
す。

幕末、長崎で西洋科学の知識を得て農業を
学び、『農

の う か

家備
び よ う

要』を著述した福岡藩士として
河
か わ の

野禎
ていぞう

蔵の名が知られます。また同じく福岡藩
士出身の林

はやし

遠
お ん り

里は、明治維新後に早良郡重
しげとめ

留に
居住し、農場「勧

かんのうしゃ

農社」を開いて農事改良に心
を尽くしました。彼の発案した稲作や馬耕の技
術は「筑前農法（福岡農法）」として広められ、
全国的にも大きな影響を与えました。農場の跡
と遠里の墓地は現在も重留に残されています。

稲作の伝来以来、長い間市内の多くの地域で
は農業が生活の基盤でしたが、戦後、市街地の
拡大と産業の変容によって、市内平野部からは
農村の風景が徐々に姿を消していきました。

都市発展の歴史　～農業～
column：03

灌漑のため構築された那珂川・番託井堰 橋の名としても残る「宮崎開」
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３）交通・流通
市内の主な公共交通機関は、鉄道・地下鉄と路線バス、島しょ部を結ぶ渡船等です。

本市では、天神・博多の都心部を中心として、鉄道に沿って Y 字型の形で都市が発展し
てきましたが、地下鉄七

ななくま

隈線の開業や福岡外環状道路、都市高速道路の整備等により、
放射環状型の交通軸が形成されています。バス路線も充実していることから、市街化区
域のほぼ全域が公共交通を利用して 30 分以内で都心へ移動することが可能であり、交
通利便性は高いと言えます。また、新幹線を含む多くの鉄道路線が乗り入れている博
多駅、九州島内を中心に全国と高速バス路線で結ぶ西鉄天神バスターミナルと博多バス
ターミナル、国内線 26 路線・国際線 22 路線（平成 31 年 3 月現在）を有する福岡空港
は九州の長距離交通の結節点となっています。福岡空港から都心までの所要時間は 15
分以内と短く、空港から都心部へのアクセスが良いことも特徴の一つです。

国際拠点港湾に位置付けられている博多港からは、国内外の主要港への航路ネット
ワークが築かれており、近年では、コンテナ取扱個数や国際乗降客数が増加しています。

公共交通機関による 30 分圏域　（出典：福岡市総合交通戦略）
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博多駅の開業
明治 21（1888）年、九州を南北に縦断する

鉄道の建設が、博多―久留米間の工事から始ま
りました。博多駅が開業したのは明治 22（1889）
年 12 月のこと。筑

ち く ご が わ

後川の洪水により、川の北
岸に仮停車場を設け、博多―千

ち と せ が わ

歳川で営業を開
始しました。翌年、博多―久留米間が開業しま
した。明治 42（1909）年には門司―鹿児島間
が全線開通しました。

路面電車の誕生
路面電車はチンチンと音を立てて走行するた

め、「チンチン電車」とも呼ばれます。福岡・
博多の市街地を走る路面電車が登場したのは、
明治 43（1910）年でした。この年、第 13 回九
州沖縄八県連合共進会が福岡市内の肥前堀埋立
地で開催されました。共進会の開催に合わせ、
福
ふくざわ

沢桃
ももすけ

介、松
まつなが

永安
や す ざ え も ん

左エ門らが設立した福
ふくはく

博電気
軌道会社が、大学前―西公園下間（貫通線）と
博多駅―呉

ご ふ く

服町間（呉服町線）の２路線を開通
させます。福博電気軌道は、同年中に貫通線を
東は箱崎、西は地

じぎょう

行まで延伸しました。一方、
翌年には、渡辺與八郎ら地元の有志が組織した
博多電気軌道が博多駅前―天神町―取引所間の
路面電車の営業を始めます。博多電気軌道は取
引所前から大学通まで路線を伸ばし、九州水力
電気と合併した後、大正 3（1914）年に大学通
―博多駅前間を開通させ、循環線を形成しまし

た。循環線の線路の多くは、渡辺が取得した道
路用地に敷かれました。渡辺は循環線の開通を
みることなく明治 44（1911）年に亡くなりま
したが、渡辺が取得した道路の一部は今日まで

「渡
わたなべどおり

辺通」の名称で親しまれています。

交通網の広がり
昭和 2（1927）年の東亜勧業博覧会の開催中、

九州水力電気は渡辺通 1 丁目―西新町駅間の城
南線を開通させ、市内西南部まで路面電車の路
線が広がりました。昭和 9（1934）年、福博電
気軌道と博多電気軌道の両系統の路面電車事業
は、福博電車に引き継がれました。

路面電車以外にも、大正 13（1924）年に博
多湾鉄道汽船が新博多―和

わ じ ろ

白間を開通させ、翌
年に宮

み や じ だ け

地嶽まで延伸します（現　西日本鉄道貝
塚線）。九州鉄道も大正 13 年に福岡―久留米間
で開業し、昭和 14（1939）年には福岡―大牟
田間が全線開通しました（現　西日本鉄道天神
大牟田線）。大正 15（1926）年には北九州鉄道
が博多と東

ひがし

唐
か ら つ

津間を結びました（現　JR 九州
筑
ち く ひ

肥線）。
昭和 17（1942）年、福博電車、九州鉄道、

博多湾鉄道汽船など５社が合併し、西日本鉄道
が成立しました。路面電車は福岡市内線として
戦後も長く福岡市内の主要交通手段でしたが、
自動車の普及とともに乗客が減少し、昭和 54

（1979）年に全線が廃止されました。

都市発展の歴史　～近代の市内交通網の形成～
column：04

天神町を走るチンチン電車 昭和 2（1927）年頃の市内の鉄道路線図
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４）産業
本市の市内総生産における経済活動別の構成比では、第三次産業が全体の約 9 割を占

めており、なかでも卸売・小売業、不動産業、専門サービス業などの割合が高くなって
います。

全国の多くの都市が、近代以降の工業化により発展をしてきた中において、第三次産
業に特化した産業構造を構築してきたことにより、脱工業化による衰退を免れてきた側
面もあります。

市内には、九州全域にまたがる交通や社会インフラ、また、マスメディアの本社が多
く存在します。創業 100 年を超える事業者においては、企業資料が蓄積され、都市やま
ちなみの展開を考えるうえで重要な情報資産となっています。

近年では、ゲーム、デザイン、音楽などクリエイティブ関連産業事業所の全事業所に
占める割合が、国内の人口 100 万人以上の大都市のうち 4 位になるなど、クリエイティ
ブ関連産業の集積、拠点化がみられます。

また、本市は「グローバル創業・雇用創出特区」として、創業の支援と雇用の創出に
取り組んでおり、開業率は 7.5％と全国平均の 5.6％に比べても割合が高く、全国トップ
クラスの水準を示しています。

市内総生産における経済活動別の構成比　（出典：平成 27 年度福岡市民経済計算を加工して作成）

クリエイティブ関連産業事業所が全事業所に占める割合　（出典：平成 28 年経済センサス活動調査）
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※クリエイティブ関連産業
ここでは繊維工業、楽器製造業、放送業、ソフトウェア業、
情報提供サービス業、その他の情報処理・提供サービス業、
インターネット附随サービス業、映像・音声・文字情報制作業、
著述・音楽家業、広告業、映画館、興業場・興行団
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外国人入国者の推移
　（出典：福岡市経済の概況　2019 年 3 月）

国際会議の開催件数　（出典：日本政府観光局「国際会議統計」）

５）観光
本市は、全国的には観光地としてのイ

メージが薄いものの、平成 28（2016）年
の入込観光客数は、2,000 万人を突破し、
訪日外国人観光客などの増加により、5 年
連続で過去最高を更新しています。

また、平成 30（2018）年の福岡空港及
び博多港からの外国人入国者数は、300 万
人を超え、こちらも 7 年連続で過去最高を
更新しています。

平成 30（2018）年の博多港のクルーズ
客船寄港回数は 279 回と日本で最も多く、
博多港に寄港する大型クルーズ客船は、本
市の風景の一つとなりつつあります。

また、本市では国際会議や見本市といっ
た MICE の誘致に積極的に取り組んでお
り、国内でトップクラスの開催件数となっ
ています。

0
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平成24（2012）平成25（2013）平成26（2014）平成27（2015）平成28（2016）平成 平成30(2018)29(2017）

（万人）

81.7 90.3

120.1

207.8

257.5

298.3
309.4

博多港に寄港中の大型クルーズ客船

年 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位

2011 年
都　市 東京 福岡 横浜 京都 名古屋 神戸
件　数 470 221 169 137 112 83

2012 年
都　市 東京 福岡 京都 横浜 大阪 名古屋
件　数 500 252 196 191 140 126

2013 年
都　市 東京 福岡 横浜 京都 大阪 名古屋
件　数 531 253 226 176 172 143

2014 年
都　市 東京 福岡 京都 横浜 名古屋 大阪
件　数 543 336 202 200 163 130

2015 年
都　市 東京 福岡 仙台 京都 横浜 名古屋
件　数 557 363 221 218 190 178

2016 年
都　市 東京 福岡 京都 神戸 名古屋 横浜
件　数 574 383 278 260 203 189

2017 年
都　市 東京 神戸 京都 福岡 名古屋 横浜
件　数 608 405 306 296 183 176
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６）文化

●食文化

玄界灘に面し、山地に囲まれた本市は、昔か
ら海の幸や山の幸が豊富にとれる場所でした。
それらの食材は、海を通じた交流の歴史の中で
様々なかたちで楽しまれ、豊かな食文化を築い
てきました。

ごまさばなど新鮮な海産物を活かした料理
や、朝鮮半島に起源を持ち徐々に定着していっ
た辛子明太子、中国から博多に伝わった製粉技
術から発祥したうどんのほか、もつ鍋、水炊き、
とんこつラーメン、がめ煮（筑前煮）など、福
岡の食文化として全国的に広く親しまれている
もののほか、おきゅうとやあぶってかも（スズ
メダイ）など本市でしか味わえないものも多く
あります。また、夜の風物詩である屋台は、市
民はもちろん、観光客にも人気のスポットに
なっています。

●伝統工芸
博多部を中心に博多織、博多人形、博多鋏

ばさみ

、
博多独楽などの伝統工芸の技術が受け継がれて
います。

●祭り
国の重要無形民俗文化財であり、ユネスコ

無形文化遺産にも登録された「博多祇
ぎ お ん

園山
やまかさ

笠行
事」や、「博多松ばやし」から発展した「博多
どんたく港まつり」など、全国的にも有名な祭
りは、本市ににぎわいと活気を与えています。
また、筥

はこざきぐう

崎宮の「放
ほうじょうや

生会」や「玉
たま

せせり」、十
日恵比須神社の「十

と お か

日恵
え び す

比須」など、神社の年
中行事のほか、地域の伝統的な行事が毎年実施
されています。このような祭りは、季節の移り
変わりを告げる行事として市民に親しまれてい
ます。

うどん　

屋台

博多織

博多どんたく港まつり
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山笠と博多松ばやしの歴史
博多を代表する祭礼行事に、博多祇園山笠行

事と博多松ばやしがあります。どちらも歴史が
古く、博多の町の成り立ちや住人の生活と深い
関わりを持つ重要な民俗行事です。

室町・戦国時代までの山笠や松ばやしが博多
の住人とどのような関係をもっていたのかは明
らかでありません。しかし、豊臣秀吉による博
多の復興と都市整備を経て、江戸時代以降の博
多では「流

ながれ

」と呼ばれる町の連合組織が、祭礼
の運営主体となっていきました。江戸時代の流
は博多を貫く幹線道路を軸として、その道筋に
面して成立した町々から構成されていました。

旧暦七月の祇園山笠行事では、各流が人形
で飾り立てた山笠を仕立て、櫛

く し だ

田神社へ奉納し
ました。また旧暦正月の松ばやしでは、各流が
三
さんぷくじん

福神（福神、恵比須、大
だいこく

黒）・稚
ち ご ま い

児舞を仕立て、
福岡藩主黒田家のもとへ祝賀に訪れました。

戦後復興と山笠・博多松ばやし
博多の住人のアイデンティティと結びついた

山笠や博多松ばやしは、第二次世界大戦の被害
を受けた博多の復興に際しても大きな役割を果

たしました。戦災復興の旗印として、博多松ば
やしは昭和 22（1947）年のどんたくにあわせ
て、山笠は昭和 23（1948）年に再開されて人々
に勇気と笑顔を与えました。

現在、毎年５月の GW に実施される博多ど
んたく港まつりは、西日本最大規模の集客を誇
り、本市の繁栄を象徴するにぎやかな祭りです。
祭りのメインとして様々なグループによるパ
レードが行われますが、これはかつて松ばやし
の行列で、三福神・稚児の後ろから博多の町の
人々が様々な趣向を凝らした山

だ し

車や仮装の「通
りもん」を繰り出して付きしたがったものが、
変化したとみることができます。博多と地域を
代表する二つの祭りは、深く結びつきながら発
展を遂げ、市ににぎわいを与えています。

都市発展の歴史　～山笠と博多松ばやし～
column：05

●芸術

本市には、官民によって整備された様々なホール施設やミュージアムにおいて、国内
外の質の高い文化芸術に触れる場が数多く提供されています。また、音楽、美術、舞踊
など幅広い分野で公演や展示などを行う文化芸術団体が数多く存在するほか、文化芸術
の普及や人材育成、情報提供などを行う NPO 法人が増加するなど、市民による文化芸
術活動も活発に行われています。

また、本市の特色として、アジアと地域のアーティストやクリエイターとの交流がさ
かんであることが挙げられます。その交流拠点として、恒常的にアーティスト・イン・
レジデンスを行う福岡アジア美術館、アジアのフィルムアーカイブを蓄積する福岡市総
合図書館映像ホールがあります。

その他にも大規模な交流イベントとして、アジアのコンテンツやエンターテインメン
トを一堂に介するフェスティバル、福岡アジア文化賞、アジアフォーカス・福岡国際映
画祭などが開催されています。

どんたくパレードの先頭を行く博多松ばやし稚児舞
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（３）歴史環境
良好な内湾である博多湾を有する本市は、古くから海を通じた交流を軸として発展し

てきました。
ここでは、本市の歴史を原始～近現代までの大きく 5 つの時代区分で整理します。

１）原始
本市域に人が住みはじめたのは、旧石器

時代の約３万年前と考えられています。当
時、海面は現在より低く玄界灘には陸地が広
がっており、海とは遠く離れた土地でした。
縄文時代になって、気候の温暖化とともに
次第に海面が上昇していき、玄界灘や博多
湾が出現すると、人々は狩猟や採集に加え、
魚介類を求めて積極的に海へ進出していき
ました。船の製作技術や航海術の向上によっ
て、中国大陸や朝鮮半島との活発な交流が
始まりました。

弥 生 時 代、 そ の よ う な 交 流 を 通 し て、
水
すいとうこうさく

稲耕作や金属器製作などの技術が伝わり
ました。水稲耕作のために集落がつくられ、
やがて、小さな村が統合されて広い地域を
統括する国が生まれました。福岡平野では
奴
な こ く

国、糸島平野では伊
い と

都国
こく

が大きな勢力を
持ち、それぞれが中国と直接交渉を行い、
奴国王は後

ご か ん

漢の皇帝から金
きんいん

印「漢
かんのわのなのこくおう

委奴国王」
を与えられました。　

海岸線

約 2 万年前の陸地

朝鮮半島と九州から出土する貝面、漁具

国宝 金印「漢委奴国王」 金印の通った道

鮮　卑
匈 奴

奴
洛陽

楽浪郡
らく   ろう  ぐん

漢

金印の通った道



33

第
１
章

福
岡
市
の
歴
史
文
化
の
特
徴

古墳時代、畿内を中心に大和政権が成立す
ると、各地に前方後円墳が築かれ、その影響
はこの地にも及びました。海上交通を掌握し
たこの地の豪族たちは、大和政権が朝鮮半島
南部の伽

か や

耶地域や百
く だ ら

済と交渉・交易する際に、
パイプ役として活躍していたと考えられます。
古墳の内部に作られた横穴式石室は、朝鮮半
島の影響を受けた新しい埋葬施設で、日本で
最初にこの地に伝わりました。

国宝　金印「漢委奴国王」
天明 4（1784）年 2 月 23 日、志賀島で農作

業中に偶然発見された金印。中国の歴史書『後
漢書』に記された、後漢の光

こ う ぶ て い

武帝が建
けんむちゅうげん

武中元 2
（57）年に「倭奴国」の使者へ与えたという「印
綬」であると考えられています。

金印は、一辺約 2.3 ㎝の印面に「漢委奴国
王」の五文字が刻まれ、つまみの部分は蛇がか
たどってあります。印は、文書の機密性を保持
するために「封泥」に捺印するためのものです。
封泥とは、文書や荷の紐の結び目に封をするた
めに使われた粘土です。

金印に関わる様々な論争は、現在も完全な決
着をみたとはいえません。印文の読み方に加え、
出土地の特定、志賀島で出土した理由、文字の
彫り方、製作技法など、江戸時代から現在まで、
あらゆる視点から研究が続いています。

金印を常設展示している福岡市博物館では、

顕微鏡調査や 3D 調査の成果を活用した展示コ
ンテンツの製作、市内の製菓事業者の協力を得
て実施した金印チョコレートづくり、封泥の
体験イベントなど、金印をもっと楽しみながら
知ってもらおうという取組を行っています。

また、志賀島は「金印出土の地」として広
く市民に親しまれており、「志賀島金印まつり」
や「福岡志賀島金印マラソン」などが毎年開催
されています。

わがまちの文化財　～金印と志賀島～
column：06

鋤崎古墳の初期横穴式石室（模型）

金印チョコレート
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鴻臚館跡（復元図 CG）

３）中世
11 世紀後半に鴻臚館がその役割を終えると、宋

そう

の商人たちの交易の拠点は博多へと移り、鎌倉時
代にかけて、民間主導の貿易が活発化しました。
宋の商人たちの中には博多の町に定住する者もあ
り、「博多綱

こうしゅ

首」とも呼ばれました。博多の町には
「唐

からもの

物」と呼ばれる中国風の文物があふれてにぎわ
いました。

国際貿易都市としてにぎわっていた博多ですが、文
ぶんえい

永 11（1274）年、元
げん

軍の襲来に
見舞われ、博多の町や筥崎宮等が大きな被害を受けました。その後、鎌倉幕府は防衛の
ために博多湾沿岸一帯に石

い し つ い じ

築地（元
げんこうぼうるい

寇防塁）を築造しました。弘
こうあん

安４（1281）年に再び
元が襲来しましたが、石築地の存在や悪天候等によって、上陸による被害を阻止するこ
とができました。さらなる襲来に備えて、博多湾岸は警備が強化され、九州の訴訟裁断・
軍事を統括する鎮

ちんぜいたんだい

西探題が置かれました。

２）古代
朝鮮半島内で政治情勢が不安定になると、大和政権は対外交渉と地方支配の拠点とし

て、博多湾岸に「那
なのつのみやけ

津官家」や「筑
つくしのおおみこともち

紫大宰」を設置しました。斉
さいめいてんのう

明天皇 6（660）年に
百済が滅亡すると、大和政権は百済復興のために救援軍を送りましたが、天

て ん ぢ

智天
てんのう

皇 2（663）
年の白

はくそんこう

村江の戦いで唐
とう

・新
し ら ぎ

羅の連合軍に敗れました。国防・政治体制の変革に迫られた
大和政権は、筑紫大宰を福岡平野の奥に移し、周辺に水

み ず き

城・大
おおのじょう

野城・基
き い じ ょ う

肄城等の防衛施
設を築き、能古島等の湾岸には防

さきもり

人を配置しました。
大
たいほう

宝元（701） 年には九州全体の統括と外交・軍事を担う「大
だ ざ い ふ

宰府」が設置されました。
大宰府の付属機関として博多湾岸に設置された筑

つくしのむろつみ

紫館は、外国からの使者の迎賓や、唐
や新羅へ渡る使節の出発・帰国の場として機能しました。

平安時代に入り、この施設は唐の外交施設である鴻
こ う ろ じ

臚寺にならって「鴻
こ う ろ か ん

臚館」の名称
で呼ばれるようになりました。９世紀以降、遣唐使が派遣されなくなった頃には、唐や
新羅の貿易商人たちとの交易の拠点へとその機能を変えていきました。

博多遺跡群出土の青磁碗
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石築地（元寇防塁） 博多湾沿岸に築かれた石築地

室町時代には、博多の商人によって日
にちみん

明貿易が主導され、明のほか朝鮮・琉球・東南
アジアとの交易が行われました。そのため、地域権力にとって、博多を支配することは
重要な課題でした。戦国時代には、大

おおとも

友、龍
りゅうぞうじ

造寺、毛
も う り

利など有力な戦国大名が博多をめぐっ
て激しく争い、博多の町は焼打ちなどによって大きな被害を受けました。

鎌倉時代、宋より日本に渡来し、博多を拠点
に対外交易に従事する船頭兼貿易商人は博多綱
首と呼ばれました。博多遺跡群より出土する当
時の中国陶磁器には、「王」や「丁」、「林」や「李」
といった中国人の姓を墨

ぼくしょ

書したものがあり、多
くの宋商人がこの時期博多に居住して貿易を営
んでいた様子をうかがい知ることができます。
博多綱首の代表として著名な謝国明もまた、そ
のような宋商人の一人です。

謝国明は南宋・臨
りんあん

安府
ふ

（現　杭
こうしゅう

州市
し

）の出身で、
博多の櫛田神社の傍に居住したと伝えられま
す。博多綱首の中には筥崎宮や大宰府大

だ い せ ん じ

山寺（宝
満山）等の地方寺社に所属し、その保護を受け
ながら交易に従事した者もいたことが知られま
すが、謝国明も同様に筥崎宮・宗

むなかたしゃ

像社に帰属し
ていました。仏教、特に当時南宋から日本へ流
入しつつあった禅宗を信仰し、仁

に ん じ

治 3（1242）
年には博多に承

じょうてん

天寺
じ

を創建して、宋での修行を
終えて帰国した円

え ん に

爾（聖
しょういちこくし

一国師）を開山に招き
ました。また円爾の勧めにより、火災で焼失し
た南宋杭州の径

き ざ ん

山万
まんじゅ

寿寺
じ

に再建用の材木を寄進
するなど、禅宗を通じた両国の文化的交流を経
済的に支援しました。海上航行の要所にあたり、

当時宗像社の支配下にあった玄界灘の小呂島に
も領地を得ていたことが知られています。

謝国明は 13 世紀半ばに没したと考えられま
すが、その大きな功績とあわせて、後世に至る
まで博多の人々の記憶から消え去ることはあり
ませんでした。博多駅前一丁目に聳

そび

えている
「大楠様」と呼ばれるクスノキは、謝国明の墓
石の傍らに植えられた木が成長したものだと伝
えられ、現在でも承天寺や地域の人々によって
祀られています。承天寺境内の開山堂には内陣
正面に開山聖一国師、外陣右側に開

か い き

基檀
だんおつ

越の武
士武

む と う

藤資
すけより

頼と並んで謝国明の木像が安置され、
折々の法要が営まれています。

ふくおか人物伝　～謝
しゃこくめい

国明と中世博多～
column：07

博 多 湾
▲
柑
子
岳

▲
長
垂
山

毘沙門山

▲
祖
原
山

▲
今津地区

今宿地区

姪浜地区

生の松原地区
西新地区

博多地区

香椎地区

箱崎地区

鳥飼

能
古
島

香椎宮

筥崎宮

住吉神社

志賀海神社

那珂川 御笠川

博多湾沿岸に築かれた元寇防塁

石築地（推定含）

承天寺開山堂の謝国明像
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４）近世
天
てんしょう

正 15（1587）年に豊
とよとみ

臣秀
ひでよし

吉が
九州平定を成し遂げた後、焼けた
博多の町は太

たいこうまちわり

閤町割により再編が行
われました。この時に現在の博多の
市街地形成のベースが整備されまし
た。朝鮮出兵の拠点として博多を重
視していた秀吉は、博多商人の経済
活動に保護を与え、これによって博
多の町は再び活気を取り戻しまし
た。

江戸時代には、関
せ き が は ら

ヶ原の戦いの功
績により筑

ちくぜんのくに

前国を与えられた黒田長
政が、博多の対岸の丘陵地に新たに
福岡城と城下町を建設しました。那
珂川を境にして、新しい城下町「武
士の町・福岡」と中世に国際貿易都
市として栄えた「商人の町・博多」
が併立する「双子都市」が誕生しま
した。参勤交代制度や海運業の発展
によって、陸・海の交通網が整備さ
れました。唐

か ら つ

津街道には箱崎・姪浜・
今
いまじゅく

宿に、三
み つ せ

瀬街道には金武・飯
い い ば

場に
宿場が置かれました。この頃、港は
10 か所あり、唐

からどまり

泊・宮
みやのうら

浦・今津・
浜
はまさき

崎・残
のこのしま

島（能古島）の廻
かいせん

船業者による筑前五
ご か う ら

ヶ浦廻船は大きな利益を上げていました。

５）近現代
明治時代になり、廃藩置県によって福岡県が発足したのち、明治 22（1889）年に「福

岡市」が誕生しました。発足時は人口約５万人・面積約５ｋ㎡で、九州では鹿児島市、
長崎市に次ぐ人口でした。明治 32（1899）年の博多港開港や、明治 36（1903）年の京
都帝国大学福岡医科大学（のちの九州帝国大学医学部）の設置などを経て、明治 43（1910）
年に現在の天神地区で開催された第 13 回九州沖縄八県連合共進会を契機として市街地
の整備が進みました。さらに、周辺町村との編入を繰り返し、本市は九州一の都市へと

博多旧図

福博惣図（福岡市博物館所蔵）
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発展しました。
第二次世界大戦中、昭和 20（1945）年 6 

月 19 日にはアメリカ軍による空襲で、市内
の中心部は大きな被害を受けました。戦後は
焼け野原からの復興を目指し、市街地は徐々
ににぎわいを取戻していきました。主要道路
や鉄道網の整備が進み、昭和 30 年代には人
口が 50 万人を突破しました。また、第三次
産業に特化した産業構造を構築してきたこと
が人口集中をもたらし、さらに、福岡空港の供用開始や山陽新幹線の全線開通によって
陸・海・空の玄関が整備され、昭和 50 年代にはついに 100 万人を突破しました。

平成元（1989）年に開催されたアジア太平洋博覧会 '89（よかトピア）を契機として、
国際イベントの開催やアジアを意識した施設の充実により、福岡を訪れる外国人の数も
大幅に増えています。近年では、クルーズ客船の寄港回数が国内最大になるなど、アジ
アの交流拠点都市として発展を続けています。

志 賀 町志 賀 町
昭和46年4月5日昭和46年4月5日

和 白 町和 白 町
昭和35年8月27日昭和35年8月27日

香 椎 町香 椎 町
昭和30年2月1日昭和30年2月1日

多 々  良 町多 々  良 町
昭和30年2月1日昭和30年2月1日

箱 崎 町箱 崎 町
昭和15年12月26日昭和15年12月26日

豊平町の一部豊平町の一部
大正4年4月1日大正4年4月1日 千 代 町千 代 町

昭和3年5月1日昭和3年5月1日

堅 粕 町堅 粕 町
昭和3年4月1日昭和3年4月1日

席 田 村席 田 村
昭和8年4月1日昭和8年4月1日

那 珂 町那 珂 町
昭和30年4月5日昭和30年4月5日

曰 佐 村曰 佐 村
昭和29年10月１日昭和29年10月１日

住 吉 町住 吉 町
大正11年大正11年
6月1日6月1日

警 固 村警 固 村
大正元年大正元年
10月1日10月1日

鳥 飼 村鳥 飼 村
大正8年大正8年
11月1日11月1日

市制 明治22年4月1日市制 明治22年4月1日

西 新 町西 新 町
大正11年大正11年
4月1日4月1日

八 幡 村八 幡 村

樋 井 川 村樋 井 川 村
昭和4年4月1日昭和4年4月1日

大正15年4月1日大正15年4月1日
三 宅 村三 宅 村

昭和8年4月5日昭和8年4月5日

原 村原 村
昭和4年4月1日昭和4年4月1日

田 隈 村田 隈 村
昭和29年10月1日昭和29年10月1日

早 良 町早 良 町
昭和50年3月1日昭和50年3月1日

金 武 村金 武 村
昭和35年8月27日昭和35年8月27日

姪 浜 町姪 浜 町
昭和8年4月1日昭和8年4月1日

壱 岐 村壱 岐 村
昭和16年10月15日昭和16年10月15日今 宿 村今 宿 村

昭和16年10月15日昭和16年10月15日

今 津 村今 津 村
昭和17年4月1日昭和17年4月1日

残 島 村残 島 村
昭和16年10月15日昭和16年10月15日

周 船 寺 村周 船 寺 村
昭和36年4月1日昭和36年4月1日

元 岡 村元 岡 村
昭和36年4月1日昭和36年4月1日

北 崎 村北 崎 村
昭和36年4月1日昭和36年4月1日

凡　例
明治期
大正期
昭和期（戦前）
昭和期（戦後）

福岡大空襲後の福岡市街（福岡市博物館所蔵）

福岡市編入の過程
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博覧会と市街地整備
明治時代以降の博覧会（共進会）は、当初は

殖産興業の推進のための技術の見本市でした。
明治時代終わりごろになると、博覧会はより一
般の人々に開かれた見せ物的なものへと変化
し、大規模化します。福岡市で開催された博覧
会は、様々な面で市街地の形成に大きな影響を
与えました。

中洲・天神の市街化
九州沖縄八県連合共進会は、九州・沖縄各県

のすぐれた文物を展示するもので、福岡市では
第 5 回（明治 22 年）と第 13 回（明治 43 年）
の 2 度にわたり開催されました。

第 5 回の会場となった中洲は、江戸時代末に
福岡藩の精錬所が置かれた場所でした。中洲は、
共進会の終了後、福岡県立福岡測候所や福岡県
立福岡工業学校が設置され、共進会で建てられ
た建物が福岡市会の議事堂として利用されるな
ど市街地化が進みました。

第 13 回は、因
い な ば

幡町（現　中央区天神一丁目）
と福岡城の堀の一つである肥前堀を埋め立てて
会場としました。旧福岡県公会堂貴賓館は、こ
の共進会の貴賓を接待する施設として建設され
ました。共進会の跡地は、県庁や市役所、警察
署が建ち並びました。県庁が移転した現在でも、
天神地区の中心部となっています。また、博覧
会の開催にあわせて路面電車の開通、博多駅舎
の建替えといった市内交通の整備も行われまし
た。

大濠公園の開園
昭和 2（1927）年に福岡市主催で開催された

東亜勧業博覧会では、福岡城跡の西側にあった
大堀を埋め立てて会場としました。博覧会は
60 日間の会期で 160 万人以上が入場する盛況
でした。博覧会の開催に合わせて路面電車の城
南線が開通しました。博覧会終了後、会場とそ
の周辺を整備して昭和 5（1930）年に開園した
大
おおほり

濠公園は、市民の憩いの場となっています。

“シーサイドももち” の誕生
平成元（1989）年、福岡市制 100 年を記念

してアジア太平洋博覧会 '89（よかトピア）が
開催されました。会場は、地行（中央区）と
百
も も ち

道（早良区）の臨海部を埋め立てて造成され
た「シーサイドももち」地区でした。アジア・
太平洋地域をはじめとする 37 の国と地域、国
内の 1,056 企業・団体が参加した大規模な博覧
会で、800 万人以上の入場者を集めました。博
覧会に合わせて建設された福岡タワーは、今日
では福岡市のランドマークとして定着していま
す。また、よかトピアテーマ館は平成 2（1990）
年に福岡市博物館としてオープンしました。

博覧会閉幕後、「シーサイドももち」地区に
は、公園・緑地が整備され、集合住宅が建ち並
びました。市立百道浜小学校、福岡市民防災セ
ンター、市総合図書館の他、福岡ドーム（現　
福岡ヤフオク！ドーム）や放送局などが建設さ
れ、「学び」「楽しみ」を提供するスポットとなっ
ています。 

都市発展の歴史　～博覧会と都市の発展～
column：08

第 13 回九州沖縄八県連合共進会会場 東亜勧業博覧会本館と大堀
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志賀島

玄界島

博多博多

福岡福岡

箱崎箱崎

香椎香椎

姪浜姪浜

今宿今宿

今津今津

小呂島

砂丘（浦・町）

平野・台地（農村）

山地（山村）

福岡平野
（博多湾岸低地）

早良平野

糸島平野

糟屋平野

四王寺丘陵部

脊振山地

立花丘陵部

春日原台地

脊振山地

糸島丘陵部

能古島

多
々
良
川

博多湾 御
笠
川

那
珂
川

桶
井
川

室
見
川

瑞
梅
寺
川

福岡市の地勢

１-２　福岡市の歴史文化の特徴
本市は、弥生時代の稲作伝来以降、奴国・伊都国、古墳時代の豪族たち、古代の鴻臚館、

中世の国際貿易都市・博多、江戸時代の福岡藩、明治時代以降の福岡市と、各時代の社
会的・歴史的状況を背景として、性格が異なる都市が重層的に形成されてきました。交流・
定住に適した人々をひきつける地勢を基盤に、大陸や朝鮮半島に対する日本の玄関口と
して、また、大陸・半島と日本各地をつなぐ結節点として、2000 年以上多様な文化と交
わりながら進化してきた都市発展のストーリーを有しています。そして、このような歴
史の重層性を背景に、現代においても独自の文化が息づく九州最大の活力ある都市とし
て発展を続けています。

本方針では、福岡固有の歴史文化の特徴を以下のように捉えます。

（１）歴史文化を育んだ人々をひきつける地勢
本市は、穏やかな内湾地形の博多湾を中心として、湾に注ぐ河口部には漁業や海運業

を営む浦々が形成され、その奥の稲作に適した肥沃な平野部では早くから農村集落が形
成されてきました。背後には湾・浦・平野を抱く深い山々がそびえ、農・林業、山岳寺
院の造営などが都市文化を支えてきました。

このような地勢は古来、この地にやってくる人々をひきつけ、都市が発展する要因と
なりました。

また、本市では、玄
界灘を介して大陸や朝
鮮半島に近接する地の
利を活かし、交渉・交
流の玄関口として、ま
た、大陸・半島と日本
各地をつなぐ結節点と
して都市が発展してき
ました。

海を通じた交流を軸にアジアの交流拠点都市として発展を遂げた

2000 年を超える歴史文化の重層性
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（２）歴史文化が育んだ「いま」―九州最大の活力ある都市としての持続的発展
本市は、150 万人以上の人口を擁する九州一の商業・流通都市として成長してきまし

た。スタートアップ都市、国際都市、流通都市として、更なる成長を見せています。

●成長都市・福岡

本市の人口は、政令指定都市中第 5 位 [1]、人口増加数と増加率は政令指定都市中 1 位 [2]

と、人口減少時代にありながら、人口増加をみせている稀有な都市です。
また、成長可能性都市ランキングでは、総合ランキングが東京都に次いで全国 2 位 [3]

となっています。

●スタートアップ都市・福岡

本市は、開業率が全国トップクラス [4] であり、「グローバル創業・雇用創出特区」と
して創業の支援と雇用の創出に取り組んでいます。

●国際都市・福岡

本市は、外国航路乗降人員数 [5]、クルーズ客船寄港回数 [6]、在留外国人の伸び率 [7]

が政令指定都市中第 1 位であり、国内屈指の国際都市となっています。

●流通都市・福岡

本市は、政令指定都市で最も大陸に近いという地理条件や、国際空港から都心までの
アクセス時間がアジア 13 都市中第 1 位 [8] という交通の利便性、世界の主要港とダイレ
クトにつなぐコンテナ航路ネットワーク等を有し、流通拠点都市として発展を続けてい
ます。

（３）「いま」に伝わる 2000 年を超える都市集積を示す文化財
本市は、交流・暮らしに適した地勢を基盤に、2000 年以上前の弥生時代からヒト、モノ、

情報が集まる都市が形成され、国際交流拠点であった博多湾を中心ににぎわい、海や陸
を通じた各地とのつながりのなかで発展し、外に対するまもりを固めながら、都市と周
縁地域との支え合いの中で豊かな歴史文化を形成し、現在の福岡市へと発展を続けてき
ました。そのような本市の成り立ちや独特な生活文化など、福岡ならではの歴史文化を
物語る文化財が、市内各地に豊富に残されています。

[1]「平成 27 年国勢調査」総務省統計局
[2]「平成 27 年国勢調査」総務省統計局 _2010 年～ 2015 年
[3]「成長可能性都市ランキング」株式会社野村総合研究所 _2017 年
[4]「福岡市経済の概況」福岡市経済観光⽂化局 _2019 年
[5]「港湾統計（年報）」国土交通省総合政策局 _1993 年～ 2017 年
[6]「平成 30 年 1 月 16 日付　プレスリリース」国土交通省港湾局 _2015 年～ 2017 年
[7]「在留外国人統計」法務省 _2012 年～ 2017 年
[8]「世界の都市総合力ランキング Global Power City Index YEARBOOK 2017」森記念財団 都市戦略研究所 _2017 年

【脚注】
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１-３　福岡ならではの歴史文化を物語るストーリー
これまでの文化財行政は、個別の文化財に対する保存活用を中心に行われてきました。

しかし、本来文化財とは、地域の歴史の流れのなかで相互に関連し合い、一定の広がり
を持ちながら成立するものです。そのため、まず地域の歴史文化の特徴を明らかにし、
文化財がどのようなストーリーのなかで成立したものかを把握することによって、個々
の文化財を線で結びつけ、さらに周辺の環境も含めて面として保存活用していく必要が
あります。

ここでは、福岡ならではの歴史文化をより広く多くの人々に知ってもらうため、その
特徴を市内各地の歴史や文化を交え、分かりやすくまとめた物語を「メインストーリー」
として設定します。さらに、「メインストーリー」を体感する面的な広がりを「歴史文
化エリア」として設定します。

（１）歴史文化を物語るメインストーリー
本市が歩んだ 2000 年を超える歴史を俯瞰し、「始まる」、「賑わう」、「繋がる」、「護る」、

「支え合う」の５つの視点を設定しました。
これら 5 つの視点から、「メインストーリー」、そして「メインストーリー」と関連す

る文化財を紹介します。

海を通じた交流を軸に
アジアの交流拠点都市として発展を遂げた
2000年を超える歴史文化の重層性

始まる

賑わう

護る 繋がる

支え合う

『福岡・博多の「はじめて」ものがたり』

『福岡・博多 2000 年のまちのにぎわい』

『ヒト・モノ・情報をつなぐ海・陸・空の結節点』

『国際交流都市のまもりと平和への祈り』

『都市と村々の暮らしと信仰』

始まる

賑わう

繋がる

護る

支え合う
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　　　　　　　　　　福岡・博多の「はじめて」ものがたり

本市は博多湾という天然の良港にめぐまれていたこともあり、古くから海を介
して大陸や半島と交流してきました。その結果、最先端の文化が続々とこの地に
やってきました。日本の食文化の基盤である米作り、中世の禅宗やそれに伴う喫
茶、粉食の文化など、福岡・博多には各時代の、そして多くの「日本初」があり
ます。これらは、本市の文化を形成する原点となりました。

弥生時代の「はじめて」－米作り
立地環境を活かした本格的な対外交流は、弥生

時代の水稲耕作と、これに伴う諸文化の伝播には
じまります。日本列島で最も古い時期の水稲耕作
が確認された板付遺跡は、米を主食とする日本文
化の原点ともいえる農村跡です。稲作が普及して
生産力が上がり、食糧の備蓄が生じると、集落形
態や集団関係、さらにはそれらを包括する社会そ
のものに変化を与えました。その結果、那

な か

珂遺跡
や板付遺跡には環濠で囲われた集落が、また吉

よしたけ

武
遺跡群には青銅製の武器・鏡や装身具など豪華な
副葬品とともに葬られる有力者の墓である「特定
集団墓」が他の地域に先がけて出現しました。

特定集団の成長やこれを中心とする地域社会の
広域的なまとまりは、中国の歴史書に「国」とし
て記述されます。「奴国」の一部であり日本史上最
古級の都市ともいわれる比恵・那珂遺跡群は、当時の最先端テクノロジーであった青銅
器の生産などを行い、国内外との活発な交流を通して繁栄しました。

鴻臚館の「はじめて」－唐物
古代になると、博多湾に面して設けられた鴻臚館（筑紫館）が日本の玄関口となります。

鴻臚館は、外国使節の饗
きょうおう

応や使節の滞在のための施設であり、最先端の海外文化が日本
でいち早く持ちこまれ、都に海外の文化や文物（「唐物」）を伝える窓口でもありました。
イスラムに起源をもつガラスや陶器などが出土することは、幅広い対外交流を窺わせま
す。このような対外交流の形は、鴻臚館衰退後に貿易都市として発展する博多に受け継
がれていきます。

始まる

板付遺跡で見つかった灌漑施設

吉武高木遺跡出土の副葬品
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中世博多の「はじめて」－国際都市
鴻臚館の衰退以降、貿易都市として発展した中世博多は商人たちが行き交い、中国風

の屋根瓦で飾られた建物が建ち並び、独特の景観を作り出していたことが想像されます。
日本最初の禅道場といわれる聖

しょう

福
ふく

寺
じ

が僧・栄
ようさい

西により開かれ、禅宗に伴って様々な文化
が伝えられました。喫茶の風習や、うどん・そば・饅頭といった粉食文化も、その後の
日本の食文化に大きな影響を与えています。

恒常的な対外交流がもたらした国際色豊かな中世博多は、日本初の「国際都市 ( チャ
イナタウン )」といえるでしょう。

もの 大陸系磨製石器　青銅器　金印　中国陶磁器　イスラム陶器・ガラス　
承天寺境内の石碑群　大

だ い お う こ く し

応国師像
ぞう

　誓
せ い が ん じ

願寺盂
う ら ぼ ん

蘭盆縁
え ん ぎ

起　中国系瓦

ばしょ 板付遺跡　比恵・那珂遺跡群　吉武遺跡群　鴻臚館跡　博多遺跡群　聖福寺
承天寺

いとなみ 水稲耕作　金属器生産　喫茶　粉食

【関連する文化財】

鴻臚館跡出土の中国陶磁器

博多遺跡群出土の中国系瓦

鴻臚館跡出土のイスラム陶器

承天寺の「御
おまんじゅうどころ

饅頭所」の碑
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　　　　　　　　　　福岡・博多 2000 年のまちのにぎわい

博多湾を臨む本市には、多様な目的や背景をもった人々が集まり、古くから活
発な経済活動が行われてきました。およそ 2000 年前の「奴国」以降、中世の国
際貿易都市「博多」、江戸時代の城下町「福岡」、そして、現在、150 万人以上の
人口を擁する「福岡市」に至るまで、活気ある都市として成長を続けています。
そのなかで、信仰、工芸、行事や祭り、食文化など、本市特有の都市文化が育ま
れました。

「奴国」のにぎわい－日本最初の都市
建武中元 2（57）年に後漢の皇帝から金印を授けられた「奴国」。当時、奴国の一部であっ

た比恵・那珂遺跡群には道路や運河、区画溝等が計画的に配置され、多数の住居跡や井
戸が密集して営まれたことから、にぎわう港町の風景が想像されます。大陸から伝えら
れた高度な技術により青銅器やガラス製品の生産も行われるなど、すぐれた外交力を背
景に発展していった奴国のにぎわいが垣間見えます。

「博多」のにぎわい－国際貿易都市へ
交易の拠点が鴻臚館から博多に移ると、「博多綱首」と呼ばれる宋商人などが住むよ

うになり、「博
は か た つ

多津唐
とうぼう

房」がつくられました。国際貿易都市に成長した博多は、アジア
の人々や文物が行き交う、異国情緒あふれる憧れの都市でもありました。商人たちの経
済活動の活発化にともない、商業関係者や留学僧、文化人や職人などの多様な人々が集
まり、禅宗文化、博多織、酒造業、博多祇園山笠、博多松ばやしなど、現在まで伝えら
れる文化が生み出されていきました。

また、江戸時代中期以降の博多では、博多織をはじめとする織物業、「博多鋳
い も じ

物師」
の名の残る鋳物業、食品産業といった多様な産業が盛んになり、宗

そうしちやき

七焼や素焼の博多人
形などの工芸品が製作されるなど、商工業都市としてもにぎわいました。

賑わう

比恵遺跡群の密集する建物跡 比恵遺跡群出土のガラス加工具
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「福岡」のにぎわい－城下町からモダン都市へ
江戸時代、福崎（現在の舞鶴公園）の地に新

たに福岡城が築城されます。この地が選ばれた
理由は、博多湾岸にあり、かつ国際貿易都市「博
多」に接し、海上交通に便利な立地であるととも
に、城下を広げる余地があったためといわれます。
武士や商人・職人が移り住んだ新たな城下町「福
岡」は、商人の町「博多」と並立する双子都市と
なり、福岡藩の政治経済の中心として栄えます。
福岡・博多では庶民の娯楽でもあった祭りや行事
がにぎやかにとりおこなわれたほか、歌舞伎や相
撲、芝居でにぎわうなど都市文化が大いに花開き
ました。

廃藩置県後、福岡市は人口 5 万人からスター
トします。福岡城から東へのび、那珂川へつなが
る堀を埋め立て開催された明治 43（1910）年の
第 13 回九州沖縄八県連合共進会をきっかけに都市機能が向上し、現在の天神市街地が
誕生します。天神から中洲界隈は街路が舗装され洋風建築が建ち並ぶモダン都市となり、
人々は日常の生活から離れ、百貨店やカフェで西洋文化を楽しみました。

もの 金印　博多遺跡群出土品　黒田家大名道具　旧
きゅうきしゅう

稀集　筑
ちくぜん

前名
め い し ょ ず え

所図会　

ばしょ
比恵・那珂遺跡群　博多遺跡群　聖福寺　承天寺　住吉神社　筥崎宮　
福岡城跡　旧日本生命保険株式会社九州支店　旧福岡県公会堂貴賓館　
旧福岡県庁　旧岩田屋本館　カフェブラジレイロ

いとなみ 金属器鋳造　ガラス工芸　博多祇園山笠行事　博多松ばやし　博多織　
博多鋏　宗七焼　博多人形

【関連する文化財】

博多練酒の図（『筑前名所図会』） 博多鋏 博多人形

福岡城 南
みなみ

丸
まる

多
た も ん

聞櫓
やぐら

【中央区城内】

旧福岡県公会堂貴賓館【中央区西中洲】
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　　　　　　　　　　ヒト・モノ・情報をつなぐ海・陸・空の結節点

本市は古くより海路や陸路を通じて人々が往来し、物資や情報が集散する地域
でした。大陸と日本をつなぐ外交・交易の拠点であった鴻臚館、江戸時代の流通
ネットワークを担った街道と廻船など、各時代を通じて福岡・博多はヒトとモノ、
情報をつなぐ結節点として機能しました。そして、博多駅・天神を拠点とする各
種鉄道、高速道路、博多港湾、福岡空港といった海・陸・空路の交通網は、本市
と国内外を有機的に結合させ、都市のさらなる発展を支えています。

海路でつながるヒト・モノ・情報
現在、大型クルーズ客船が往来し、世界各地

の港とコンテナ航路のネットワークで結ばれる
国際拠点港・博多。その原点は縄文時代にさか
のぼり、弥生時代には稲作とともに様々な技術
や文化が大陸や朝鮮半島から伝わりました。縄
文時代の貝面や釣針等の漁撈具、弥生時代の土
器等には、半島との強い文化的なつながりが表
れています。稲作を基盤とした村々が統合され
て成長した「奴国」や「伊都国」は中国と直接
交渉を行い、博多湾岸は大陸や朝鮮半島との重
要な交流拠点となっていました。

７世紀後半に設置された外交・交易の拠点施
設である鴻臚館（筑紫館）には、９世紀以降、
商人や僧侶、交易品など、たくさんのヒト・モノ・
情報が東シナ海を通じて集まりました。この航
路は鴻臚館廃絶後の 11 世紀後半、博多綱首と
呼ばれた宋の商人たちによって維持され、国際
貿易都市・博多の発展に繋がっていきます。

江戸時代には、幕府の鎖国政策で海外との海路が閉ざされたことにより、国際貿易都
市・博多は終焉を迎えます。その一方、内航運搬が発達し、唐泊、宮浦、今津、浜崎、
残島（能古島）の５つの浦で活動した筑前五ヶ浦廻船は、大型船による年貢米などの大
坂や江戸への輸送や非常時の軍事的な荷船として活躍しました。

明治以降、国際貿易港として再出発を果たした博多港は、終戦後には、博多引揚援護
局が設置され、約 139 万人の日本人引き揚げ者を迎え入れ、戦後の発展の礎となりました。

繋がる

遣唐使船（模型）

唐泊大歳神社の廻船絵馬【西区宮浦】
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陸路でつながるヒト・モノ・情報
海を通じて伝わった技術や文化は福岡・博多を起点として各地に伝播していきました。
今山産玄武岩の丈夫な石

せ き ふ

斧が北部九州一円に広がるなど、弥生時代にはすでに集落間
を結ぶ陸・水路の交易ネットワークが形成されていたと考えられます。古代には、外国
使節の往来の道として、鴻臚館（筑紫館）と大宰府を結ぶ官道が整備されました。鴻臚
館は陸路と海路のネットワーク化によって大陸と日本との結節点となり、重要な役割を
果たしました。

江戸時代には、江戸を発する五街道とその延長となる脇街道によって、全国各地を結
ぶ陸路と宿場町が整備されました。城下町福岡を通る唐津街道は、藩主の参勤交代や長
崎警備の移動の際にも機能しました。宿場町
である箱崎や姪浜、今宿は、漁港や海路の拠
点となる港を取り込んでおり、海産物などの
物資も集まり、商業が発達しました。

近代になると鉄道交通が発達し、その拠点
となった博多駅と天神を中心に市街化が急速
に進みました。

空路でつながるヒト・モノ・情報
昭和期になり民間航空が発展すると、大陸に近い福岡に飛行場が整備され、本市は再

び、アジアの玄関口として歩み出しました。昭和初期には、世界一周旅行中のリンドバー
グ夫妻も来訪した名島水上飛行場や福岡第一飛行場（雁

が ん の す

ノ巣飛行場）が整備され、中国
など海外との航路が結ばれました。戦後、飛行場はアメリカ軍に接収されますが、昭和
47（1972）年に板付基地が返還されて、福岡
空港が開港します。福岡空港は市街地に非常
に近いという高い利便性と人口の増加があい
まって、九州の空の玄関口として急成長して
いきました。

もの 貝面　大陸系土器　中国陶磁器　イスラム陶器・ガラス　碇石　
唐泊大歳神社の廻船絵馬　九州鉄道発祥の地の碑　博多観光鳥瞰図

ばしょ
鴻臚館跡　今山遺跡　博多遺跡群　官道（野

の ま

間遺跡・井
い そ う だ

相田遺跡）　姪浜　
箱崎　福岡第一飛行場跡　名島水上飛行場跡　博多駅　天神　博多港　
福岡空港

いとなみ 古代西海道　唐津街道　三瀬街道　筑前五ヶ浦廻船　姪の浜等の朝市

【関連する文化財】

明治 42（1909）年頃の博多駅（二代目）

昭和 11（1936）年に開港した福岡第一飛行場
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　　　　　　　　　　国際交流都市のまもりと平和への祈り

本市は、人と文物が活発に行き交う国際交流都市である反面、侵攻・侵略など
の脅威にさらされてきました。最新の技術や文化を吸収できる立地の代償として、
国家間の緊張が高まると、一転してまもりの最前線となったのです。防人の設置、
元軍の遠征と石築地の築造、戦国時代の戦乱、福岡大空襲などの数々の悲しい出
来事を物語る文化財が市内各所に残されており、争いの恐ろしさと平和の尊さを
伝えています。

古代国家のまもり
６世紀以降、東アジア全体で国家間の関係が緊迫

してくると、その影響は博多湾岸にも表れます。新羅
との緊張関係に端を発した筑

つくしのきみ

紫君磐
い わ い

井の乱の後に造
営された「那津官家」は、兵站や政治的機能を担いま
した。唐と新羅の連合軍と戦った白村江の戦いの敗戦
後は、玄界灘や瀬戸内海の沿岸の防衛体制の強化が図
られます。その一環として博多湾沿岸に設置された

「防人」は、海を越えて迫りくる脅威から国家をまも
るため、東国をはじめ全国各地から最前線に召集され
た人々です。『万葉集』には、家族と離れ厳しい生活
を余儀なくされた防人たちの悲哀が歌われています。

　

元軍の襲来と石築地
鎌倉時代、国際貿易都市として栄えていた博多に、

元による軍事的遠征が伝えられました。博多湾岸一帯
は間もなく戦場となり、町は甚大な被害を受けまし
た。そのため、幕府の命を受けた九州各国の御家人ら
の手によって、博多湾岸に 20 ㎞を超える防御施設「石
築地」が築造されました。「元寇防塁」の名称で親し
まれ、市内 10 か所に残される石築地は、この地が戦
いの最前線であったことを如実に伝えています。さらに近代には「元寇の地」福岡をア
ピールするために、亀

かめやまじょうこう

山上皇像や日
にちれん

蓮上
しょうにん

人像が建設されました。

護る

那津官家推定地（比恵遺跡）

万葉歌碑【西区能古島・也
や ら

良の崎
さき

】

元寇防塁【西区今津】
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博多の荒廃と復興
14 世紀半ば以降、国際貿易都市・博多の支配を巡って争いが繰り広げられました。戦

国時代後半には、島津、龍造寺、毛利、筑紫氏等の近隣勢力が博多をめぐって争い、博
多は焼け野原になりましたが、豊臣秀吉の九州平定後、博多は太閤町割によって再整備
され復興を遂げます。小

こ ば や か わ

早川隆
たかかげ

景が築いた名島城は、文
ぶんろく

禄・慶
けいちょう

長の役
えき

で朝鮮出兵の兵站
基地として機能することになりました。

関ヶ原の戦い後に筑前国に入った黒
く ろ だ

田長
ながまさ

政は、名島城に代えて福岡城を築きました。
城の角々には周囲を監視する櫓

やぐら

が築かれ、北西隅に配置された潮
し お み

見櫓は海を監視する役
割がありました。寛

かんえい

永 16（1639）年、幕府はポルト
ガル船の長崎への入港を禁じますが、報復に備え、寛
永 18（1641）年に福岡藩、翌年には佐賀藩にも、長
崎の警備を命じます。福岡藩、佐賀藩の２藩は、幕末
に至るまで、藩士を派遣して長崎港の警備を担いまし
た。長崎警備は、西洋の技術や学問にいちはやく触れ
る機会を福岡藩にもたらしました。

戦争と平和への祈り
幕末、列強の帝国主義が日本に押し寄せます。福岡藩も長崎

警備の体制強化を迫られ、浦賀への２度目のペリー来航を契機
に、博多湾沿いの能古島、志賀島、須

す さ き

崎などに台場を築き、ま
もりを固めました。明治維新の後、福岡城内は陸軍省の管轄と
なり、筑前竹槍一揆を契機として歩兵連隊が配備されました。

昭和になると、戦争の影響が人々の生活にも及びました。昭
和 20(1945) 年６月 19 日には福岡大空襲によって市内の約３分
の１の家屋が罹

り

災
さい

をするなど、大きな被害を受けました。現在、
毎年 6 月 19 日には慰霊祭がとりおこなわれ、平和への祈りが
後世に引き継がれています。

もの
万葉歌碑　博多遺跡剥ぎ取り土層　長崎港図　正保四年長崎警備図　
長崎港警備図　嘉永六年ロシア軍艦図（パルラーダ号）　銅造亀山上皇立像
銅造日蓮上人立像　博多港引揚記念碑　戦災記念碑　戦争復興記念群像

ばしょ 比恵遺跡群　能古島　鴻臚館跡　博多遺跡群　元寇防塁　筥崎宮　房
ぼうしゅうぼり

州堀
石
いしどうがわ

堂川　名島城跡　福岡城跡　志賀島　須崎公園　博多港　冷泉公園

いとなみ 戦災引揚死没者追悼式

【関連する文化財】

正保四年長崎警備図

戦争復興記念群像
【中央区天神】
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　　　　　　　　　　都市と村々の暮らしと信仰

本市の歴史的な生活空間は、河口部に発達した都市とそれを取りまく農村・漁
村、その背後の山村から成り、この空間では様々な生業を持つ人々の数多くの生
活と信仰が積み重ねられてきました。仏教は都市に定着して中世には博多禅が開
花する一方で、周縁の山地や沿岸部にもまた寺院が営まれました。平野の村々で
は農耕に伴う祭祀が行われ、人々の願いや祈りは様々な民俗として地域に定着し
ました。都市と周縁の村々は互いに支え合いながら、一つの文化圏を形成してき
たといえます。

都市の生活を支えた文化
中世に繁栄した博多や今津・姪浜などの港湾都市

では禅宗が隆盛し、臨済宗寺院を中心に都市の生活文
化が育まれました。黒田家家臣の立

たちばな

花実
じつざん

山が発見し、
書き写した『南

なんぼうろく

方録』は利休の茶の神髄を伝える書と
して、博多独自の茶道流派「南坊流」を生みました。
福岡藩の御用窯として発展した高

たかとりやき

取焼は数多くの名
物茶器を生み出し、御用窯としての役目を終えた後
も、都市の生活を支える器を焼き続けてきました。

仏教文化と信仰
都市の禅宗寺院に対して、福岡平野の周縁部にそ

びえる山々には禅密兼修の山岳寺院が開かれました。
なかでも、脊振山東

と う も ん じ

門寺や西油山天
て ん ぷ く じ

福寺等は多くの坊
を抱えた大規模な寺院で、現在でも山腹や山麓にそ
の遺構を見出すことができます。また、北崎の小

こ た

田
観
かんのんどう

音堂と志賀島荘
しょうごんじ

厳寺にそれぞれ平安時代に制作さ
れた一木造りの観音像が遺されていることは、航海安
全を観音に願う地域的な信仰が博多湾岸で行われていたことを想起させます。

農村の暮らしと文化
弥生時代に伝来した稲作は地域の基幹産業として定着し、福岡平野や早良平野には多

くの農村が成立しました。特に早良平野の五ヵ村（現在の早良区四
し か

箇周辺）や脊振山麓

支え合う

高取焼窯元【早良区高取】

小田観音堂【西区小田】
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の脇山院（現在の早良区脇山周辺）は、中世の惣
そうそん

村として住民の合議に基づいた自律的
な地域運営が行われました。

農業を営む人々の経験によって蓄積された知恵は、
農学の形で結実します。江戸時代前期に『農業全書』
を著した宮崎安貞や明治時代に「筑前農法」を掲げ
て全国に犂

り こ う

耕の技術を伝導した林遠里は、市域を代
表する農学者です。近代以降の都市化の進展に伴い、
市内で農業を営む人の数も減りましたが、周縁部の
農村には飯

いいもり

盛神社のかゆ占
うら

や金
かねのくま

隈の鳶
とび

の水など昔な
がらの農村の民俗習慣が残されています。

海村・山村の暮らしと文化
博多湾沿岸や志賀島、さらに能古島、玄界島、小

呂島といった島しょ部には、漁業や製塩業などの生
業を営む海村が多く成立しました。『万葉集』にみえ
る志賀島の白

あ ま

水郎の歌からは、海村に暮らす古代の
人々の姿がうかがい知れます。江戸時代には廻船の
拠点として繁栄し、北崎に残る船額や廻船絵馬 ､ 唐
泊の御

ご ま ん ざ い

万歳等の芸能に近世の海村の文化的隆盛が偲
ばれます。また、来たる年の漁場の優先権をかけて、
塩鯛をさばく早さを競う奈多のはやま行事も、海村
の生活に直結した珍しい民俗行事です。

また、脊振山地の山懐に抱かれた板
い た や

屋や椎
し い ば

原、
曲
まがりぶち

渕 等の山村では、農業以外にも林業に重きをおく
山の生活が営まれました。飯場や脇山には人々が村
の安寧と豊穣を願って奉納した神

か ぐ ら

楽の道具が伝わっ
ています。

もの 誓願寺盂蘭盆縁起　銭
せんこうしゅく

弘俶八
はちまんよんせんとう

万四千塔　千
せんじゅかんのん

手観音菩
ぼ さ つ

薩立
りゅうぞう

像（小田観音）　
聖
しょうかんのん

観 音菩
ぼさつりりゅうぞう

薩立像（荘厳寺）明
みょうほうじ

法寺 榊
さかき

文
もんじょ

書　鳥
とりかい

飼文
もんじょ

書　南方録　農業全書

ばしょ 荘厳寺　志賀海神社　聖福寺　承天寺　崇
そ う ふ く じ

福寺　圓
え ん が く じ

覚寺　興
こ う と く じ

徳寺　顕
け ん こ う じ

孝寺
東門寺跡　名島城跡　福岡城跡　釣溝　番

ば ん た く い せ き

托井堰　勧農社　小田観音堂

いとなみ 高取焼　飯盛神社のかゆ占　金隈の鳶の水　はやま行事　飯場神楽

【関連する文化財】

飯盛神社のかゆ占【西区飯盛】

はやま行事【東区奈多】

飯場神楽【早良区飯場】
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（２）メインストーリーを体感する歴史文化エリアの概要
メインストーリーに加えて、より多くの人々に市内に点在する文化財を見て、触れて、

メインストーリーを体感してもらうことを目的に、歴史文化の視点から市内全域を 15
の歴史文化エリアに分け、その概要を紹介します。また、資料編では「歴史文化エリア
カルテ」を収録し、エリアの歴史文化を物語る文化財を紹介します。

志賀島・海の中道志賀島・海の中道 和白・香椎・多々良和白・香椎・多々良

箱崎・千代箱崎・千代

博多・住吉博多・住吉

那珂・席田那珂・席田

高宮・老司高宮・老司

警固・鳥飼警固・鳥飼西新・姪浜西新・姪浜

能古島能古島

樋井川・油山樋井川・油山
田隈・金武田隈・金武

内野・脇山内野・脇山

北崎・今津北崎・今津

今宿・周船寺今宿・周船寺

玄界島・小呂島玄界島・小呂島

ストーリーを体感できるエリア
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【歴史文化エリアの概要】
志
しかのしま
賀島・海

うみ
の中

なかみち
道

博多湾の玄関口にある志賀島と、国内でも珍しい砂州・海の
中道があるこのエリアは、金印「漢委奴国王」発見の地として
知られ、古代の海人・阿曇氏が祖神とあおいだ海神をまつる志
賀海神社、元寇の激戦を物語る蒙

も う こ づ か

古塚などの文化財があります。
また、『万葉集』にも詠われた漁撈や塩づくりの痕跡が海の中
道遺跡で見つかるなど、海とともに生きた人々の文化や大陸と
の交流の歴史が残されています。

和
わじろ
白・香

かしい
椎・多

た た ら
々良

『万葉集』にも詠われた景勝地・香椎潟があったこのエリア
は、仲

ちゅうあいてんのう

哀天皇と神
じんぐうこうごう

功皇后をまつる香
か し い ぐ う

椎宮が鎮座し、神功皇后の
三韓征伐に関連する伝承が多く残されています。中世には足

あしかが

利
尊
たかうじ

氏が戦った多々良浜の戦いがありました。戦国時代には立花
城を舞台とした有力武将の覇権争いにより、戦火にみまわれま
したが、筑前国を与えられた小早川氏が名島城を築城、関ヶ原
の戦い後には筑前国に入った黒田氏によって香椎宮が再建され
ました。戦前には、名島に水上飛行場、雁の巣に飛行場が置か
れ、日本の空路を支えました。

箱
はこざき
崎・千

ち よ
代

923 年に創建された筥崎宮が鎮座するこのエリアは、門前町
として、また博多に次ぐ貿易の拠点としてにぎわってきました。
江戸時代には唐津街道の宿場町としてにぎわい、参勤交代の中
継地として御茶屋が設置されました。街道沿いには、商家が建
ち並び、千代町には福岡藩主・黒田家の菩

ぼ だ い じ

提寺である崇福寺も
創建されました。近代には九州帝国大学が誘致され、福岡市の
近代化の礎となりました。

博
はかた
多・住

すみよし
吉

古代から交易の拠点として発展してきたこのエリアは、中世
の国際貿易都市・博多の名残や太閤秀吉の町割、近世の町家、
近代以降の都市の発展を重層的に感じることができます。住吉
神社や櫛田神社といった由緒ある神社や、聖福寺や承天寺に代
表される寺町が景観を形成し、博多祇園山笠行事や博多松ばや
しなど本市を代表する祭礼が町ににぎわいと活気を与えていま
す。

志賀島・海の中道

筥崎宮神幸行事

香椎宮拝殿

博多祇園山笠行事



54

第
１
章

福
岡
市
の
歴
史
文
化
の
特
徴

那
な か
珂・席

むしろ
田
だ

博多から大宰府に向かう道筋にあり、弥生時代以来、低地を
利用した水田が広がっていたこのエリアは、古代の条里制の名
残を残す水田区画が昭和初期頃まで残されていました。弥生時
代の古い時期の農村が確認された板付遺跡や雀

さ さ い

居遺跡、弥生時
代の共同墓地である金隈遺跡などを通じて、弥生文化に触れる
ことができます。

警
け ご
固・鳥

とりかい
飼

古代には鴻臚館、江戸時代には福岡城が存在したこのエリア
は、海・陸の交通の要衝として発展しました。菅

すがわらみちざね

原道真ゆかり
の水

すいきょう

鏡天
てんまんぐう

満宮に由来する「天神」の街は、現在、九州一の繁華
街となっていますが、舞鶴・大濠公園に残された鴻臚館・福岡
城の痕跡、街中にたたずむ近代建築、古い町割などから、往時
のにぎわいに想いを馳せることができます。

高
たかみや
宮・老

ろうじ
司

鴻臚館から大宰府へ向かう官道の推定ルートがあるこのエリ
アは、古代から近代に至るまでの多彩な文化財が存在する地域
です。初期横穴式石室に豊富な副葬品が納められた老司古墳や、
大宰府観世音寺とも関係の深い三

み や け は い じ

宅廃寺跡
あと

や老
ろうじかわらがまあと

司瓦窯跡、近代
に炭鉱で財を成した貝

かいじま

島家
け

の旧邸宅などを通じて、本市の悠久
の歴史を感じることができます。

樋
ひ い
井川

がわ
・油
あぶらやま

山
大規模な寺域を誇った東油山泉

せ ん ぷ く じ

福寺（現在の正
しょうがくじ

覚寺）がある
油山の麓に広がるこのエリアは、樋井川両岸の丘陵を中心に集
落が営まれ続けてきました。山岳仏教が盛行し現在は市民の憩
いの森として親しまれる油山、福岡藩主の別邸として作られた
友
ゆうせんてい

泉亭庭園、田
た し ま

島神楽が奉納される田
た し ま は ち ま ん

島八幡神社など、豊かな
自然と歴史に触れることができます。

板付遺跡

那珂川

舞鶴公園

油山市民の森
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西
にしじん
新・姪

めいのはま
浜

福岡平野と糸島平野をつなぐ海岸沿いに位置するこのエリア
は、室見川沿いの微高地や、海岸の砂丘上を中心に、古い時代
から人々の活発な活動が確認できます。弥生・古墳時代の交易
拠点であった西

にしじんまち

新町遺跡や、古代早良郡の中心であった有
あ り た

田遺
跡、元寇の記憶を今に伝える麁

そ は ら や ま

原山や元寇防塁、唐津街道の宿
場町として栄えた港町・姪浜など、博多湾の港湾機能を支えて
きた歴史を今に伝えています。

田
たぐま
隈・金

かなたけ
武

油山と叶
かのうだけ

岳に挟まれ、室見川の恵みに育まれた肥沃な土地を
持つこのエリアは、河川両岸の微高地や丘陵を中心に集落が展
開してきました。弥生時代の拠点集落であった吉武高木遺跡や
野方遺跡、丘陵斜面に営まれた大規模な古墳群、中世に大きな
宗教的勢力を誇った西油山天福寺や飯盛神社、肥前と結ぶ三瀬
街道沿いの町並みなど、連綿と続いてきた人々の営みを知るこ
とができます。

内
うちの
野・脇

わきやま
山

脊振山の豊かな自然に包まれたこのエリアは、中世の山岳信
仰の隆盛とともに栄えた脊振山東門寺の寺領で、戦国時代には
荒
あらひらじょう

平城や池
いけだじょう

田城が築かれ、筑前と肥前の国境に位置する交通の
要衝でした。山間部の水田開発には熊

く ま の

野比
び く に

丘尼の伝承も残され、
昭和天皇の即位時には大

だいじょうさい

嘗祭に用いる新穀を穫るための主
す き

基
斎
さいでん

田に選ばれるなど、山村と農村の様相を併せ持っています。

今
いまじゅく
宿・周

す せ ん じ
船寺

糸島半島の付け根に位置するこのエリアは、古代山城である
怡
い と

土城
じょう

が築かれた高祖山を背後に、尾根筋や海岸砂丘を中心に
集落が営まれてきました。弥生時代に玄武岩を活かした石斧生
産を行った今山遺跡や伊都国の交易拠点であった今

いまじゅくごろうえ

宿五郎江遺
跡、前方後円墳 13 基が築造された今宿古墳群、江戸時代に農
地開発に貢献した農学者・宮崎安貞ゆかりの史跡など、自然を
活かし共生してきた人々の暮らしを知ることができます。

旧唐津街道姪浜宿

脇山から望む脊振山系

吉武高木遺跡から飯
いいもりやま

盛山を望む

今宿大塚古墳と高祖山
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北
きたざき
崎・今

いまづ
津

糸島半島の東半、博多湾の西端に位置するこのエリアは、福
岡・博多と大陸・朝鮮半島を結ぶ交通の要衝として重要視され
てきました。「庚

こういんめい

寅銘大
た ち

刀」が出土した元岡 G ６号墳や、遣唐
使の寄港地であった韓

からどまり

亭（唐泊）、中世に港町として栄えた今
津と寺院、海岸沿いに築造された元寇防塁など、海上交通に関
わる史跡や習俗・信仰が良好に残されています。

能
のこのしま
古島

博多湾に浮かぶ能古島は、江戸時代に廻船の根拠地の一つと
して栄えました。一方で、古代の防人の設置、中世の外敵の侵
入、江戸時代の台場の築造など、博多湾のまもりを大きく左右
してきた島でもあります。また、古代は馬

うままき

牧として、江戸時代
には鹿狩りの場として利用されるなど、豊かな自然にも恵まれ
ています。

玄
げんかいじま
界島・小

おろのしま
呂島

志賀島と糸島半島の間に浮かぶ玄界島は、百
ゆ り

合若
わか

伝説を伝え
る小

こ だ か

鷹神社があり、近世には藩の遠
と お み ば ん し ょ

見番所が置かれるなど、博
多湾の玄関口に位置する離島です。一方、玄界灘に浮かぶ小呂
島は、中世には海上交通の要所として、戦時中には陸海軍の要
塞として重要な役割を果たしました。現在はハカタウツシの山
笠行事もとりおこなわれています。

毘沙門山から見た今津松原

小呂島の山笠行事

能古島
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黒田家の筑前入国
福岡市外の人にとって分かりにくいエリアの

区分の一つに博多と福岡の違いがあります。市
の名称は福岡だけど代表的な JR の駅名は博多、
企業の名前は福岡が多く、工芸品や農産物では
博多が多いという印象でしょうか。この分かり
にくさの原因（？）を作ったのは慶

けいちょう

長 5（1600）
年の関ヶ原の戦い後に豊

ぶ ぜ ん

前国中
な か つ

津（大分県中津
市）からやってきた初代福岡藩主・黒

く ろ だ

田長
ながまさ

政
（1568~1623） と そ の 父 孝

よしたか

高（ 官
か ん べ え

兵 衛・ 如
じょすい

水
1546~1604）と言えるかも知れません。

当初、前領主の小
こ ば や か わ

早川秀
ひであき

秋（1582~1602）の
居城であった名島城（東区）に入った長政たち
でしたが、城下が狭かったため、長く領国を統
治する上でふさわしい城地を探すことになりま
した。江戸時代中期に成立した『黒田家譜』に
よれば、初めは住吉（博多区）、箱崎（東区）、
荒
あ ら つ や ま

津山（中央区）を候補地としましたが、いず
れも一長一短あり、最終的には那珂郡警固村（中
央区）の近くの福崎という、博多の西側に隣接
する場所に決まり、四方に堀をめぐらし要害を
固くした、とあります。

福岡という地名の由来
こうして完成した城は「福岡城」と名付けら

れますが、その命名の由来には諸説あります。
よく知られているのは、黒田家の先祖が備

び ぜ ん

前国
邑
お く

久郡福岡（岡山県瀬戸内市）の出身で、長政
が先祖を忘れないために付けたという説。これ
は福岡藩士・貝

かいばら

原益
えきけん

軒（1630~1714）が『筑前

国続風土記』で主張している話です。一方、益
軒とも交流のあった藩士・安

や す み

見有
ゆうてい

定（?~1725）
は『筑

ち く よ う き

陽記』の中で、「城床を岡山と云、福崎・
岡山両名を合略して」福岡と号したという地名
合体説の他、先祖故地説、瑞

ず い む

夢説など複数の説
を挙げています。なお、福岡という地名が登場
する最も古い文献は、黒田孝高が慶長 7（1602）
年正月 16 日に太宰府天満宮に奉納した「黒田
如水夢想連歌」の中にある「松むめや　末なか
かれと　みとりたつ　山よりつゝく　さとはふ
く岡」という歌です。安見有定が紹介する瑞夢
説との関係がうかがえます。

福岡と博多の関係
国際貿易都市として繁栄した博多と、那珂川

を挟んで西隣に完成した新たな城下町・福岡は、
福岡藩の中心都市として一体となって発展し
ていきます。その人口は、元

げんろく

禄 3（1690）年の
『筑前国続風土記』の統計では、福岡が町数 23
で 15,009 人、博多が町数 113 で 19,468 人を数
えました（※武士は除く）。ただ、藩は税負担
や格式面で博多よりも福岡を優遇する政策を取
ることが多く、また、博多の祭礼・祇園山笠の
飾りを藩が規制することなどもあり、城下の住
民が藩主に抱く感情は一様ではなかったようで
す。

それにしても、300 年後に市名や駅名で議論
が起こるとは、福岡を命名した孝高・長政親子
も考えもしなかったでしょうね。

ふくおか人物伝　～福岡の名付け親　黒田孝高・長政～
column：09

正
しょうほう

保福
ふくはく

博惣
そ う ず

図（福岡市博物館蔵） 福岡・博多の境目、枡
ますがたもん

形門（福岡市博物館蔵）
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仙厓義梵（1750~1837）は、江戸時代後期
に活躍した臨

りんざいしゅう

済宗の僧侶です。白
はくいん

隠、良
りょうかん

寛とと
もに近世禅

ぜんりん

林の三傑と謳われ、江戸時代を代表
する禅僧の一人として知られます。難解で深遠
な禅の教えを、笑いとユーモアにあふれる軽

けいみょう

妙
洒
しゃだつ

脱な禅画と賛文で表現し、民衆に広めました。
その作品は今もなお多くの人々の心を捉えて離
しません。

美濃国（現　岐阜県）の農家に生まれ、11
歳で地元の臨済宗寺院・清

せいたい

泰寺
じ

で得度し、義梵
の僧号を得ました。その後、武蔵国（現　神奈
川県）の東

と う き あ ん

輝庵・月
げっせん

船禅
ぜ ん ね

慧のもとで修行を重
ね、39 歳の時に博多に下ります。そして寛政
元（1789）年、聖福寺の第 123 世住

じゅうじ

持となり、
疲弊していた同寺の復興に尽力。62 歳の時に
住持の座を退いて幻

げんじゅうあん

住庵の虚
きょはくいん

白院に隠棲します
が、亡くなる前年の 87 歳になって再び聖福寺
の住持（第 125 世）に任ぜられました。

仙厓が書画の才を開花させたのは 50 歳代か
らで、あくまで自己流に徹し、技巧にとらわれ
ない即興的な筆使いは歳を重ねるほどに熟達
し、比類のないスタイルを築き上げてゆきまし
た。　

虚白院時代の仙厓は、人々の求めに応じて
気軽に墨筆をふるっていましたが、やがて高ま
る人気に比例して増え続ける依頼の多さに観
念し、絶筆を決意します。それは絶筆宣言を石
碑に刻むほどの強い覚悟であったはずなのです
が、やはり揮

き ご う

毫を乞う人たちに背を向けること
はできなかったようで、ついぞ最期まで筆を休
めることはありませんでした。

ことほどさように人気で多作ゆえ、現存する
仙厓作品は、聖福寺・幻住庵といった縁深い寺
院の他にも多くの収集家によって伝えられてき
ました。出光美術館のコレクションは有名です
が、福岡市美術館にも地元のコレクターからの
寄贈・寄託による質の高い仙厓作品が約 200 点
保管され、定期的に展示公開されています。

ふくおか人物伝　～仙
せんがい

厓義
ぎ ぼ ん

梵～
column：10

猫に紙袋図「見んか見んか」（福岡市美術館蔵）



第2章　
文化財の保存活用の現状と課題



60

第
２
章
文
化
財
の
保
存
活
用
の
現
状
と
課
題

２-１　保存活用の取組に関する現状と課題
本市では、文化財所管部署を中心とした行政だけではなく、文化財の保存会や市民団

体などの市民や教育・研究機関と連携しながら、文化財の調査研究、保存、活用を推進
してきました。近年では、文化財の活用が観光振興や地域振興、学び・教育にも資する
との認識から文化財の公開活用に期待される効果や役割が拡大しており、本市において
も従来の文化財保護行政の枠を超えた様々な取組を推進しています。

文化財とその価値に対する認識が、同時代の様々な人に共有されてこそ、文化財は世
代を超えて受け継がれます。また、世代を超えて受け継がれる文化財の集積こそが、「ま
ちのＤＮＡ」であり、現在の福岡市のアイデンティティを形作っています。

一方、市民の生活スタイルの多様化、少子高齢化の進展等を踏まえ、有形、無形を問
わず、文化財全般について、その保存活用が難しい時代を迎えています。文化財が失わ
れることは、福岡市の歴史文化の証拠を失うことに他なりません。

ここでは、文化財の保存活用の現状と課題を調査研究、保存、活用という観点で整理
します。

文化財所管部署

〇有形文化財、無形文化財、民俗文化財、名勝、天然記念物
　等の調査、普及
〇文化財の指定、登録
〇史跡の調査、整備、活用
〇埋蔵文化財の事前審査、周知、発掘調査、保存
〇文化財の総合的把握、悉皆調査

福岡市埋蔵文化財
センター 〇調査成果・出土遺物の収蔵、分析、展示公開、教育普及

福岡市博物館
〇資料収集とそれにかかる調査、市史編さんとそれにかかる
　調査、収集資料の展示公開、教育普及

福岡市美術館
〇作品収集とそれにかかる調査、収集作品の展示公開、教育
　普及

福岡市総合図書館 〇文書資料、映像資料の収集、保存、展示公開、教育普及

福岡市における文化財の保存活用に関する取組
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（１）　調査研究
１）調査研究の現状と課題

【現状】
本市では、昭和 44（1969）年に文化課が置かれたことを契機として、文化財所管部

署による本格的な文化財把握調査が始まりました。現在に至るまで、文化財の価値を正
確に把握するための文化財類型別の調査として、市内寺社資料調査や、埋蔵文化財の発
掘調査、無形文化財の映像記録など数多くの調査を行ってきました。その成果は、報告
書や研究紀要、ＤＶＤとして発行され、その総数は 1,500 冊以上を数えます。加えて、
市史編さんや博物館、美術館による資料収集や展示のための調査もさかんです。

一方、文化庁が主導する近代化遺産や近代和風建築等の調査によって、新たな指定等
文化財候補となりうる文化財の把握も行われています。

また、文化財類型別の把握調査だけではなく、地域に残された多様な文化財を網羅的
に把握して、文化財を総合的に保存活用していくため、平成 22（2010）～平成 23（2011） 
年度に市内全域を対象とした「福岡市内所在文化財悉

しっかい

皆調査」を実施しました。おおむ
ね 50 年以上を経過している伝統的建造物（町家、寺社等）、伝統的工作物、伝統的祭礼、
伝統的職業、保存樹を対象として、実際に町を歩いたり、関係者から聞き取りをしたり
して、総合的な把握が行われました。

伝統的建造物のうち町家は、旧街道の宿場
町や郊外に多くみられ、人々のくらしや周辺の
風景とともに伝統的な雰囲気が残されている地
域もありました。また、寺社は博多区御

ご く し ょ

供所町
から上

か み ご ふ く

呉服町、中
な か ご ふ く

呉服町の石
いしどう

堂川沿いに寺院が
密集し、市街化が進んだ地域であっても伝統的
な様式を残す寺社が密集することが分かりまし
た。

市内に選定のない伝統的建造物群や文化的景
観などについては、候補となる文化財を把握す
るには至っていません。現在残されている建造
物群や景観が、将来、保存の対象となる可能性
を踏まえ、今後も調査を継続していく必要があ
ります。

市内寺社資料調査（博多区・萬行寺）

博多松ばやし調査
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文化財研究の祖　貝原益軒・青柳種信
現在、私たちが地域の文化財の価値を知るこ

とができるのも、その存在を守り、魅力を伝え
てきた人たちがいたからです。福岡では二人の
福岡藩士、貝原益軒（1630~1714）と青柳種信

（1766~1836）がそうした取組をいち早く行っ
てきた人物と言えます。貝原益軒は全国的には

『養
ようじょうくん

生訓』や『大
や ま と ほ ん ぞ う

和本草』の著者として有名で
すが、福岡では藩主・黒田家の歴史をまとめた

『黒田家譜』と筑前国の地誌『筑前国続風土記』
の編者としてつとに知られています。特に『続
風土記』は自ら領内の町村に足を運んで寺社の
由緒や地域の歴史を調査し、その成果を 20 年
の歳月を費やして 30 巻の大作にまとめたもの
です。益軒はこの本のなかで後世のために記録
を残すことの重要性を説いています。人々に情
報を伝え、役に立ててもらうことを常に意識し
ていた益軒らしい言葉です。

一方、青柳種信は『筑前国続風土記』の続編
である『筑前国続風土記拾

しゅうい

遺』の編さん助手を
務めた後、自身が中心となり、さらにその続編
である『筑前国続風土記附録』の編さんを担当
しています。文

ぶ ん か

化 11（1814）年に事業は開始
され、種信没後も幕末まで調査は継続されまし
た。その時に集めた膨大な情報は山

やまさきけもんじょ

崎家文書（青
柳種信関係資料）として福岡市博物館に残され
ており、種信の調査の過程を知ることができま
す。

ふくおか人物伝　～貝
かいばらえきけん

原益軒・青
あおやぎたねのぶ

柳種信～
column：11

【課題】

●調査研究分野の偏り
文化財類型別の調査研究や、指定・未指定の枠にとらわれない市内所在の文化財の悉

皆調査などを行ってきましたが、文化財専門職の専攻分野の偏りや調査機材の不足など、
十分な調査研究体制が構築できていないことにより、詳細な調査が行えていない分野が
あります。

●調査成果の整理・周知が不十分
過去の膨大な調査成果に関してもその整理が十分とは言えず、災害等の緊急時などに

も素早く適切な情報を確認することが困難です。また、調査成果を研究者や市民に広く
還元するためには積極的な周知が必要です。

●計画性を持った調査研究が必要
近年では、文化財の公開活用に期待される効果や役割が拡大していることもあり、公

開活用を視野に入れた計画的な調査研究が求められています。

●多様な主体と連携した調査研究の推進
これまでも市内の大学等と協力し、文化財の調査研究を進めてきましたが、今後はさ

らに地域コミュニティなど多様な主体との連携によって、幅広く文化財を把握し、その
価値を共有していく必要があります。

三雲南小路遺跡　出土銅鏡拓本（福岡市博物館所蔵）
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（２）保存
１）保存管理の現状と課題

【現状】
文化財を適切に保存管理していくために、文化財保護法や福岡市文化財保護条例に基

づく文化財の指定・登録を行っており、平成 31（2019）年 3 月現在、国・県・市合わ
せて 483 の指定等文化財があります。また、有形文化財の修理・修復、出土した遺物の
保存処理や史跡指定地の公有化による保存管理を行っています。そのほかにも伝統行事
や伝統工芸などを将来に継承していくための保存会活動への支援など市民と連携した取
組を行っています。また、博物館、美術館、埋蔵文化財センター等では、文化財の収集
が図られ、虫菌害や乾燥、露光、酸化などによる劣化を防いでいます。

また、歴史や伝統を活用した景観の保全・創出については、「福岡市景観計画」において、
市内５地区を「歴史・伝統ゾーン」として位置付け、よりきめ細やかな景観誘導を図る
とともに、御供所地区については、建築物等を新築する際の修景費に対する助成を行う
など、歴史資源と調和した街並み形成を促進しています。

市史跡　黒田家墓所清掃活動

博物館での資料収集と保管

埋蔵文化財センターでの出土品の科学分析

御供所地区での石畳風舗装による修景
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福岡の都市インフラを整備
松永と福岡のつながりは、鉄道事業から始ま

ります。明治 42（1909）年、福
ふくざわ

沢諭
ゆ き ち

吉の養子
福沢桃

ももすけ

介とともに福博電気軌道会社を設立しま
す。また、その翌年には電力会社を設立し、電
力会社や鉄道会社との合併を行いながら拡大し
ていきました。大正 11（1922）年には、関西
電気と九州電灯鉄道を合併させて東邦電力を創
立し、昭和の戦中・戦後の電力政策にも深い関
わりを持ちました。また、電力事業だけでなく、
ガス事業にも着目した松永は、九州各地のガス
会社を統合し西部合同瓦斯（現　西部ガス）を
設立します。

福岡の都市基盤の整備に大きく寄与した松永
は、大正 6（1917）年に博多商工会議所会頭に
就任しています。昭和 46（1971）年、95 歳で
亡くなりました。

松永耳庵コレクション
松永は「耳庵」と号し、茶人・古美術品コレ

クターとしても有名でした。還暦を迎える昭和
10 年前後から茶の湯をたしなみ、茶道具を中
心とした古美術品の収集を始めます。

松永の死後、コレクションの多くは、松永と
関係の深かった福岡市に寄贈されました。福岡
市美術館内の「松永記念館室」では、松永コレ
クションの名品を随時公開しています。

ふくおか人物伝　～松
まつなが

永安
や す ざ え も ん

左エ門～
column：12

部門 種別 国指定 県指定 市指定 国登録 市登録 合計

有形文化財

建造物 9 11 15 27 21 83
絵画 13 6 16 - - 35
彫刻 10 12 23 - - 45
工芸品 21(3) 16 21 - - 58
書跡・典籍 10(1) 1 9 - - 20
古文書 1 5 22 - - 28
考古資料 9(1) 16 56 - - 81
歴史資料 - 2 6 - - 8

無形文化財
芸能 - 2 3 - - 5
工芸技術 1 2 - - - 3

民俗文化財
有形民俗文化財 - 17 14 - - 31
無形民俗文化財 1 8 20 - 13 42

記念物
史跡 13 5 14 - - 32
名勝 - - 2 1 - 3
天然記念物 2 3 4 - - 9

合計 90(5) 106 225 28 34 483

市内の指定・登録文化財の件数（平成 31 年 3 月 31 日現在）

※国指定のうち（）内は、国宝の件数の内数

野々村仁清　色絵吉野山図茶壺（福岡市美術館蔵）
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【課題】

●少子高齢化やコミュニティの希薄化による影響
平成 22（2010）～平成 23（2011）年の市内所在文化財悉皆調査の結果、昭和 61（1986） 

～平成 2（1990）年に実施した町家調査と比較すると、多くの伝統的建造物が姿を消し
ていることが判明しました。また、地域に伝わる民俗芸能や民俗慣習などの無形民俗文
化財のなかには、少子高齢化や地域コミュニティの希薄化により、担い手が減少し、そ
の継承が困難なものもあります。これらを将来にわたり保存管理していくためには、財
政的・人的な負担を考慮した持続可能な保存管理のあり方が求められています。

●自然災害等によるき損滅失
近年では、全国的に想定外の自然災害が多発しており、文化財の防災対策を具体的に

講じておくことは喫緊の課題です。被災した場合の対応についても十分に検討しておく
必要があります。

●収集機能の障壁
収集すべき文化財の多様化、流通している文化財の収集時の財源、収蔵空間の限界な

ど、収集活動のハードルが年々高くなっています。

●記録の保存
保存や継承が困難なものについては、詳細な記録を作成する取組も必要となります。
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２）修理復旧の現状と課題

【現状】
指定等文化財については国・県・市が所有者

に対し修理・修復の費用を支援する制度があり
ます。市内でも、自然災害による損壊や経年劣
化に伴い、建造物を中心に必要に応じて修理復
旧を行っています。また、博物館、美術館、図
書館、埋蔵文化財センターにおいても、収蔵資
料の修理を行っています。

【課題】

●公的支援の限界
現状では、修理・修復の費用を公的に支援できるのは、指定等文化財に限られています。

また、公的支援があっても所有者・保存管理団体の負担は重く、修理・修復の実施まで
に長期間を要すことがあります。

●材料・技術の枯渇
伝統的な家屋や祭りの道具等に使用されるワラ等の材料が、環境・生活様式の変化に

伴い、市域や近郊での安定的な確保が困難になる恐れがあります。また、過疎化や少子
高齢化によって、祭りの道具等の修理にかかる伝統的技術の後継者が不足している地域
もあります。

福岡城南丸多聞櫓の修理

中世博多には、この港湾都市を拠点として国
際的な交易活動に従事する数多くの貿易商人が
存在しました。

室町幕府３代将軍足
あしかがよしみつ

利義満による明との通交
開始にあたり、対明交易の利潤を説き、応

おうえい

永 8
（1401）年の使節派遣に際して、自ら副使とし
て大陸へ渡航した肥

こいとみ

冨は「筑紫商客」（博多商人）
でした。応永 26（1419）年の応永の外寇の後、
朝鮮の情勢視察を目的として足利義

よしもち

持が派遣し
た使節の副使である平

ひらかたよしひさ

方吉久もまた博多出身の
商人で、博多妙楽寺に一時滞在してわが国にう
いろうを伝えたという、元から渡来した陳

ちんういろう

外郎
の子に当たります。

同じく 15 世紀の前半に活躍した博多商人と
して宗

そうきん

金の名も知られます。宗金は渋
しぶかわ

川氏や

大友氏等の博多を支配する領主と連携しなが
ら、朝鮮通交を積極的に推し進めた他、永

えいきょう

享 4
（1432）年の遣明船に乗り込んで明へ渡りまし
た。また 15 世紀の中ごろには道

どうあん

安や佐
さ と う

藤信
のぶしげ

重
のように、朝鮮から琉球に至る東アジアの広域
にわたって交易活動を展開した博多商人が存在
しました。

16 世紀前期、博多の支配者である大
おおうち

内氏が
主導して派遣された遣明船には、神

か み や

屋一族や
小

お だ

田氏などの博多商人が船頭や客商として乗
船しました。中世末期から近世初期にかけて、
著名な神

か み や

屋宗
そうたん

湛・島
し ま い

井宗
そうしつ

室・大
お お が

賀宗
そ う く

九・伊
い と う

藤
小
こ ざ え も ん

左衛門等の豪商が活躍する前提には、以上の
ような前代からの博多商人たちの活動の蓄積が
あったことは見逃せません。

ふくおか人物伝　～中世の博多商人たち～
column：13
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（３）活用
１）公開の現状と課題

【現状】
文化財の所有者により、通年、また、時季・機会ごとに、様々な公開活動が行われています。

公有化した文化財建造物や史跡についても、周辺環境を含めた整備を行い、一般開放を行っ

ています。また、博物館、美術館、埋蔵文化財センター、図書館でも、展示・展覧会を開催し、

文化財の公開に努めています。

また、本市では「福岡市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例」を定め、建造物につ

いて市の指定・登録文化財となったものは、建築審査会の同意を得て、建築基準法の適用を

除外する仕組みを設け、活用を図っています。

史
跡
等

国指定・元寇防塁（生の松原、今津地区等）

国指定・福岡城跡

国指定・板付遺跡（板付弥生のムラ）

国指定・金隈遺跡

国指定・吉武高木遺跡（やよいの風公園）

国指定・野方遺跡

国指定・鴻臚館跡

国指定・今宿古墳群（大塚古墳等）

県指定・宮崎安貞墓　附宮崎安貞書斎

市指定・平尾山荘

市指定・東光院境内

市指定・梅林古墳

市指定・草場古墳群

市指定・福岡藩主黒田家墓所

市指定・友泉亭庭園

国登録名勝・大濠公園

建
造
物

国指定・旧日本生命保険株式会社九州支店
（福岡市赤煉瓦文化館）

国指定・旧福岡県公会堂貴賓館

市指定・旧三浦家住宅（「博多町家」ふるさと館）

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

板付遺跡弥生館

金隈遺跡甕棺展示館

野方遺跡住居跡展示館

鴻臚館跡展示館

福岡城・鴻臚館案内処　三の丸スクエア

福岡城むかし探訪館

福岡城跡堀石垣保存施設

博多小学校石塁遺構展示室

博
物
館
・
展
示
施
設

福岡市博物館

福岡市美術館

福岡アジア美術館

福岡市科学館

福岡市総合図書館

福岡市埋蔵文化財センター

はかた伝統工芸館

福岡市動植物園

市内の主な公開活用施設
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福岡市博物館

吉武高木遺跡やよいの風公園

福岡市埋蔵文化財センター

「博多町家」ふるさと館

今宿古墳群（山ノ鼻 1 号墳）

金隈遺跡甕棺展示館

【課題】

●広報と見せ方の工夫が必要
本市では、文化財の公開は、比較的充実しています。ただ、公開されていること自体

が知られていない、周到に告知されていない等の課題があります。
また、文化財の意義・価値を伝える手段の分かりやすさや親しみやすさ、史跡や建造物、

各施設内での過ごしやすさや動きやすさについては、子ども、障がいのある人、外国人、
高齢者など、様々な人の特性に十全に対応できているとは言えません。

市内の主な公開施設
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スマートフォンアプリ「福岡歴史なび」福岡市観光案内ボランティアガイド

２）観光振興の現状と課題

【現状】
近年、わが国では成長戦略の柱として観光立国の実現を目指しており、人々をひきつける

魅力の一つとして文化財の観光分野への活用が大きく期待されています。

本市においても、観光振興は重要な施策の柱の一つであり、様々な媒体を用いた歴史文

化に関する多彩な情報発信や、文化財を活用したツアーや体験プログラムの開催、情報技術

を活用した市内の歴史的なスポットを巡るためのスマートフォンアプリの開発などの取組を

行っています。

【課題】

●情報発信の不足
地 理 的 特 性 か ら、 ア ジ ア 圏 か ら の 観 光 客 が 多 く 訪 れ て い ま す が、 欧 米 豪 に は

「FUKUOKA」があまり知られておらず、それらの国々からの観光客が少ない状況にあり、
本市の歴史や文化財についての情報発信も、アジア圏に比して、かなり不足していると
考えられます。

●ニーズの把握不足
「モノ消費」から体験型観光など「コト消費」へのニーズの変化など、観光分野にお

けるニーズは多様化しており、潜在的なものを含む文化財に対するニーズを十分に把握
しきれていない状況がみられます。

●多言語化への対応
訪日外国人が増加しており、対外発信や文化財の説明等、多言語化を含めた受け入れ

環境の整備が十分ではありません。とりわけ、英語・韓国語・中国語以外の言語対応は
大きな課題となっています。
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現代に現れた” 弥生のムラ”
高層住宅が建ち並ぶ団地の脇、竪穴住居を巡

る丸い濠、畔で四角に区切られた小さな田んぼ、
三角屋根の倉庫のような建物。それが板付弥生
のムラの風景です。

日本で米作りが始まった頃の遺跡として知ら
れる板付遺跡が、弥生のムラとして整備された
のは平成４（1992）年のことでした。

現代的な生活空間に突如現れた異空間での新
たなムラづくりは、世代をつなぐ子どもたちの
集まるような場所づくりから始まりました。

子どもたちが集い体験する。大人がそこに寄
り添う。そして、みんなが弥生のムラ人になる。
そのために、ここで米作りが始まった頃の季節
の移ろいと生活を一緒に体感できるものを考え

ました。米を作る。土器を作る。服を作る。当
たり前だった日々の営みを行うことでムラには
次第に人々が集うようになりました。

子どもたちは成長し、ムラを巣立っていきま
すが、また、新たな子どもたちをムラに迎えて、
弥生のムラ人によるムラづくりは今日も続いて
います。

わがまちの文化財　～板付遺跡～
column：14

板付弥生のムラ「田植え祭り」

３）地域振興の現状と課題

【現状】
史跡等では、地域コミュニティとともに、

歴史を活かしたイベントやにぎわいづくり
に取り組んでいます。様々な刊行物やウェブ
サイトで公開されている文化財の情報を活用
し、多くの地域コミュニティで、文化財を通
して地域の魅力を発信するマップ作り等が行
われています。また、西区まるごと博物館推
進会による「西区の宝」の認定等、地域の文化財を独自に顕彰する事業では、郷土への
愛着や誇りを高める取組が行われています。

【課題】

●地域の文化財に対する認知不足
地域で文化財の保存活用を図っていくためには、まず地域にどのような資源があるの

かを知ることが大切です。指定・未指定を問わず多くの文化財が存在していることを地
域と共有していく必要があります。地域によっては、コミュニティ成員の入れかわりが
激しく、文化財の情報共有のあり方に一層の工夫や注力を必要とするところがあります。
また、地域によっては、住民による文化財の保存活用に関する活動が活発なところもあ
り、今後もこのような活動をさらに広げていく必要があります。

復元水田に実る稲穂と板付団地
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小・中学校への出前授業 市民向けの講座

４）学び・教育の現状と課題

【現状】
より多くの市民に、本市の歴史文化を学んでもらうために、博物館、美術館、図書館、

埋蔵文化財センターなどが学校現場や市民団体等と連携し、テーマに沿った専門家によ
る講演会や、生涯学習としての市民向け講座の開催など、子どもから大人までを対象と
した学習機会の創出を行っています。

また、様々な文化財について、「見る」・「知る」だけでなく、体感できるよう、多彩
な体験講座やワークショップも開催しています。

【課題】

●学校教育における歴史文化に触れる機会の不足
学校教育においては、カリキュラムの変容等に伴い、児童・生徒の文化財学習の機会は、

従来に比べ、減少の傾向にあります。また、子どもを取り巻く環境の違いによって、教
育を受ける機会が均等でないという大きな社会問題もあります。学校教育と連携し、ど
のような環境にある子どもにも、文化財や地域の歴史に親しむ機会を保証していくこと
は、 子どもの健全な成長や、地域への愛着・誇りの醸成のために不可欠です。

●生涯学習における歴史文化に触れる機会の不足

生涯学習においては、アクティブエイジングの観点から、シニア層に対する文化財や
歴史に親しむ機会の一層の充実が期待され、文化財の継承、活用等をシニアの活躍や雇
用拡大の機運につなげていくことが求められています。
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神社は日本人の心のよりどころとして崇敬を
集めてきました。福岡市内にも創建が古代に遡
る神社が数多くあります。しかし、現代の私た
ちが目にすることができる神社の建物は最も古
いものでも中世末、いわゆる戦国時代のものと
なります。

東区の筥崎宮は平安時代の延
えんちょう

長元（923）年
に、穂

ほ な み

波郡大
だ い ぶ

分八幡宮から遷
せ ん ざ

座されたことを起
源とします。現在残る建物では、楼門は文

ぶんろく

禄３
（1594）年に小早川隆景が、本殿、拝殿は天

てんぶん

文
15（1546）年に大

おおうちよしたか

内義隆がそれぞれ寄進して
建てられたもので、いずれも国の重要文化財に
指定されています。また通称大学通りに面して
建つ鳥居は福岡藩初代藩主の黒田長政が寄進し
たもので、鳥居から楼門、奥の拝殿、本殿まで
の景観は江戸時代初期から変わっていないこと
になります。

福岡市内では他にも東区の香椎宮本殿や、博
多区の住吉神社本殿が重要文化財となっていま
す。これらはいずれも江戸時代に建てられたも
のです。

神社には、より小規模な地域の人たちによっ
て守られてきたものもあります。旧早良郷七ヶ
村の郷社であった飯盛神社の本殿は、江戸時代
の天明 6（1786）年に建てられたもので、市の
指定文化財です。平成 22・23 年には半解体に
よる本格的な修理が行われ、次世代への継承に
向けた環境が整えられました。また、博多湾に
浮かぶ能古島に建つ白

しらひげ

鬚神社の拝殿、本殿も江
戸時代に遡る建築で、市指定文化財となってい
ます。ここには建物の履歴を示す多くの棟札も
残されており、建物の価値を高めています。

神社へのお参りでは、神様の居場所である本
殿や参拝場所である拝殿といった建物に目が行
きがちですが、そこには季節ごとに行われる神
事などの伝統行事も合わせて伝わります。また
参拝者によって奉納された絵馬なども、貴重な
民俗文化財です。神社は、地域の生活に溶け込
んでいる「もの」・「いとなみ」が集約される「ば
しょ」であり、総合的な文化財の在り方を示す
存在ともいえるでしょう。

わがまちの文化財　～神社建築～
column：15

筥崎宮一の鳥居からの景観 飯盛神社本殿
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２-２　保存活用を推進する体制に関する現状と課題
（１）推進体制の現状と課題
【現状】

本市において、文化財の調査研究や保存活用の担い手には、様々な主体があります。
行政はもちろん、地域コミュニティや文化財の保存会、様々な市民団体や民間企業、大
学等研究教育機関などの多くの人々や組織が、文化財を未来に継承していくため、また
その価値を広く知らせるため、活動を続けています。

【課題】

●人材の不足による推進体制への影響
本市は、人口減少社会において若い世代の転入が多く、現在は人口が増加傾向にある

稀有な都市ですが、地域によっては少子高齢化が顕著に進行しています。文化財を取り
巻く急激な社会環境の変化に十分に対応しきれているとは言えず、人材の不足から保存
活用が充分に行われていない分野もみられます。

●主体間の情報共有の不足
文化財の概念や捉え方は、多様化しつつあります。文化財の保存活用の領域は多岐に

わたり、保存活用に関わる主体も多様化しています。今後は、文化財のすそ野の拡大に
対応する人材や、保存活用を担う主体間のより一層の連携が求められています。

望東尼と幕末の志士たち
まごころを　つくしのきぬは　国のため 立

ちかへるべき 衣手にせよ
これは、幕末の女流歌人・野村望東尼が幕末

の志士・高
たかすぎしんさく

杉晋作に送ったといわれる歌です。
望東尼は、幼少期から和歌や書道を学び、夫・

野村貞
さだつら

貫と共に歌人・大
おおくまことみち

隈言道に師事しました。
子に家督を継がせると、平尾の草庵で隠棲しま
したが、夫と死別したのち、京都を訪れた望東
尼は、幕末の動乱を目の当たりにし、次第に政
治に興味を持つようになります。福岡に戻った
望東尼は、草庵に勤王派の志士をかくまうな
ど、多くの志士と交流を持ちました。藩の弾圧
で姫

ひめしま

島に流罪となりましたが、後に高杉晋作の
仲間に救出され、長州（現　山口県）に移りま
した。慶

けいおう

應 3（1867）年、病に倒れた高杉晋作

を看取り、自らも同年 11 月に亡くなりました。
中央区平尾五丁目にある平尾山荘は、明治

42（1909）年に向
こうりょうかい

陵会によって復元されたも
のです。現在、史跡として市が管理するととも
に、地元の平尾望東会が山荘の保存・維持に尽
力されています。

ふくおか人物伝　～野
の む ら

村望
ぼ う と う に

東尼～
column：16

平尾山荘と望東尼 150 年忌記念碑
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福岡ならではの 2000 年都市の歴史文化を継承し、
さらなる活力と魅力につなげる都市

３-１　目指す方向
本市は、2000 年以上一貫してアジアの交流拠点都市として栄え、150 万人以上の人口

を擁する九州一の都市になるまで成長してきました。長い歴史と国際色豊かな文化の所
産である文化財は、市民や行政により守り継がれ、利便性の高い先進的な都市機能と共
存しています。

弥生時代の史跡公園や展示館、市内随所にある古墳群、博多湾岸に連なる元寇防塁、
古代の外交施設と近代の城郭が重なる鴻臚館跡・福岡城跡、都心部にありながら歴史の
情緒を伝える博多・住吉エリアの寺社群、街道沿いの町家、明治時代の洋館などの近代
化遺産、絢爛たる祭礼や伝統芸能、くらしを彩る民俗芸能、ミュージアムの収蔵資料など、
市内各地に見られる文化財の豊富さは、他都市にはない歴史の重層性を物語っています。

鴻臚館跡・福岡城跡や、弥生時代から近世までの遺構が検出される博多遺跡群・寺社
群のように異なる時代のものが重なり合って存在すること、あるいは、元寇防塁など同
じ歴史事象に関する史跡が広域に存在することは、他にない感動を創出し得る、本市な
らではの地域資源の特色です。

ところが、本市は、人口の転出入が多いこともあり、ともすれば、地域の歴史や文化
財の価値の共有が、十分に図られないという状況も見受けられます。

また、都市機能の更新が進み、まちの装いが次々と変わるなかで、地域の歴史文化が
人々から意識されなくなり、文化財の価値が見失われる危機も生じています。

しかし、そのなかでも、身近な「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」が、地域の歴史文化
を伝えるかけがえのない「文化財」であるとの「気づき」を得、その魅力を掘り起し、
それ自体やその記憶を受け継いでいこうという地域コミュニティの活動が続けられてい
ます。

こういった状況の下、本市は、2000 年以上続く交流拠点都市・福岡ならではの歴史
と文化財の価値をより多くの人々と共有し、文化財の価値を「都市の活力－まちに生き
る人の誇り」、「都市の魅力－まちを訪れる人の感動」の資源としていくことを目指しま
す。目指す方向として「福岡ならではの 2000 年都市の歴史文化を継承し、さらなる活
力と魅力につなげる都市」を掲げ、市民や関係機関等との連携・協力のもと、文化財の
総合的な保存活用に取り組んでいきます。
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３-２　基本方針
文化財の調査研究・保存・活用は、それぞれ個別に進めていくものでも、一方通行の

プロセスでもありません。相互作用とバランスが図られるべきものです。
現在、文化財のもつ価値を地方創生の推進剤とする機運が高まっており、文化財の保

存活用には、学術的な分野のみならず、観光やクリエイティブ関連産業、まちづくり、
地域活性化とブランディング、シティプロモーションなど、多彩な分野における「資源性」
という観点が求められています。文化財の価値を「都市の活力」や「都市の魅力」の資
源とするため、これまで行政が多くを担ってきた文化財の調査研究・保存・活用の取組は、
市民、文化財の所有者や保存団体、民間企業、大学等研究教育機関などのより多種多様
な人々が参画・活躍することによって、文化財の範囲や取組の枠を広げた「知る」・「守
る」・「活かす」取組へと発展させていく必要があります。特に、市民がそのような取組
に参画し活躍することは、自分自身と地域の歴史文化のつながりを再認識する機会にも
なり、心の豊かさや郷土への愛着・誇りの醸成と地域社会の将来を展望する力につなが
ります。そして、文化財を良好な状態で次世代に継承しつつ活用を図るためには、文化
財について、「知る」・「守る」・「活かす」取組が円環的に連なり、それぞれを後押しし
ていくような好循環を生み出すことが重要です。

本市は、文化財の価値を「知る」・「守る」ことで市民の生活を豊かにし、都市の活力
を生み出すとともに、文化財を観光や地域振興等の資源として「活かす」ことで、都市
の魅力の向上につなげます。これを通じて、人々の文化財の「価値・資源性」に対する
認識を高め、さらに「知る」・「守る」ことが促進されるサイクルの構築に取り組みます。

また、福岡ならではの 2000 年都市の歴史文化を特徴づける「メインストーリー」や、「メ
インストーリー」を体感する面的な広がりとして設定した「歴史文化エリア」は、市民
が身近な「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」に見出した文化財的価値を、広く市民全体で
共有するための基軸として作用させていきます。
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（１）文化財を知る
過去から受け継ぎ、未来へ伝えていくべき「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」について、

文化財としての価値を定義し、価値を証する情報を集め、整理・体系化し、広く共有す
る調査研究の取組を推進していきます。

（２）文化財を守る
文化財としての価値を見出した「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」を未来へ伝えていく

ために、様々な制度や環境を整え、劣化や変容を把握することで保存管理を行うととも
に、修理復旧等の対応を図っていきます。

（３）文化財を活かす
「守る」取組とのバランスを図りながら、「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」が文化財と

して伝えている価値を、それぞれの特性に応じて、公開、観光振興、地域振興、学び・
教育などの取組により都市の魅力の向上につなげていきます。

「知る」・「守る」・「活かす」
取組のサイクルの構築

まちに生きる人の誇り
都市の活力

まちを訪れる人の感動

都市の魅力

知る守る

活かす
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●文化財の記録・情報化

●文化財の総合的な把握

●文化財の詳細把握調査と価値付け

●調査研究機関、専門家との連携

●報告書・目録等の作成とデータベース化

●データベースの公開活用

●調査成果の積極的な周知

●博物館等の環境改善

●地域の文化財の保存管理

●史跡等の維持管理

●埋蔵文化財の保存

ー

●防災・防犯対策の推進

●防災・防犯意識の啓発・向上

●地域の伝統文化の保存と公開

●継承への支援

●文化財の修理復旧の実施

●文化財の修理復旧への支援

●修理に関する情報の発信

●専門機関、技術者との連携

●文化財建造物の公開活用

●展覧会・展示会の実施

●資料閲覧への対応

●史跡の特色や魅力を高める歴史環境の再現

●整備にかかる財源の確保

●ガイダンス施設の整備

●ボランティアガイドと連携した解説

●参加・体験する機会の提供

●先端技術を活用したコンテンツの整備

●文化財デジタルミュージアムの整備

●ストーリーに基づいた観光プログラムの開発

●先端技術の活用

●新たなストーリーの充実

●様々な媒体を活用した知的好奇心を刺激する情報発信　

●伝統工芸・伝統芸能の魅力発信

●多言語対応コンテンツの拡充

●誰もが訪れやすい環境整備

●インクルーシブデザインの導入

●文化財を活かした特別感の創出

●地域の魅力や伝統を活かした市民参加のおもてなし

●地域の文化財の魅力発信

●地域活動との連携体制の整備

●世代を超えた交流ができる文化財関連イベント等の開催

●学校と連携した学習プログラムの構築

●文化財を活かした生涯学習の充実

②指定等の推進

②文化財を通じた地域交流の促進
①学校教育への活用
②生涯学習への活用

①文化財の修理復旧

②修理技術の維持向上

①文化財の公開促進

②史跡の整備の推進

①地域の文化財の魅力の共有・発信

③ガイダンスの充実

④コンテンツの拡充

①ストーリーを活かした観光振興

②プロモーション活動の強化

③ユニバーサルデザインへの対応

④MICE振興への寄与

①戦略的な調査研究の推進

②調査研究成果の整理、公開

①適切な保存・維持管理

③災害や犯罪等への対策

④地域の伝統文化の継承

調査研究

保存管理

修理復旧

公開

観光振興

地域振興

学び・教育

文
化
財
を
知
る

文
化
財
を
守
る

文
化
財
を
活
か
す
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３-３　文化財の保存活用の取組
基本方針を踏まえ、文化財の保存活用に向けた取組を設定します。

（１）文化財を知る取組
１）調査研究

文化財を「知る」だけではなく、文化財を「守る」・「活かす」取組への展開を見据え
た戦略的な調査研究と調査研究成果の整理、活用に取り組みます。

私たちの身近にある「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」がストーリーやエリアにどのよ
うに関わっているのかを把握し、その成果を広く公開・周知することで文化財を「守る」・

「活かす」取組につなげていきます。

①戦略的な調査研究の推進
これまでの調査研究の取組を継続・発展させ、文化財の価値を正確に把握する基礎的

な調査研究の推進に取り組みます。

●文化財の詳細把握調査と価値づけ

寺社資料、重要遺跡の確認、埋蔵文化財の発掘、
博物館等の資料収集、収蔵資料の再調査等、各機
関が取り組んできた文化財類型に基づく調査の継
続・発展、そして調査成果の再評価の実施に取り
組み、専門的な知見にもとづく文化財の正確な価
値付けに取り組みます。

【もの】：寺社什宝調査、埋蔵文化財の発掘調査、
祭礼や芸能の道具調査、古文書・記録類調査、 博
物館の資料収集にかかる調査、他都市所在の資料
調査　等

【ばしょ】：重要遺跡の確認、埋蔵文化財の発掘
調査、寺社・町家等の歴史的建造物調査、景観に
関する調査　等

【いとなみ】：祭礼・行事・芸能の調査、工芸技
術の調査、伝統的職業の調査　等

●文化財の記録・情報化

実体のある「もの」・「ばしょ」の記録・情報化にあたっては、必要に応じて、高精細画像・
映像や３次元情報のデジタル化など、高度な情報技術の活用を図ります。

開発事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の実施

博物館の資料収集にかかる調査（玄界島）
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②調査研究成果の整理、公開

各機関で実施する調査研究の成果は、可能な限り一元管理するとともに、正しい文化
財の情報をより多くの研究者や市民へ還元するため、インターネットによる公開等、積
極的な周知に取り組み、さらなる調査研究へとつなげます。

●報告書・目録等の作成とデータベース化

「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」に関する調査研究
の成果を適切に整理・分析し、調査報告書や収蔵品目
録等としてとりまとめるとともに、災害時等にいつで
も確認できるようデータベース化に取り組みます。

●データベースの公開活用

今後の調査研究の基礎資料とし、市民の多様なニー
ズや用途に対応できるよう、分かりやすいデータベー
スの構築と、ウェブサイト等を通じた公開活用に取り
組みます。また、市民とともに、身近な「もの」・「ば
しょ」・「いとなみ」のデータベース化にも取り組みま
す。

●文化財の総合的な把握

市史編さん事業や市内所在文化財悉皆調査の追加・
追跡調査、「メインストーリー」を構成する文化財の
総合的な把握等、文化財の類型や時代を超えた、地域
の特色ある文化財の総合的な把握に努めます。また、
市民とともに、身近な「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」
の文化財としての価値への認識を高め、それら自体の
情報や、それに関わるライフヒストリーの収集を図り
ます。

●調査研究機関、専門家との連携

効率的かつ効果的な調査研究に向けて、大学等研
究教育機関などとの連携や、釜山広域市等の海外の研
究機関等との技術交流、外部資金を活用した学際的な
研究等に取り組みます。また、専門家の知見を市民が
学び、交流する機会の充実に努めます。

福岡市が協力した特別展
（釜山福泉博物館）

市内所在文化財悉皆調査

発掘調査出土品の整理作業

ウェブサイト「福岡市の文化財」
の文化財情報検索
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九州考古学の父・中山平次郎
板付遺跡、今山遺跡、鴻臚館跡、元寇防塁、

そして、国宝・金印「漢委奴国王」。これらは
博物館の常設展示を含む、福岡の歴史を通史的
に叙述するあらゆる媒体において欠くことので
きないものです。

これらの遺跡・遺物に注目し、大正から昭和
初期にかけて、数々の研究を残した人がいます。
それが中山平次郎です。彼は九州帝国大学医学
部の病理学の教授でありながら、考古学に深い
関心を持ち、福岡の考古学の発展に多大な貢献
をした人物でした。その研究対象は縄文時代か
ら近世にわたる幅広い分野に及びました。

徹底した資料収集に基づく鴻臚館跡の発見
彼の研究の特徴は発掘によらず、徹底した現

地踏査・表面採集による資料収集に基づくもの
でした。また、遺跡の分析には立地や地形変化
にも着目し、文献資料も積極的に取り入れまし
た。鴻臚館跡の発見は、『万葉集』から読み取っ
た鴻臚館の立地と現地踏査による古代瓦の採集
から検証されたもので、代表的な研究のひとつ
となりました。

やがて、発掘による研究が主流を占めるよ

うになった昭和 10（1935）年頃から次第に研
究の第一線から退くことになります。昭和 31

（1956）年に亡くなって、60 年が過ぎ、その間
に急増した発掘調査の成果は考古学の研究にお
いて更に高い比重を占めるようになりました。

しかし、現地に立ち戻り、そこから導き出さ
れた彼の研究成果は、発掘調査の成果と相反す
るものではありません。彼の研究成果は今に引
き継がれ、取り上げられた遺跡の多くが史跡と
して残されることになりました。

このことは彼の研究によって遺跡の重要性が
多くの人々に伝えられたことによるものでしょ
う。その意味で彼は福岡の考古学の発展のみな
らず、郷土の文化財保護に大きな足跡を残した
と言えます。

ふくおか人物伝　～中
なかやま

山平
へ い じ ろ う

次郎と鴻臚館～

column：17

発掘調査の現地説明会 発掘調査速報展示の開催

●調査成果の積極的な周知

発掘調査の現地説明会や展覧会の開催など、最新の調査成果については積極的な周知
を図り、市民の理解促進に努めます。

遣新羅使万葉歌碑
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（２）文化財を守る取組
１）保存管理

文化財としての価値を見出した「もの」・「ばしょ」が傷ついたり失われたりしないよ
うに、また、「いとなみ」が途絶えないように、適切な保存・維持管理、災害や犯罪へ
の対策、地域の伝統文化の継承に取り組みます。また、永く将来にわたり文化財を守っ
ていくために、より多くの人々の参画を得ながら、持続可能な保存管理の実現に努めま
す。

①適切な保存・維持管理
時間の経過や社会の変化とともに変容していく「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」を将

来に継承していくため、市民とともに適切な保存・維持管理に取り組みます。

●博物館等の環境改善

文化財としての「もの」を保存管理する博物館、美術館、埋蔵文化財センター等では、
収蔵や展示公開の環境の維持向上に取り組みます。

●地域の文化財の保存管理

文化財としての「もの」・「ばしょ」には、寺社や個人が所有するもの、地域に点在す
るものがあります。それらについては、保存環境の整備にかかる支援・助言や文化財パ
トロールを通じて適切な保存管理に努めます。

●史跡等の維持管理

文化財としての「ばしょ」には、史跡や建造物
などが含まれます。「ばしょ」の保存と「ばしょ」
に親しむための環境の両立・維持向上を図るため、
市民や史跡保存会等との連携による持続可能な保
存管理体制の構築に取り組みます。また、必要に
応じて中長期的な保存や環境整備の方針を定める
ことを推進します。

●埋蔵文化財の保存

事業者等に対する開発事前協議の徹底を図ると
ともに、届出に対する埋蔵文化財の事前確認や調
査結果に応じた保存措置の速やかな実施に努めま
す。また、出土資料や記録類については、調査後
速やかに整理し、適切な保存管理に取り組みます。

史跡保存会による除草活動
（元寇防塁生

いき

の松
まつばら

原地区）

発掘調査の記録類の適切な保存管理
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多くのヒトやモノが周辺地域から集まり、経
済的にも繁栄する都市は、しばしば華やかで洗
練された最新の文化を生み出し、流行の発信源
ともなりました。日本で歴史的にそのような役
割を果たした都市として、京都・江戸・大坂・
奈良・鎌倉などが存在しますが、中世以来の交
易都市博多もまた、その例外ではありません。

博多を代表する祭礼や行事として、５月（江
戸時代までは旧暦１月）の博多松ばやしと７月
の博多祇園山笠行事が挙げられます。どちらも
博多に住む人々の生活や、それぞれが属する町
の運営と深く結びついた歴史ある行事です。江
戸時代、これらの行事が催される際には博多・
福岡の中からだけではなく、都市周縁の村々か
らも多くの見物人が集まりました。松ばやしで、
三
さんぷくじん

福神と稚
ち ご ま い

児舞に追随して各町から繰り出され
た通りもんや、祇園山笠に飾り付けられる人形
等の「かっこよさ」にひきつけられた周辺地域
の人々は、それぞれが暮らす村に戻ると博多の
祭礼や行事を模倣し、自分たちの手で博多と同
じような山笠や山

だ し

車を作り上げました。
玄界灘の沿岸を中心に、北部九州の多くの

マチやムラには博多祇園山笠行事の影響を受け
たと考えられる山笠行事が分布し、現在に至

るまで地域の行事として継承されています。現
在、福岡市域では東区西

さ い と ざ き

戸崎、唐
とうのはる

原、西区今宿
松
まつばら

原、今宿横
よこまち

町、小呂島で山笠行事が伝承され
ています。また西区元岡には日中戦争が始まる
以前は山笠が行われていたと伝わります。

一方、現在１月成人の日に西区今津で行われ
る十一日まつりでは、かつての博多松ばやしに
数多く登場して人々の注目を集めた通りもんに
類似する、人形を飾り付けた山車が子どもたち
によって町内を曳き回されます。

このように地域的な求心力を持つ都市博多が
周辺に文化的な影響を与え、その結果それぞれ
の地域に根付いたと考えられる民俗的な行事や
習慣のありようは、「ハカタウツシ」と言い表
されます。

わがまちの文化財　～ハカタウツシ～
column：18

②指定等の推進
文化財としての「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」について、所有者・管理者の意思を

尊重しながら、指定・登録制度等の運用推進に取り組み、その価値の「公共性」を明示
することで、適切な保存・維持管理を効率的・重点的に進めます。

重要文化財指定の推進（庚寅銘大刀） 文化財登録にむけた民俗行事の調査

唐原の祇園山笠行事
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④地域の伝統文化の継承
記録作成や公開を通じて、「いとなみ」を守り、次世代への継承を図ります。

●地域の伝統文化の保存と公開

祭り、芸能、年中行事、伝統的な工芸や技術等
の「いとなみ」には、それを行ったり、わざを身
に着けている人や団体がいます。これらを次世代
に継承していくため、地域内外での公開機会の拡
充を図り、人や団体（文化財保持者、保存団体）
等の活動に対する支援・助言に取り組みます。

また、高齢化等に伴い、継承の危機に瀕する「い
となみ」に対しては、優先順位を踏まえ、映像等
による記録の作成に取り組みます。

●継承への支援

「いとなみ」の所産である伝統工芸品の需要拡大
や、祭礼、年中行事等の「いとなみ」を見聞・体
験する機会の充実を通して、後継者育成の支援に
取り組みます。

③災害や犯罪等への対策
文化財としての「もの」・「ばしょ」は、豪雨や台風、地震等といった自然災害、また、

落書きや盗難等の人的災害により、直接的な被害を受けます。「もの」・「ばしょ」の被
災を防ぐ対策の充実に取り組みます。

●防災・防犯対策の推進

「もの」・「ばしょ」の所有者・管理者に対して、文化財の防災・防犯にかかる支援や
助言を継続して実施します。また、災害時における行動指針の作成と普及、連絡体制の
構築に取り組みます。

●防災・防犯意識の啓発・向上

文化財防火デーに関する情報発信を継続して実
施するとともに、ハザードマップ等を活かした災
害に対する情報の収集・発信や地域での文化財の
見守りの促進に市民とともに取り組みます。

文化財防火デーでの消防訓練の実施

民俗行事等の公開への補助

民俗行事等の映像記録作成
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２）修理復旧
「もの」・「ばしょ」の文化財は、適切に保存管理している場合でも、様々な要因により、
損なわれてしまう可能性があります。き損箇所の適切な修理復旧の実施や修理復旧への
支援に取り組むほか、より多くの人々と連携することで、劣化防止の保存処理や修理に
関する技術の維持向上に努めます。

①文化財の修理復旧
文化財の価値を将来に継承してくため、経年劣化や災害によって破損した「もの」・「ば

しょ」について適切な手法による修理復旧に取り組みます。

●文化財の修理復旧の実施

公的機関が所有する「もの」・「ばしょ」については、関連機関や専門家等との連携を
図り、適切な修理復旧の実施に取り組みます。

●文化財の修理復旧への支援

民間所有の「もの」・「ばしょ」については、適切な修理復旧に関する支援・助言に努
めます。

②修理技術の維持向上
関連機関や専門家等との連携を図り、修理技術等の情報を継続して収集し、修理技術

の維持向上に取り組みます。

●修理に関する情報の発信

修理復旧された文化財については、修理復旧箇
所や用いた技術等を詳細に記録した修理報告書を
作成し、広く公開します。また、文化財の修理技
術には、それ自体が「いとなみ」の文化財として
の側面を持つものがあり、その保存活用も図って
いきます。

旧日本生命保険株式会社九州支店の屋根修理 福岡城南丸多聞櫓での修理の公開と体験事業

修理報告書の作成と公開
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大都市であり続ける福岡・博多では、町が脱
皮を繰り返すように姿を変えていきます。その
ような中で建造物は特に残りにくい文化財の一
つといえます。その状況をかいくぐり、現代に
往時の姿を伝えている近代建築をいくつか紹介
します。

天神の町の名前の由来でもある水鏡天満宮北
側には明治時代末に建てられた赤レンガの建物
があります。旧日本生命保険株式会社九州支店
です。設計は日本近代建築のパイオニア・辰

た つ の

野
金
き ん ご

吾とその教え子である片
かたおか

岡安
やすし

です。辰野は赤
いレンガに白い石を組み合わせたデザインを得
意とし、東京駅や旧日本銀行京都支店などを手
掛けています。建物は重要文化財に指定され、
現在は「福岡市赤煉瓦文化館」の名称で、会
議室や展示施設として市民の集いや憩いの場と
なっています。

その南西側 200m にある天神中央公園内に
は、流麗なルネッサンス様式の近代建築が建っ
ています。旧福岡県公会堂貴賓館です。こちら
は福岡県の建築技師であった三

さんじょう

條栄
えいさぶろう

三郎の設計
です。旧日本生命保険株式会社九州支店とほぼ
同時期に建てられました。こちらも国の重要文

化財です。
このほか、学校建築として西南学院大学博物

館（大正 10（1921）年）や福岡高等学校の校舎（昭
和４（1929）年）が福岡県の指定文化財となっ
ています。旧大名小学校校舎（昭和４（1929）年）
は、文化財指定は受けていませんが、昭和初期
コンクリート造小学校校舎として市内唯一の存
在です。現在は、官民協働型スタートアップ支
援施設として活用されています。木造建築では
住吉神社能楽殿（昭和 13（1938）年）なども、
昭和初期の高い建築技術を伝える建物として貴
重な存在です。

建造物に限ったことではありませんが、文
化財は人との関わりで生まれ、使われ、現代ま
で受け継がれてきました。使われ続けることで
その価値を発揮しますが、建造物は規模が大き
いため適切な維持管理には莫大な費用とエネル
ギーが必要となります。また、歴史的建造物は
街の景観とも深く関わりつつ受け継がれていま
す。今後も保存と活用のバランスを保ちながら、
福岡・博多の歴史を景観とともに伝えていくこ
とが望まれます。

わがまちの文化財　～近代建築～
column：19

●専門機関、技術者との連携

適切な修理復旧の推進に向けて、関連機関の保
存科学部門との連携や情報交換に努めます。また、
本市が保持している保存処理や修理に関する技術
や知識を活かし、外部からの支援要請にも積極的
に対応していきます。

保存修復関係者の情報交換

旧日本生命保険株式会社九州支店 旧大名小学校
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（３）文化財を活かす取組
１）公開

「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」の特性に応じた見せ方や楽しみ方を提供することで、
文化財が有する価値とともに、福岡ならではの歴史文化を伝える公開活用に努めます。

①文化財の公開促進
文化財の本物としての価値や魅力に市民等が触れられる公開活用の機会や場の拡充に

取り組みます。

●文化財建造物の公開活用

文化財としての「もの」・「ばしょ」が元来有し
ていた機能を、一定程度、体感的に過去と共有す
る意義があるものとして、建造物の公開活用に積
極的に取り組みます。また、建造物の中での伝統
文化の体験など、その「ばしょ」で元来行われて
いた「いとなみ」との関わりを復元することにも
取り組みます。民間所有の建造物については、公
開活用にかかる支援・助言に努めます。

●展覧会・展示会の実施

「もの」の文化財の公開活用として、博物館、美
術館、埋蔵文化財センター、図書館などの展示施
設をはじめ、小学校や公民館など様々な場所・機
会を利用して、展覧会・展示会を実施します。また、

「もの」の文化財は、地域の歴史文化にとって重要
なものであっても、他都市・国外にある場合があ
ります。他都市・国外の所有者・収蔵機関の協力
を得て展覧会・展示会を実施することで、地域に
とっての価値が発揮されます。

●資料閲覧への対応

市民や研究者等の調査研究活動に資するため、
資料の閲覧に対応します。

上から
福岡市赤煉瓦文化館の公開活用

箱嶋家住宅の公開活用
賀茂小学校での資料展示

福岡市美術館の東光院仏教美術室
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②史跡の整備の推進
「ばしょ」の文化財である史跡については、過去にそこで行われていた人々の「いと

なみ」を体感できるような整備に取り組みます。

●史跡の特色や魅力を高める歴史環境の再現

史跡の特色や魅力をより分かりやすく伝えるため、
往時の風景等の復元や遺構の露出展示等の手法によ
り歴史環境を再現する史跡整備に取り組みます。ま
た、埋蔵文化財であった遺跡を、史跡として整備する
場合、その「ばしょ」にあった「もの」は、保存管理
上の観点から博物館等の施設に収蔵されることがあ
ります。レプリカ等の復元技術や情報技術を活用し、

「ばしょ」と「もの」の一体感ある公開活用を、史跡
と博物館等施設の双方で図ります。

●整備にかかる財源の確保

基金などを活用し、史跡整備にかかる財源の確保を図ります。

③ガイダンスの充実
「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」の文化財が有する情報を存分に活かし、文化財への

理解を深めるガイダンスの充実にハード、ソフトの両面から取り組みます。

●ガイダンス施設の整備

「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」の相互の関連を復元的にあらわし、たとえば、過去
の生活の様子などを詳しく知ることができる等の機能を有したガイダンス施設の整備に
取り組み、市民や来訪者の文化財への理解促進を図ります。

上から：遺構の露出展示（野方遺跡展示館）
竪穴住居の復元（板付遺跡）

福岡城むかし探訪館 板付遺跡弥生館

「福岡みんなの城基金」の運営
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●ボランティアガイドと連携した解説

文化財やエリアの魅力発信に貢献しているボランティアガイドと連携して解説の充実
に取り組み、市民や来訪者の文化財への理解促進を図ります。

④コンテンツの拡充
通常の展示だけでなく、市内のクリエイティブ人材と連携し、様々な角度から文化財

に親しんでもらえるようなコンテンツの拡充に取り組みます。

●参加・体験する機会の提供

エリア内のストーリーを体感できるツアーや、普段公開していない収蔵・管理部門や
展示過程を一般に公開するなど展示施設の機能の「見える化」、市民や子どもたちが自
ら考え、体験できるプログラムを充実させ、文化財をより身近に感じられる取組を推進
します。

●先端技術を活用したコンテンツの整備

AR・VR や３D プリンター、スマートフォンアプ
リ等の先端技術を活用し、文化財の新たな見せ方の企
画開発に取り組みます。

博多ガイドの会による東長寺定点ガイド 西区歴史よかとこ案内人

バックヤードツアー（博物館） 収蔵庫暗闇ツアー（埋蔵文化財センター）

３Ｄ出力物（鴻臚館）



91

第
３
章

文
化
財
の
保
存
活
用
の
取
組

●文化財デジタルミュージアムの整備

本物を見に行く仕掛けとして、インターネット
上で博物館などの収蔵品を見ることができるデジ
タルミュージアムの整備に取り組みます。

Google アートプロジェクト（博物館）

２）観光振興
市内に点在する「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」を関連するストーリーやエリアごと

に群として捉え、地域住民や民間事業者と連携しながら、体験プログラムやプロモーショ
ンに活用するなど、歴史や文化を資源として活かす新たな観光振興に取り組みます。

観光振興にあたっては、多様化する観光客のニーズの把握に努めるほか、ユニバーサ
ルデザインへの対応を推進します。

①ストーリーを活かした観光振興
本市の歴史文化を物語るストーリーで結びつけられた「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」

を通して、本市の歴史・文化の魅力を多くの市民や来訪者に知ってもらうため、ストー
リーを体感できるエリアの特性に応じた観光プログラムの企画開発に取り組みます。

●ストーリーに基づいた観光プログラムの開発

来訪者の周遊を促進させるマップや案内板等の設
置、観光ガイドの育成などに取り組むことで、ストー
リーを体感できるエリア探訪を推進します。

本市では、本方針にいう「博多・住吉」エリアに
おいて、現在、寺社や展示施設等が集まる界隈を「博
多旧市街」と位置づけ、まち歩きモデルコースの設定、
伝統文化の体験プログラムの開発、ロゴ作成、マップ
製作などを通じて、点在する文化財が構成する歴史性・ストーリー性を際立たせてい
ます。また、歴史・文化に配慮した趣のある道づくりや観光案内板等のデザイン統一に
よるルートの可視化など、「旧市街」を実感できるまちなみづくりに取り組んでいます。
他エリアにおいても、ストーリーに基づき、地域の特性を踏まえながら、まちなみづく
りと連携した情報発信や体験プログラムの展開を図ります。

エリアの魅力創出
（博多旧市街プロジェクト）
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②プロモーション活動の強化
本市の豊富な文化財を観光資源として活用していくため、観光客のニーズを把握し、

ターゲットに対するプロモーション活動の推進に取り組みます。

●様々な媒体を活用した知的好奇心を刺激する情報発信

国内外を問わず、様々なターゲットに対し、多様な媒体から最も効果的な手法を選択
し、広報誌の発行やフィルムコミッション等、多方面への効率的なプロモーション活動
に取り組みます。

また、情報発信に長けた市民や企業等との連携などにより、文化財の価値や魅力、楽
しみ方について知的好奇心を刺激する情報発信の強化を図ります。

●伝統工芸・伝統芸能の魅力発信

「いとなみ」の文化財の所産である伝統工芸の新製品開発やクリエイティブ関連分野
等とのコラボレーション、「ばしょ」の文化財を舞台にした伝統芸能等の「いとなみ」の
実演等の促進を図り、これまで以上に多彩な伝統工芸の新製品開発や伝統芸能の PR 支
援活動の場の確保を支援し、新たな価値や魅力の創出を図り、国内外への発信に取り組
みます。

左から：福岡市博物館広報誌「Facata」の刊行／映画・番組撮影への対応／福岡ミュージアムウィークの開催

●先端技術の活用

ＡＲ・ＶＲ等の情報技術を活用し、「ばしょ」の文
化財の紹介において、元来、関連のあった「もの」や「い
となみ」をその場で体感的に伝える等の仕掛けを設け
ることで、ストーリーの魅力を磨き上げます。

●新たなストーリーの充実

市民とともに身近な「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」から掘り起した、地域の歴史文
化を物語る新たなストーリーを磨き上げ、地域に点在する個々の文化財をつなげること
で、地域のブランド化やアイデンティティの再確認の促進を図ります。

鴻臚館跡展示館内での AR 体験
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③ユニバーサルデザインへの対応
多様な来訪者が文化財の価値や魅力に触れることができるよう、多言語対応や、誰も

がアクセスしやすい環境整備に取り組みます。

●多言語対応コンテンツの拡充

文化財に関する説明や解説について多言語対応コンテンツの充実を図ります。内容に
ついては、文化的背景が異なることを十分に認識し、様々な言語のユーザーの理解と共
感を得られる情報発信を実現します。また、英語・韓国語・中国語だけでなく、フラン
ス語やスペイン語等、広い地域で用いられる使用人口の多い言語や、国際的なイベント
の開催等にともない多くの来訪者が見込まれる地域の言語の情報を用意するなど、戦略
的に対応していきます。加えて、「やさしい日本語」での情報発信にも取り組み、文化
財の魅力を伝えるうえでの言葉の障壁を可能な限り克服します。

●誰もが訪れやすい環境整備

誰もが容易に文化財にアクセスできるように、案
内板の充実やバリアフリー化による来訪環境の整備
や、ハンズオン展示や音声ガイドによる情報環境の
整備を推進します。

●インクルーシブデザインの導入

コンテンツや環境の拡充・整備にあたっては、検討段階から障がい者や在留外国人な
ど多くの市民と連携・共働する、インクルーシブデザインを導入します。

常設展示の日英併記ガイドブック（博物館）多言語情報システム「コトつな」の試験的導入

イヤホンガイド（博物館）
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④ MICE 振興への寄与
国際会議、学会、展示会などの MICE の開催にあたっては、本市の歴史文化の魅力を

活かしたプログラムの充実に取り組みます。

●文化財を活かした特別感の創出

本市のプレゼンス向上、そして文化財の知名度アップやブランド化につながるよう、
MICE の開催に合わせて、「もの」・「ばしょ」を利用したユニークベニューの実施などに
取り組みます。

なお、ユニークベニューへの活用にあたっては、文化財の保存に影響を与えることが
無いよう十分配慮します。

●地域の魅力や伝統を活かした市民参加の

　おもてなし

国内外からの来訪者に対して、伝統芸能や伝統
食など地域の魅力や伝統等の「いとなみ」を活か
したおもてなしを推進します。

アジア太平洋都市サミット
フェアウェルパーティの開催（博物館）

マイクロアーキテクチャに関する国際シンポジウムに伴う
レセプション（鴻臚館跡）と石垣ライトアップ（福岡城跡）

伝統芸能の披露
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３）地域振興
既に地域で大切にされている「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」や、まだ地域に眠って

いる「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」の文化財としての価値を、地域住民とともに掘り
起こし、地域に対する愛着や誇りを育みます。また、掘り起した文化財を「メインストー
リー」の中に位置付け、あるいは、文化財からメインストーリーの支脈となるストーリー
を新たに構築することにより、文化財の価値を磨き上げ、地域内外に発信し、価値の共
有を図ります。

①地域の文化財の魅力の共有・発信
地域の歴史や文化への愛着や誇りが醸成される

ことを目指し、地域に眠る文化財の存在や価値、
魅力の共有・発信の推進に取り組みます。また、「も
の」の文化財は、関連の深い地域をはなれ、博物
館等に収蔵されている場合があります。地域コミュ
ニティと「もの」の歴史的な関係性の再認識・再
構築を図り、様々な取組を進めます。

●地域の文化財の魅力発信

各地域や校区で「メインストーリー」に基づく
文化財の掘り起しを進め、市民や団体と連携した
文化財エリアマップの充実や、「西区の宝」等の区
独自の文化財の「認定」制度、歴史や文化の知識
を問うご当地検定の実施などにより、地域内外に
向けた文化財の魅力発信に取り組みます。

また、地域にある豊かな自然や食文化等と文化
財とを積極的に関連づけたストーリーを構築する
ことにより、地域振興の資源としての磨き上げに
取り組みます。

●地域活動との連携体制の整備

「ばしょ」の文化財の保全、「いとなみ」の文化
財の保存・伝承など、地域において、文化財につ
いて様々な活動を行っている個人や団体への顕彰
や、地域活動への支援・助言の場づくりなど、連
携体制の整備に取り組みます。

博多まち歩きマップ
（博多まちづくり推進協議会）

東区の歴史ガイドブック
（東区歴史ガイドボランティア連絡会）

福岡検定

西区の宝認定
（西区まるごと博物館推進会）
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大
だいじょうさい
嘗祭と主基斎田
天皇の即位に際しては、様々な儀式が挙行さ

れます。式典の中でも、特に重要なのが大嘗祭
です。宮中行事の中に、天皇がその年にできた
新穀を皇室の祖先・神々に供え五

ご こ く

穀豊
ほうじょう

穣を感謝
し、自らも新穀を食す、新

にいなめさい

嘗祭があります。大
嘗祭は、天皇が即位した後最初に行う新嘗祭の
ことで、一代一度の大祭とされています。大嘗
祭で使用する新穀を栽培する場所が、京都以東
から定められる悠

ゆ き

紀斎田と、京都以西から定め
られる主基斎田です。

脇山村の主基斎田
昭和 3（1928）年、昭和天皇の即位に伴う大

嘗祭に際して、主基斎田に選ばれたのは、河川
の状況が良好で虫害が少なく、早

わ せ

稲の栽培に適
した早良郡脇山村（現 早良区）でした。脇山
村では、田植えの行事である御田植祭をはじめ
各種の儀式が行われ、地域の人々を中心として、
供納する米の選別作業が行われました。

「お田
たうえ
植舞

まい
」を伝え継ぐ脇山校区

昭和 4（1929）年、斎田の跡地に「大嘗祭主
基斎田碑」の石碑が建てられました。現在、こ
の場所は脇山中央公園として整備されていま
す。御田植祭で田植えの時に踊られた「お田植
舞」は、地域の人々の手で受け継がれていきま
した。福岡市立脇山小学校では、平成 13（2001）
年以降、学校行事の田植えの際に「お田植舞」
が踊られています。平成 30（2018）年には、
脇山小学校で主基斎田 90 周年を記念して記念
式典が開催されました。

わがまちの文化財　～主
す き

基斎
さいでん

田と脇山校区～

column：20

②文化財を通じた地域交流の促進
活力あるコミュニティの形成に貢献できるよう、文化財を通じた地域交流の促進に取

り組みます。

●世代を超えた交流ができる文化財関連イベント等の開催

「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」の記憶、「もの」の用い方、「いとなみ」の行われ方
を高齢者が子どもたちに教えるといった、地域の子どもから大人までが交流できる文化
財を活用した体験イベントなどを通して、世代を超えた交流を促進します。また、地域
住民や保存団体等が主体的に開催するイベント等に対して、協力・支援します。

史跡保存会と公民館主催のたこあげ大会
（吉武高木遺跡）

秋祭り（板付弥生のムラ）

昭和 3（1928）年のお田植舞
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４）学び・教育
文化財を「知る」取組で調査研究した成果を、より多くの人々と共有し、見出された「も

の」・「ばしょ」・「いとなみ」の「メインストーリー」上の位置付けや、支脈となるストー
リーの形成を通じて、文化財の価値を体感してもらうために、学校教育機関や公民館等
をはじめとする生涯学習施設等と連携し、文化財を活かした学び・教育を推進します。

①学校教育への活用
学校教育の一環として、子どもたちが文化財や

歴史に親しむ機会の創出に取り組みます。

●学校と連携した学習プログラムの構築

小・中学校への出前授業の実施や、社会科見学
等校外学習の誘致に取り組みます。特に、小・中
学校への出前授業では、学校現場との連携をさら
に深め、学習指導要領や学校のカリキュラムに対
応した学習プログラムの開発にも取り組みます。

また、地域の文化財保存団体等と学校教育のマッ
チングを支援し、子どもたちの地域の文化財に対
する理解促進を図ります。

②生涯学習への活用

歴史文化に対する市民の興味関心を高めること
で、市民による自主的な文化財の保存活用の取組
を促進することを目指し、高齢者や障がい者を含
む多様な市民のニーズに対応する、文化財や歴史
に関する多様な学習機会の創出に取り組みます。

●文化財を活かした生涯学習の充実

公民館への出前講座、体験教室やワークショッ
プ、講座の開催など、本市の歴史文化に関する生
涯学習の充実に取り組みます。

校外学習での活用
（スクールツアープログラム）

いきヨウヨウ講座（美術館）

小学校での「伝統工芸教室」（博多区）

ファミリー DAY
親子で楽しむワークショップ（美術館）
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３-４　メインストーリーと歴史文化エリアを活かした「都市の魅力」創出
第 1 章では、本市の歴史文化の特徴を、「海を通じた交流を軸にアジアの交流拠点都

市として発展を遂げた 2000 年を超える歴史の重層性」と捉え、その特徴を物語るメイ
ンストーリーを提示しました。また、市域内に設定した１５の歴史文化エリアについて、
メインストーリーが文化財を通じてどのように体感されるのかを示しました。

また、本方針において文化財の保存活用の目指す方向として掲げる「福岡ならではの
2000 年都市の歴史文化を継承し、さらなる活力と魅力につなげる都市」を実現するため、
前項では、本市が市民や多種多様な主体と連携しながら担う「知る」・「守る」・「活かす」
取組を挙げました。

本項では、本市の様々な施策や観光振興等の関連計画、現在のまちづくりの方向性や
地域コミュニティの特性を踏まえ、「メインストーリー」と「歴史文化エリア」の設定
を活かし、「都市の魅力―まちを訪れる人の感動」を創出し、かつ対外的に発信してい
く戦略を、以下に示します。

　2000 年都市の歴史ロマンを体感できるエリアの創出
　文化財×美しい自然景観等の結びつきによる特別な体験ができるエリアの創出
　エリアとエリアをつなげるコリドー（回廊）となり、行き交いが楽しめるエリアの創出

　ＦＵＫＵＯＫＡでこそ発信できるＮＩＰＰＯＮの実現

　歴史資源×様々な創造的行為とのコラボレーションによるスペクタクルな文化財体験の実現

空間的な戦略

企画上の戦略

志賀島
海の中道

和白
香椎
多々良

箱崎
千代

博多
住吉 那珂

席田

高宮
老司

警固
鳥飼西新

姪浜

能古島

樋井川
油山田隈

金武

内野
脇山

北崎
今津

今宿
周船寺

玄界島
小呂島

2000 年都市の歴史ロマンを
体感できるエリア

歴史文化のコリドーをつくり
行き交いが楽しめるエリア

文化財×美しい自然景観等
の結びつきによる特別な体験
ができるエリア

歴史文化エリアの概念図
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（１）空間的な戦略
インバウンドを含む本市への来訪者が本市の文化財とその周辺環境が織りなす一体的

空間から得る感動を最大化し、また、多彩な感動が味わえるよう市内の広域的な回遊に
誘うため、空間的な戦略として、歴史文化エリアを、最も関連の強いメインストーリー
に基づき３つに大別し、エリア内の文化財を「知る」・「守る」・「活かす」取組により、
どのような魅力のあるエリアにしていくのかを示します。

１）2000 年都市の歴史ロマンを体感できるエリアの創出
歴史ロマンを体感できるエリアとは、古代から現代に至るまでヒト・モノ・情報が極

度に集積する拠点が位置しつづけ、文化財が重層的かつ高密度に存在するエリアであり、
文化財が伝えるストーリーの魅力をドラマティックに体感できるエリアです。

　
上記のエリアは、交通の利便性が高く、事業所や商業施設が集中しています。
博多・住吉エリアでは、ビル街のなかで寺社境内空間や町家などの文化財建造物が歴

史の情趣を伝えています。このエリアにおいて、現在、本市は、大型コンベンション施
設がある湾岸部から博多駅をつなぐ大通り周辺について、「博多旧市街」のネーミング
のもと、歴史資源を活かした魅力あるエリアとして磨き上げを図っています。

警固・鳥飼エリアにおいて、本市は鴻臚館跡・福岡城跡のある舞鶴公園・大濠公園を
都心の「セントラルパーク」として歴史資源を活かし整備する構想があります。また、
現在、九州屈指の商業地としてにぎわう天神では、明治時代の建造物を通じて近代化の
経緯をたどることができます。

このエリアでは、主にメインストーリー【始まる】、【賑わう】に基づいて、高度な都
市機能のなかで、重層性のある歴史文化の魅力に深い没入感をもって浸ることができる
ような美しく統一感のあるサインや、ＡＲ・ＶＲなどの先端情報技術を活用したコンテ
ンツ、体験プログラムの整備、また、洗練されたガイドができる人材の育成を図ります。

２）文化財×美しい自然景観等の結びつきによる特別な体験ができるエリアの創造
文化財×美しい自然景観等の結びつきによる特別な体験ができるエリアとは、自然景

観・里山や里海景観のなかで、豊かで新鮮な食材や、サイクリングや森林浴などのアク
ティビティとともに、文化財の伝えるストーリーの魅力を体感できるエリアです。

このエリアは、古来、航海の安全、漁業や農業の繁栄を祈る信仰の拠点があり、関連
の史跡や伝統的な祭礼や行事が数多く伝わります。とりわけ、湾内の島しょ・本土部は、

対象となる
歴史文化エリア 博多・住吉エリア／警固・鳥飼エリア

対象となる
歴史文化エリア

志賀島・海の中道エリア／内野・脇山エリア／北崎・今津エリア
能古島エリア／玄界島・小呂島エリア



100

第
３
章

文
化
財
の
保
存
活
用
の
取
組

対象となる
歴史文化エリア

和白・香椎・多々良エリア／箱崎・千代エリア／那珂・席田エリア
高宮・老司エリア／樋井川・油山エリア／西新・姪浜エリア
田隈・金武エリア／今宿・周船寺エリア

農山漁村地域であり都心部からのアクセス所要時間が 30 ～ 45 分程度ながら、海、山に
囲まれ、起伏に富む地形に美しい自然景観が展開します。山間部の内野・脇山の里山景
観には棚田も残ります。博多湾の中心に位置し、海を行き交う人の視界をしめる能古島
は、山上憶良の歌により防人の配属地として推定されます。志賀島は国宝・金印「漢委
奴国王」発見の地であり、今津には日本に茶と禅を広めた栄西禅師自筆「誓願寺盂蘭盆
縁起」の誓願寺、内野には国宝の承和六年銘梵鐘がたどりついた西光寺があります。市
内に５件ある国宝のうち３件のゆかりの地がすべて含まれる「国宝のふるさと」とも言
えるエリアです。本市では、志賀島で細長く伸びる砂州と島をめぐる周回道路を活かし
たサイクルツーリズム、内野・脇山で森の緑と清流と里山の実りを活かしたグリーンツー
リズムを振興するなど、これらのエリアにインバウンドの取り込みを図っています。ま
た、土地利用規制の緩和を行い、情趣ある民家を含めた空き家を活用した産業振興を図っ
ています。特色ある農林水産品のブランディングや 6 次産業化に歴史文化が題材とされ
ることも多くあります。

このエリアでは、主にメインストーリー【支え合う】に基づいて、文化財の魅力と、
サイクリング、山歩き、川遊び、農林漁業体験や産直市場などの多彩なアクティビティ
の魅力との相乗効果をねらって、デザイン性の高いメディアや体験プログラムを整備す
るとともに、多様な文化財と歴史に通じた高度なガイドができる人材の育成を図ります。

３）歴史文化のコリドー（回廊）をつくり行き交いが楽しめるエリアの創出
歴史文化のコリドー（回廊）をつくり行き交いが楽しめるエリアは、古来、ヒト・モノ・

情報が行き交う拠点があり、宿場町、門前町、港町などの情趣とにぎわいのなかで文化
財が伝えるストーリーの魅力を体感できるエリアです。

上記のエリアは、おおむね博多湾岸沿いの平野部にひろがるまちで、多くの人が暮ら
しを営む市街化地域と都市近郊の自然が豊かな地域です。博多湾にそそぎこむ河川流域、
古代から博多湾から大宰府へのびていた官道、近世に往来がさかんになった街道沿いを
占め、宿場町、港町、また、寺社の近くに門前町などが形成されてきました。これら歴
史的なにぎわいの拠点に加え、近代以降の都市化のなかで、住宅街に加え、空港、大学、
工場などの産業拠点が各地に立地し、地域の特性にあわせて多彩なまちづくりが進んで
きました。近年は、九州大学のキャンパス移転などで、大規模なまちづくりの転換がお
こっている地域もあります。

このエリアでは、主にメインストーリー【繋がる】【護る】に基づいて、地域住民、商店街、
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大学、ＮＰＯ法人を含む様々なコミュニティと連携し、多彩な都市機能の中に時空のオ
アシスのように点在する文化財をつなぐ回遊のみち・歴史文化のコリドー（回廊）をつ
くるようなデザイン性の高いサインや情報コンテンツ、体験プログラムの整備、歴史文
化について多彩なコミュニケーションができる人材の育成を図ります。

（２）企画上の戦略
３つに大別したエリアにおいて、インバウンドを含む本市への来訪者が、どのような

媒体、コンテンツや体験を通じて、その魅力を実感するのか、企画上の戦略として２つ
のねらいを定めます。

１）ＦＵＫＵＯＫＡでこそ発信できるＮＩＰＰＯＮの実現
本市は、第三次産業が全体の約９割を占めており、交流人口の増加が、都市成長と地

域活性化に不可欠です。ふ頭やコンベンション施設の整備、ふ頭周辺の交通アクセスの
改善、MICE や外航クルーズ客船の受け入れ機能の強化に努めており、Ｇ 20 財務大臣・
中央銀行総裁会議（2019 年 6 月）、ラグビーワールドカップ（同年 9 ～ 10 月）、世界水
泳選手権（2021 年 7 ～ 8 月）など、国際的な注目を浴び、世界各地から多くの人が福
岡に集中する機会を獲得しました。また、訪日個人旅行者の数も増加し、コンサートや
ショッピングなどを楽しむ、東アジア圏からの国内旅行感覚の若年層リピーターも多く
存在していることがうかがわれます。

これらを背景に、地域の文化財を活かし、異なる文化的背景を持つ外国人を含めたす
べての人が、本市を舞台に日本の歴史文化の魅力を享受できるよう、言語の障壁を克服
し、洗練された訴求力の高いメディアやアクティビティの開発に取り組みます。

具体的には以下の取組を展開します。

■本市の特色ある文化財が伝える福岡ならではの歴史文化に関する、流通性の高い、
　　多言語の、あるいは非言語的・感覚的インパクトの強い動画、パンフレットやフォ
　　トブックなどのメディアを整備し、「一度は行ってみたいまち」、「再び訪れたくな
　　るまち」 という本市のデスティネーションとしての存在感を高めます。

■各エリアにおいて、現地での周遊や文化財へのアプローチをスムーズにするサイン
　　やマップ等のメディアを充実させ、情報技術等を活用した文化財や歴史文化に関す
　　る多様な多言語コミュニケーションを支援するシステムの整備や、人材の育成を図
　　ります。

■ 2000 年都市の歴史ロマンを体感できるエリアにおいては、MICE 振興と連携して、
　　寺社、町家周辺の歴史的情趣のある景観や建造物、史跡をユニークベニューとして
　　活用し、福岡や日本の文化財や歴史文化を集約的に体感することができる、非日常
　　感・祝祭感のある催しを実施します。
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■文化財×美しい自然景観等の結びつきによる特別な体験ができるエリアにおいて
　　は、サイクルツーリズムやグリーンツーリズム等、豊かな自然や農林漁業を活かし
　　た多彩なツーリズムと連携して、文化財や歴史文化に親しめるようなメディア、催
　　しや体験プログラムを充実させます。それに伴い、自然と強く結びついた日本人の
　　信仰や精神文化、農山漁村の民俗文化について、異なる文化的環境を背景とする外
　　国人でも理解と共感を得られるような情報の多言語化に取り組みます。

■歴史文化のコリドー（回廊）をつくり行き交いが楽しめるエリアにおいては、多彩
　　な都市機能の中に点在する文化財が存在感を発揮できるような催しや体験プログラ
　　ムを充実させます。また、このエリアには、米作りを基盤とする社会の進展を示す、
　　いわば日本という国の原点をしめす弥生時代の遺跡や、中世のアジアからヨーロッ
　　パにまたがる大帝国モンゴルの襲来に関する元寇防塁など多くの文化財が位置して
　　います。それらの特色ある文化財については、国際的な存在感を発揮できるよう、
　　一層の注力をもって情報の多言語化に取り組みます。

２）歴史資源×様々な創造的行為とのコラボレーションによる
　　スペクタクルな文化財体験の実現

本市では、アジアのアーティストやクリエイターとの交流事業がさかんであり、福岡
アジア美術館や福岡市総合図書館映像ホールには、アジアの芸術表現に関するコンテン
ツと情報のストックが豊富にあります。近年は、アジアや地域のアーティストが、本方
針における 2000 年都市の歴史ロマンを体感できるエリア等を舞台に、インスタレーショ
ンやパフォーマンスを公開する事業も実施されています。また、クリエイティブ関連分
野の振興にも取り組んでおり、関連産業の集積と拠点化が進み、専門学校等においても
関連分野の人材育成がさかんです。

一方、本市の文化財には、埋蔵文化財の発掘調査により意義が明らかになった遺跡や
考古資料が多く、その価値や魅力を、親しみやすく、スケール感をもって伝えることが
困難な場合が多くあります。また、弥生時代の遺跡や中世の元寇防塁などは、歴史的な
意義が広く知られるものの、市内の広範囲に分布しており、複数ヶ所を回遊し、一体感
をもって親しむには難易度が高くなっています。さらに、歴史的な建造物も、都市化の
進んだなかに点在していることが多く、景観のなかで元来の歴史的な情趣を感じること
も厳しくなっています。これらの課題を解消し、文化財のもつ価値を十分に引き出すた
めに、様々な芸術活動やクリエイティブ関連分野との連携を図ることで、文化財や歴史
に関する先端的表現や高度に洗練されたコンテンツを生み出し、史跡や建造物を回遊す
るモチベーションを高め、これまでにないスペクタクルな文化財体験を実現します。



第４章　
文化財の保存活用の体制
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４-１　基本的な考え方
文化財を「知る」・「守る」・「活かす」取組を行う主体は、行政だけではありません。市民、

地域コミュニティ、文化財の所有者や活動団体、企業、大学等研究教育機関などの様々
な主体が単独で、また、連携・協力して文化財の保存活用に取り組むことができます。

文化財の保存活用に様々な主体が取り組むことによって、より多くの文化財の価値を
社会に還元し、持続可能な保存活用の実現につなげていきます。

（１）文化財の保存活用に関わる主体の意識や技術力の向上
各主体が常に新しい情報を収集しながら知識や技術を向上させることにより、より一

層、文化財の保存活用の取組を推進することができます。そのような文化財の保存活用
に関わる主体の拡大や、意識・技術力の向上のため、様々な主体が活躍できる場の創出や、
多様な人材の育成と確保に努めます。

（２）主体間のネットワークによる効果的、効率的な保存活用の推進
文化財の保存活用に関わる主体が各々の取組を効果的かつ効率的に進めていくために

は、有機的な連携を図っていくことが重要です。各主体がそれぞれの得意分野を活かし
て役割を担い、互いの取組を補完しあうような連携・協力体制をつくることにより、効
果的かつ効率的な保存活用の取組を進めることができると考えます。そのような連携・
協力体制を構築するために、各主体間の交流や協力の促進による情報共有や、各主体の
連携による事業の推進など、横断的な推進を図るためのネットワークづくりに取り組み
ます。

活かす活かす

守る守る知る知る

持続可能な
文化財の保存活用
持続可能な

文化財の保存活用

多様な主体

主体間のネットワーク
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（３）文化財の保存活用を担う各主体の役割
より多くの人々を巻き込みながら、文化財を知り、守り、活かしていくためには、各

主体が連携・協力して文化財の保存活用を推進していくことが重要であり、それぞれの
主体には以下のような役割が期待されます。

市民
●文化財は市民共有の宝です。市民一人ひとりが歴史や文化に関心を持ち、地域の

　一員として文化財の保存活用の取組に参加することが期待されます。

地域
コミュニティ

●文化財を通して地域の魅力を掘り起し、地域の宝である文化財を大切に守り伝え

　ていく活動を推進していくことが期待されます。

文化財の
所有者等

●文化財を適切に保存するとともに、文化財の公開等を通じて多くの人と価値の共

　有を図ることにより、次世代に継承していくことが期待されます。

NPO等
活動団体

●文化財を保存活用する活動のけん引役として、それぞれの創意工夫により自律的

　に活動を展開するとともに、市民の文化財への理解を広める役割が期待されます。

企業等

●企業等のノウハウや人材等を活かして、文化財の保存活用の重要な担い手になる

　とともに、支援者になることが期待されます。　

●企業等は様々な「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」の文化財を所有する機関である

　場合があります。文化財としての価値を認識し、「知る」・「守る」・「活かす」取
　組を進めていくことが期待されます。

大学等研究
教育機関

●文化財の保存活用に関する分野において、人材育成と輩出を行うとともに、専門

　的な研究や分析、情報の蓄積や知見の提供、さらには地域の文化財の保存活用に
　かかる取組に参画していくことが期待されます。

●大学等研究教育機関は、「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」の文化財を所有する機

　関である場合があります。文化財としての価値を認識し、「知る」・「守る」・「活

　かす」取組を進めていくことが期待されます。

行政

●市民が文化財を身近に感じ、保存活用の取組に参加しやすい環境を整えるととも

　に、文化振興、観光振興、伝統工芸の振興、まちづくり等の関連部局が連携を図
　りながら、文化財を「知る」・「守る」・「活かす」取組を総合的かつ計画的に推進
　します。

●市民や関係団体等との連携を図り、取組の実施や支援に取り組みます。特に、文

　化財所管部署においては、様々な「もの」・「ばしょ」・「いとなみ」の価値評価や

　真正性の確保のため、また市民等からの相談に対して専門的立場から支援・助言

　できるよう、各分野の専門職員を育成・確保していきます。
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ボランティアガイド団体間の交流

小学生への民俗芸能の継承（今津人形芝居）視覚障がい者と制作したさわる文化財音声マップ

４-２　文化財の保存活用の体制
（１）文化財の保存活用に関わる主体の充実
１）様々な主体が活躍できる場の創出

文化財の保存活用に取り組む市民団体が市内各所で積極的に活動を行っています。そ
のような活動をより多くの市民に知ってもらい、市民の参加意欲の向上を図るため、様々
なメディアを通じた情報発信や、活動する団体の顕彰などの周知活動を進めていきます。

２）多様な人材の育成と確保
保存活用に取り組む各主体の活動をより高い水準へ高めていくためには、人材が欠か

せません。例えば、工芸などの伝統技術の後継者や、地域の民俗行事の担い手の育成に
対する支援、文化財を案内するガイド・情報発信に長けた人材・イベントをプロデュー
スする人材など多様な人材を育成・確保していくための、養成講座や研修を充実させま
す。

（２）横断的な推進体制の構築
１）情報共有のネットワークづくり

保存や活用のノウハウや人材を最大限に活かしていくためには、主体間・人材間の情
報共有を促進し、各主体や人材が様々な場面で活躍できるシステムを構築していく必要
があります。そのため、ウェブサイトや SNS、定期的な講習会などを通じて、主体や人
材に関する情報発信を積極的に行い、主体間・人材間の情報共有のネットワークを広げ
ていきます。

２）各主体間の連携事業の推進
主体や人材が結びつくことによって、１つの主体

や個人では実現できなかった新たな取組に発展させ
ることができます。各主体や人材が連携して、それぞ
れが持つノウハウを集め、同じ目標を共有して事業を
実施していけるよう、主体や人材のマッチングを進め
ていきます。
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むすびにかえて
文化庁では、地域が自らの文化財を再認識し、行政だけでなく地域社会のあらゆる主体が
参加して地域の文化財の保護活動を行い、それを通じて地域文化の継承、地域コミュニティ
の活性化、地域アイデンティティの確立に資することを目標に、各自治体が「歴史文化基本
構想」を策定することを提唱しています。福岡市は、市内の文化財の詳細な把握と福岡市の
歴史文化の特徴を踏まえた歴史文化基本構想として、ここに「福岡市の文化財の保存活用に
関する基本方針」をとりまとめました。
歴史文化基本構想とは、「地域に存在する文化財を、指定・未指定にかかわらず幅広く捉えて、
的確に把握し、文化財をその周辺環境まで含めて総合的に保存・活用するための構想」です。
わたしたちは、その保存・活用の前提として、多くの文化財が示している福岡市の歴史と現
状を、「海を通じた交流を軸にアジアの交流拠点都市として発展を遂げた 2000 年を超える歴
史文化の重層性」と特徴付けました。また、地域の多様な文化財を総合的にとらえ、周辺環
境と一体として保存・活用するために、「始まる」、「賑わう」、「繋がる」、「護る」、「支え合う」
という５つの視点による歴史の新たなとらえ直しを提示しました。
福岡市は、弓なりの日本列島の西、ユーラシア大陸と朝鮮半島に近接し、おだやかな内海
を抱く博多湾に面する平野に広がります。この地に住む人は、約 2000 年前、稲作を基盤とし
た都市を成立させて以来、世界と日本列島の情勢の変化に応じ、都市の機能を絶えず更新し、
「上書き」し続けてきました。長い歴史を持ちつつも、時代ごとに先進的な都市空間が出現し
つづけた福岡市では、過去の営みの所産と痕跡が、現在の賑やかな市街地や地域コミュニティ
のなかに、ばらばらのパズルのピースのように散らばり、あるいは、時の重みの下に埋没し
ています。
ばらばらのパズルのピースを掘り出し、集積し、一つの「像」として組み上げ、歴史を編
む―その作業を行うために、福岡市が専門の部署として教育委員会に文化課（現在の文化財
活用部）を設けたのが、1969 年 4 月のことです。ここから半世紀、本方針の２章に述べたよ
うに、福岡市は体制を拡充させながら、常に文化財の価値を市民と共有することをめざし、
歴史と文化に関する情報と知財を蓄積してきました。この基本方針では、その蓄積のうえに
たち、文化財と地域の環境や歴史のかかわりについて、市域を１５のエリアに区画し、エリ
アごとに示すことで、多くの市民にとって実感しやすいものとしました。
今日、文化財とされるものの多くは、本来の役割を終えたあと、あるいはそれに加えて、
新たな価値を見出されたり、付与されたりしたものです。文化財の保存活用の根本にあるのは、
この「価値を見出す」というはたらきです。これは少数の専門家だけが担うものではありま
せん。世界遺産に登録された「明治日本の産業革命遺産」にも、歴史や文化財の専門家や行
政が着目する前から、市民がその文化遺産としての価値を予見し、その保存をねばりづよく
訴え続けたものが含まれています。
この基本方針で提示した歴史の語りは、市民の感覚に秘められた予見性への期待と信頼に
もとづくものです。この基本方針をきっかけに、多くの市民が身の回りにある様々な事象に
文化財としての価値を見出し、専門家や行政とともに、あるいはそれに先がけて、文化財や
それにまつわる記憶・記録を次世代に継承する行動に参画してくれることを望んで止みませ
ん。

福岡市歴史文化基本構想検討委員会委員長　有馬　学
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頁 用　　語 解　　説

4 有形文化財
建造物、工芸品、彫刻、書跡、典籍、古文書、考古資料、歴史資料などの
有形の文化的所産で、我が国にとって歴史上、芸術上、学術上価値の高い
ものの総称。

4 無形文化財
演劇、音楽、工芸技術、その他の無形の文化的所産で我が国にとって歴史
上または芸術上価値の高いものの総称。人間の「わざ」そのものであり、
具体的にはわざを体得した個人または個人の集団によって体現される。

4 民俗文化財

衣食住、生業、信仰、年中行事等に関する風俗慣習、民俗芸能、民俗技術
及びこれらに用いられる衣服、器具、家屋、その他の物件など人々が日常
生活の中で生み出し、継承してきた有形・無形の伝承で人々の生活の推移
を示すものの総称。

4 記念物

史跡（貝塚、古墳、都城跡、城跡旧宅等の遺跡で我が国にとって歴史上ま
たは学術上価値の高いもの）、名勝（庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳等の
名勝地で我が国にとって芸術上または鑑賞上価値の高いもの）、天然記念
物（動物、植物及び地質鉱物で我が国にとって学術上価値の高いもの）の
総称。

4 文化的景観
地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された景
観地で我が国民の生活又は生業の理解のため欠くことのできないもの。

4 伝統的建造物群
保存地区

周囲の環境と一体をなして歴史的風致を形成している伝統的な建造物群で
価値が高いもの（伝統的建造物群）、およびこれと一体をなしてその価値
を形成している環境を保存するため、市町村が地域地区として都市計画も
しくは条例で定めた地区。

4 指定等文化財

国が文化財保護法に基づき重要なものを国宝、重要文化財、史跡、名勝、
天然記念物等として指定、選定、登録し、現状変更などについて一定の制
限を課した文化財。制限の一方、保存修理や防災施設の設置、史跡等の公
有化等に対する補助や、文化財の公開施設の整備に対する補助など、文化
財の保存・活用のための措置を講じている。また、国が指定、選定、登録
したもの以外で、都道府県や市町村が重要なものは、文化財保護条例に基
づき指定、登録して、文化財の保存・活用を図っている。

22 転入超過
人口動態において、ある特定の期間における、転入数が転出数を上回って
いる状態。

28 クリエイティブ
関連産業

建築、コンピュータソフト・サービス、映像・音楽・広告、デザイン業な
どからなる産業群。
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28
グローバル創業・
雇用創出特区

日本の経済活性化のために、地域限定で規制や制度を改革し、その効
果を検証するために指定される国家戦略特区のひとつとして、福岡市
では創業の支援と雇用の創出に取り組んでいる。

28 開業率
ある特定の期間における、既に存在していた事業所（または企業）に
対する新規に開設された事業所（または企業）数の割合。

29 クルーズ客船
宿泊施設・様々なエンターテインメントを備えた、洋上ライフを楽し
むための旅客船。

29 MICE
（マイス）

多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称。企業などの
会議（Meeting）、企業などが行う報奨・研修旅行（インセンティブ旅行：
企業などが社員に報奨として与える旅行）（Incentive Travel)、国際機関・
団体、学会などが行う国際会議（Convention)、展示会・見本市、イベ
ント（Exhibition/Event）の頭文字をとったもの。

31 ＮＰＯ法人

政府・自治体や企業とは独立した存在として、市民・民間の支援のも
とで、医療・福祉、環境、国際協力・交流など社会的な交易活動を行
う民間非営利組織・団体。法人格を持たない団体、ボランティア団体
を含む。

31 アーティスト・
イン・レジデンス

芸術制作を行うアーティストを一定期間招聘し、その土地に滞在しな
がら作品制作やリサーチ活動を行わせる事業。

31 コンテンツ
インターネットやテレビなど様々なメディアを通じて提供される情報
や知識の内容。

40 スタートアップ 新しい行動や事業を起こすこと。

69 モノ消費、
コト消費

消費者がお金を使う際に、商品の所有に価値を見出す消費傾向を「モ
ノ消費」、体験やサービスに価値を見出す消費傾向を「コト消費」という。

71
アクティブエイジ
ング

Active Aging（活動的な高齢化）。高齢者が健康の維持、家族や地域社
会の営みへの参加、安心できる社会づくりのための様々な機会を最大
限に高めるプロセス。

77 ブランディング
ブランドに対する共感などを通じて、ブランドの認知を広め、価値を

高めていくための組織的かつ長期的な取組。

77
シ テ ィ プ ロ モ ー
ション

自治体の魅力を多くの人に認知させるために、自治体が行う営業活動

のこと。
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90 ＡＲ
Augmented Reality（拡張現実）。現実の風景にバーチャルの視覚情報を重
ねて表示する技術。

90 ＶＲ
Virtual Reality（仮想現実）。コンピュータで作成した映像や音響技術など
を利用して、実在しない仮想的な環境を作り出す技術。

90 ３D プリンター 三次元のデジタルデータをもとに、立体物を成形する装置。

91 ユニバーサル
デザイン

年齢、性別や国籍、障がいの有無等を問わず、すべての人が自由に快適に
利用でき、行動できるような思いやりのある配慮を、まちづくりやものづ
くりなどのあらゆる場面で、ハード・ソフトの両面から行っていこうとす
る考え方。

92 フィルム
コミッション

映画やテレビドラマ、コマーシャルなどの撮影の場所の誘致や、撮影支援
を行う機関。

93 「やさしい日本語」 普通の日本語よりも簡単で、外国人にも分かりやすい日本語のこと。

93 バリアフリー
高齢者や障がいのある人などが社会生活をしていく上で障壁（バリア）と
なるものを除去（フリー）すること。

93 ハンズオン展示
実習、実験、体感など、体を使う (Hands-on「手を置く、手を触れる」)
ことによる展示手法。展示物に実際に触れることで、探究心を刺激し、理
解力を深め、楽しむことで、学習内容の定着度を上げる効果が期待される。

93 イ ン ク ル ー シ ブ
デザイン

多様なニーズに応えたデザインを実現するため、外国人や障がいのある人
などを開発段階から巻き込んで、一緒に構想するデザイン手法。

94 ユニークベニュー
歴史的建造物、文化施設や公的空間等で、会議・レセプションを開催する
ことで特別感や地域特性を演出できる会場のこと。

97 マッチング 種類の異なるものを組み合わせること。

99 インバウンド 外国人が日本に訪問する旅行（訪日外国人旅行）。

99 コ ン ベ ン シ ョ ン
施設 見本市（展示会）や会議を行うことを主要な事業とする複合施設。

99 アクティビティ リゾート地などでの様々な遊び。

100 サイクル
ツーリズム 自転車を活用した観光振興。

100 グリーン
ツーリズム

農山漁村地域において自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活
動。
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101 デスティネーション 旅行目的地、旅行先。

102 インスタレーション
現代美術における表現手法・ジャンルの一つ。ある特定の室内や屋外な
どにオブジェや装置を置いて、作家の意向に沿って空間を構成し変化・
異化させ、場所や空間全体を作品として体験させる芸術。

106 ＳＮＳ
Social Network Service（ソーシャルネットワークサービス）の略。人と
人との現実の関係をインターネットを使って補助するコミュニケーショ
ン・サービス。


